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「………………」


「ねねねねゲッコー」


「………………」


「ねねねねねねゲッコーゲッコー」


「うるさいぞ美み雷らい」


「あたしうるさくないもんねー！」


「で、なんだ？」


「挨あい拶さつしないの？」


「なんで俺が挨拶する？」


「でもでもこれ、ゲッコーの挨拶する場所だよね？」


「違ちがう。もう毎度毎度説明しているが、俺に愚ぐ民みんどもが挨拶してくるのを、おまえらごときが俺に挨拶できると思うなよと俺の奴ど隷れいどもが伝える場所だ」


「えと、えと、長くてちょっとわかんなかったんだけど……」


「おまえは脳みそが豆まめ粒つぶ以下だからな」


「あたしもっとあるもんねー！」


「いいから俺の言うとおりに言え」


「う？」


「復唱しろ」


「うう？」


「おい愚民ども」


「んと、復唱って……」


「俺の言うとおりに言えということだ。間違えるなよ。間違えたら夕飯抜ぬきだ」


「えええええええ!?　わ、わかった」


「おい愚民ども」


「おい愚民どもー！」


「ここをどこだと思っている」


「ここをどこだと思ってるー！」


「おまえらごとき雑ざ魚こどもが、俺に直接挨拶できると思うなよ」


「な、長……覚えられな……えとえと、お、おまえらごときのごときが、俺にも挨拶してもいいよって……」


「終わりだ。夕飯抜きにする」


「終わりだ。夕飯抜……って、え、これあたしのこと!?」


「…………」


「ねねねね、ゲッコー、夕飯抜きってあたしのことじゃないよね!?　ね!?」


「…………」


「ねねねねねねゲッコー!?」


「…………」


「ねねねねねねねねゲッコーゲッコー」


「ああもう、おまえはうるさいな」


「あたしうるさくないもんねー！」


「…………」


「ところでゲッコー、挨拶しないの？」


「だから！　なんで俺がいちいち愚民どもに挨拶を……」





　以下、エンドレスで今日も紅くれない月げつ光こうの一日は始まる。
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「なんにもしないから！　絶対なんにもしないからさ！　だからちょっとだけ休きゆう憩けいしていかない？」


「えー、とか言って絶対エッチなことするよ～」


「しないってー」


「するってー」


「いいからいいから、ちょっとだけ、な？　ちょっとだけ、さ」


「もぉ～[image: ]」


　などと言って、二人の男女が怪あやしげな建物の中へと消えていく。


　場所は宮みや阪さか高校の生徒たちが、大人たちに隠かくれてよく使っていると噂うわさの、ラブホ街。


　そのラブホ街を、


「…………」


　紅くれない月げつ光こうは歩いていた。


　漆しつ黒こくの髪かみに、すべてを見下しきったような冷たい瞳ひとみ。


　詰つめ襟えりの制服を首までしっかりしめ、宮阪高校の生徒会長を表す腕わん章しように、腰こしにはフェンシングの剣けんという姿。


　彼は顔を上げる。


　すると街には奇き妙みような名めい称しようの看板がたくさん並んでいる。


『ホテルあばれんぼう♪』だの、『２人のメロメロ帝てい国こく』だの。


　ちなみにさっき、なんにもしないだのするだのと言って消えていった男女が入ったホテルの看板には、


『ホテル・なんにもしないって☆』


　などと書かれていて、


「……いったいなんの冗じよう談だんだ？」


　と、あきれたように月光は呟つぶやいた。


　その彼の横から突とつ然ぜん、


「ね！　ね！　ゲッコー！　あった！　またあった！」


　と、声があがる。


　その声のほうを、月光は見る。


　するとそこには、元気そうな一人の少女がいる。


　安あん藤どう美み雷らいという名前の、少女。


　たれ目なのになぜか強気に見える瞳に、ふりふりのポニーテール。


　宮阪高校のセーラー服を着てはいるが、あまりに小こ柄がらで童顔なので、こんなラブホ街を歩いていたら、すぐに犯罪だ！　と叫さけばれてしまいそうな少女だ。


　いや、実際に彼女は十四歳で、まだ高校生ではないのだ。それどころか人間ですらない。


　彼女は月光が契けい約やくした雷かみなりの悪あく魔まで、その悪魔娘むすめが、


「あった！　またあったよ！」


　なんて言ってくるので、月光は言った。


「うるさい」


「うるさくなぁあああああああああい！」


　という叫び声を、月光は鬱うつ陶とうしげに耳を押さえながらやり過ごして、


「いったいなにがあったんだ？」


　と聞くと、美雷が嬉うれしそうに指差す。


「あれあれ！　またお城があったー！」


　その、彼女が指すほうへと、月光は目を向ける。するとそこには、確かに一つ、こぢんまりとした和風の城のような形をした建物が建っていた。


　そしてその城の看板にはこうある。





『愛・ＬＯＶＥ・江え戸ど城』





　それに美雷が、なぜかひどく感かん銘めいを受けたような声こわ音ねで、


「江戸城って、こんなところにあったんだねー！」


　などと言うので、月光は美雷のほうを見下ろして、言う。


「……おまえ、悪魔のくせに江戸城を知ってるのか？」


「知ってるよ！　有名だもん！」


「ふむ。どこで覚えた」


「んとね、んと、漫まん画がでね……」


「また漫画か」


「漫画で関かん羽う姉ちゃんが攻せめこんだのが江戸城でね……」


「ああ？　なんで三国志の世界に江戸城が出てくる？」


「あ！　あ！　これね！　これ名シーンなんだよ！　ツンデレキャラの張飛子ちゃんが薙なぎ刀なたでズバーっとやったら、なんと時空が歪ゆがんで……」


「もういい」


「あとちょっとで感動シーンだから、聞いて聞いて！」


　と興奮気味に美雷が言ってくるが、薙刀で時空が歪んで江戸城に攻めこむ、という超ちよう展開の、どのへんに感動していいのかまるでわからないのでとりあえず、


「興味ない」


　と、月光は無視して歩き始める。


　すると後ろから、


「ねねねねねゲッコー！」


「…………」


「ねねねねねねねねねゲッコー！」


「…………」


「あのね、あのね、あたし、江戸城にね、あのね、いってみたいなー」


　などと、美雷が言ってくる。


「んと、もしかして江戸城っていくの、お金かかるの？　あのあの、あたし、ちゃんと家の掃そう除じ頑がん張ばるしね！　草むしりもするからね！　だから、江戸城いってみたいなー」


　と、美雷が言う。


　ちなみにここはラブホ街だ。


　ここを歩く男女はみな、どこか人目をさけるような雰ふん囲い気きで歩いているはずなのだ。


　さっきの男女だって、一応、人目を気にしているような素そ振ぶりは見せていた。


　しかしその、ラブホ街のど真ん中。それも江戸城という名前のラブホの真ん前で、


「ねねねゲッコー、江戸城いこーよー」


　なんて、美雷が言う。


「一回だけでいいからぁ！　一回だけ江戸城いこーよー！」


　などと言う。


　それも、かなり大きな声で。


　当然周囲の人間どもが、こちらをちらちら見てくる。ひそひそ話しだす。あからさまに笑ってくる奴やつまでいる。


　それに月光は顔をしかめ、うんざりしたように振り返って、


「……おい美雷」


　と、言う。


　すると美雷がこちらを見て、これでもか！　と言わんばかりの嬉しそうな顔で、


「やったー！　江戸城いってい……」


　しかしその顔面に、


「うるさい黙だまれ」


　と、月光は蹴けりを入れた。


　それに美雷は、


「ぎゃぶ!?」


　と叫ぶが、しかし、彼女は悪魔なのでびくともしない。そのまま顔面にあたっている靴くつを手で少しだけどけて、


「ねね、なんで蹴ったの？」


　などと聞いてくるので、月光は言った。


「おまえ、いつも辞書を持ち歩いてたろう？」


　すると美雷はこくこくうなずく。


「漫画読むのにいるもんね！」


「ちょっと貸せ」


「なにを？」


「辞書だ」


「あ、あ、ゲッコーも調べる？　辞書便利だもんねー！」


「早くしろ」


「待ってね！」


　と、彼女は手に持っていた鞄かばんから、一冊の辞書を取り出す。それはかなり分厚い辞書で、普ふ通つうの女子が持ち歩くのはかなり大変だと思うが、しかし、馬ば鹿か力の彼女にとっては関係ないらしい。とにかくその、辞書を受けとり、月光はラブホテルの項こう目もくを開く。そして、


「美雷」


「なになに？」


「ラブホテルは知ってるか？」


「ほえ？　なにそれ？」


「あの江戸城は、ラブホテルだ」


「ふむむ？」


「そのつもりで、これを読め」


　と、辞書を渡わたす。


　美雷はそれを読む。


　すると彼女の顔が、みるみるうちに真っ赤になっていく。細い足ががくがく震ふるえ始めて、こちらを見上げて、


「……あ、あの、え？　あのあの、え？　え？」


　などと言ってくるので、月光は言った。


「で、まだ江戸城にいきたいか？」


「げ、ゲッコーのエッ……」


「スケベはおまえだ」


「ちがぁああああああああああ」


「はっ。わかったら黙れエロガキが」


「エロガキくなぁああああああああ」


「うるさい！」


「ううう、ミライ、エロガキくないもん！」


　と、美雷が赤い顔のまま、むーっと見上げてくるが、馬鹿にいつまでも付き合っている暇ひまはないので、無視する。


　そうじゃなくても彼は暇じゃないのだ。


　いま彼がここにいるのには当然、理由があった。なんでもこのあたりで大学生のグループが、宮阪高校の女生徒をナンパしては、カラオケボックスで合コンしようとか言って連れこみ、ひどいことをしている、という噂うわさがあるのだそうだ。


　そしてそれをなんとかしてくれ、となぜか校長から頼たのまれてしまい、彼はここにやってきたのだが。


「……まったく。だいたいなぜ俺が、ラブホ街であっさりナンパされるような馬鹿どもを助ける必要がある？」


　と言いながらも、彼はしばらく歩き、視線を動かして、それらしき大学生のグループを探す。


　するとあっさり、大学生っぽい年とし恰かつ好こうの三人組が立ち食いそば屋の前でたむろしているのを見つけてしまい、


「ふむ。あれか？」


　と、呟つぶやく。


　それから横にいる美雷を見下ろし、


「おい美雷。計画通り、囮おとり作戦を始めるぞ」


　と言うと、美雷が相変わらずの、むー顔でこちらを見上げてきていて、


「あたしスケベくないもん！」


　などと言うが、やはり無視で月光は続ける。


「まずおまえは一人で歩く。すると馬鹿どもが馬鹿仲間を見つけて声をかけてくるから、カラオケいこうと言われたら、殴なぐって捕つかまえろ」


「あたしスケベくな……」


「いいからいけ」


「う？」


「……おまえ、俺の話を聞いてたか？」


　と、月光が目を細めて言うと、それに美雷が慌あわてて、


「えと、えと、あれでしょ!?　カラオケいけばいいんだよね？　あのね、あたし『パンパンマンマーチ』が好きだよ！」


　などと言ってきて、月光は頭を抱かかえたくなる。それから小さくため息をつき、馬鹿の頭でも理解できるよう、説明し直す。


「もう一度言う。次に聞いてなかったら、小こ遣づかい抜ぬきだ」


「えええええ!?」


「心の準備はできたか？」


「う、うん」


「じゃあいくぞ。聞け」


「は、はい」


「おまえはあのそば屋までゆっくり歩いていく」


「ふんふん」


「そして戻もどってくる」


「うん」


「途と中ちゆう、カラオケという単語が出たら、言った奴を殴って捕まえる。いいか？」


　するとそれに、美雷はこくこくうなずき、


「ばっちり！」


「ほんとか？」


「うん！」


「じゃあいけ」


「おっけー！」


　と、やっと囮作戦が始まる。


　美雷が月光から離はなれ、ゆっくりと歩き始める。あの悪魔娘むすめは童顔だが、無む駄だに顔だけはいいから、もしもあの大学生らしき集団が噂のナンパ暴行男どもなら、きっと声をかけられるだろう──と見守っていると、美雷が大学生の集団の前へたどりつこうとする、直前で、


「あ！」


　転ぶ。


　それを目標のはずの大学生と、さらにその横を歩いていた老ろう婆ばに助けられる。


「よく泣かなかったねー、いい子だねー」


　と頭をなでられ、アメをもらって美雷は嬉うれしそうに笑う。みんながよかったよかったとうなずきあい、それから美雷がこちらを振ふり向く。手を振ってくる。そしてにこにこ顔でこちらに走ってきながら、


「ゲッコー！　なんか、なんかアメちゃんもらっ……」


「やかましい！」


「ぎゃぶ!?」


　と、月光は美雷の顔面をまた蹴った。


　それから彼は、大学生のほうを見る。すると三人組は楽しそうに携けい帯たいゲームなどを始めてしまっていて、


「……また外れか」


　と、月光は鬱うつ陶とうしげに言った。


　ちなみに今朝からすでに三回、彼はこのラブホ街で大学生を襲おそっていた。


　最初の三回はいきなり殴り掛かかったのだが、全員事件とは関係ない人間で、泣きながら土下座するばかりでなんの情報も得られなかった。それどころか最後の大学生は警察を呼んでしまい、その対応が面めん倒どうだったので、今回は美雷を囮に使ってみたのだが。


「…………」


　と、月光は足で顔面を踏ふんづけている美雷を見る。すると美雷は、やはりへっちゃらな表情で足を顔からどけて、


「ゲッコーアメちゃん食べる？」


　なんて言ってくるので、


「いらん」


　と首を振る。足を下ろす。そしてもう一度周囲を見回し、他ほかにそれらしい大学生の集団がいないのを確かく認にんすると、


「……本当に、宮阪の生徒をナンパしている大学生など、いるのか？」


　と、呟く。


「もし情報がガセだったら、あのカツラをかぶった馬鹿は死し刑けいだな」


「カツラをかぶった馬鹿って誰だれ～？」


「校長だ」


「校長って誰？」


「カツラだ」


「ふーん」


　と、なぜか納なつ得とくしたようにうなずく美雷を見て、それから月光は言った。


「……帰るか」


「うん！　あ、帰り道の途中に本屋さんが……」


「漫まん画がは買わないぞ？」


「うううううう」


　などと言いあいながら、二人は学校へと戻っていった。





　　　　◆





　その、翌日。


　場所は宮阪高校の生徒会室。


「ねぇヒメちゃん、合コンっていったことある～？」


　なんてことを、生徒会書記、碧あお水み泉いずみが言ってきた。


　しかしそれをヒメアは、


「…………」


　完全に無視する。


　そもそも下等な人間どもと話すのは嫌きらいなのだ。だから彼女は生徒会室の隅すみで独り、ぼんやりしながら、


「……大たい兎とがいないとやっぱり、退たい屈くつだなぁ」


　と、寂さみしげに呟く。


　年のころは十四、五歳。


　光の加減によって七色にきらめく薄桃ラベンダー色の髪かみに、透すき通るような白い肌はだ。吊つり気味の悪戯いたずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみ。


　宮阪高校のセーラー服を着てはいるが、しかし彼女は、人間ではない。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる、世界中の魔ま術じゆつ的な組織に怖おそれられている魔女のはずなのだが──


　ヒメアはスカートのポケットから、一枚の写真を取り出す。


　そこには一人の人間の男が写っている。


　ヒメアの契けい約やく者である、鉄くろがね大兎だ。


　その大兎の顔を見て、


「えへへ[image: ]」


　と、彼女は独り笑う。


「早く授業終わって、大兎逢あいにきてくれないかな～[image: ]」


　と、写真を胸に抱えてまた、独り笑う。


　ちなみにもう一度言うが、彼女は世界中の魔術的組織に怖れられている有名な魔女のはずなのだが──


「もぉ～、早く逢いに来てくれないと、寂さびしくて死んじゃうなぁ～なぁなぁな～……んと、えと、が……我が慢まんするために、写真に……写真にキスしちゃおうかなぁ……」


　ともう、彼女はこの生徒会室の中では、完全にイロボケだった。


　その、ヒメアのほうへとまた、


「あのヒメちゃん、独りでそんなことぶつぶつ言ってると、変な子に思われるよ？」


　などと後ろから声をかけられるが、やはりヒメアは、大兎以外の人間には興味がないので、無視する。


　しかしそれにも負けずに、


「ねーねー」


　と、泉はしつこく声をかけてくる。


「ねーヒメちゃんってばー」


　とうるさい泉に対して、ヒメアは写真にキスしかけて真っ赤になっていた顔から、表情を消す。そして冷たい、それでいてどこか妖よう艶えんな顔で泉のほうをにらみ、


「……下等な人間の分際で、私に気安く話し掛けないでくれる？」


「って、急に冷たい顔しても説得力ないよ？」


「殺されたいの？」


「やーん」


「…………」


「でさでさ」


「いま私、殺すって言っ……」


「ヒメちゃん合コンいったことあるー？」


　と、泉が言う。


　それにヒメアは、改めて碧水泉のほうを見る。


　するとそこにいるのはやはりヒメアと同じ、宮阪高校のセーラー服を着た、十四、五歳くらいの少女だった。


　金色に脱色ブリーチされた髪に、異常なまでに短いスカート。口には棒つきキャンディーという姿。


　ちなみにいまは午前十時。


　他の生徒たちは授業真っ最中の時間のはずなのだが、


「なんであなたは授業に出ないの？」


　とヒメアが言うと、それに泉がへらへら笑いながら答える。


「ヒメちゃんこそ」


「私は人間じゃないもん」


「じゃ、私も～」


「あなたは人間でしょう？」


「そだけど」


「なのになんで授業に出ないの？」


「不良だから」


「不良？」


「うん」


「それ、あなた前も言ってたけど、不良ってなに？」


　するとそれに泉は、


「私みたいな奴やつのこと～」


　なんて言いながら、テーブルの上の、奇き妙みような麦むぎわら帽ぼう姿の中年が描かれたカールとかいう名前のお菓か子しをつまみ、食べる。


　それにヒメアは不思議そうに首をかしげ、


「カールを食べる人間のことを不良と呼ぶの？」


「そそそ」


「ふぅん。まあ、人間のことなんてどうでもいいけど。とにかく話し掛けないでくれる？　いま私、忙いそがしいから」


　そう言って、ヒメアは泉のほうから目をそらし、再び手に持っていた写真を見る。


　それに、キスをしてみようかな、どうしようかな、でもやっぱり恥はずかしいな、なんてことを独り考えながら、


「えへへ～[image: ]」


　と、独り顔を赤らめて、楽しむ。


　すると話し掛けるなと言っているのに、人間が言ってくる。


「あの、変態に忙しいところ悪いんですが」


「変態って誰のこと？」


「あは☆」


「誰のこと？」


「でさでさ、さっきの話の続きなんだけど、ヒメちゃんって合コンしたことあるー？」


　という、その話に反応してやらない限り、泉は同じような会話を続けてくるつもりのようだった。


　なのでヒメアは少しだけ鬱うつ陶とうしげに眉まゆ根ねを寄せて、もう一度泉のほうへと目を向け、


「なに？」


　と聞いた。


　すると泉が言う。


「ヒメちゃん合コンっていったことある？」


「合コン？」


「うん」


「合コンってなに？」


「あれぇ、ヒメちゃん合コンも知らない？」


「知らない」


「ほうほう。まあその、天地がひっくり返りそうなほどの美少女っぷりだと、合コンなんていらないかもしれないしねぇ」


　なんて言いながら、彼女はまた、カールを食べる。


　不良だ。


　その、根っからの不良の泉は、へらへらと楽しそうにしながら続ける。


「ま、合コンってのはあれあれ。独り身の男女が出会いを求めて、わーっと集まることなんだけどね」


「ああ、家か畜ちく共の繁はん殖しよく場のこと？」


「……いや、それはちょっと違ちが……あ、でもまあ似たようなもん……いやでも、う～ん？」


　と、珍めずらしく困ったように泉が腕うで組ぐみをしてから、


「まあまあ、とにかくそんなようなもんかも。繁殖はしないけどね？」


「しないの？」


「しないと思う」


「ふむ。それで？」


「でねでね、私さー。大学生に突とつ然ぜん道ばたで声かけられちゃってね～」


「うん」


「三対三の合コンしませんかー？　って言われたの。でも私、この生徒会くらいにしか友達いないじゃん？」


「そうなの？」


「そうだぜ！」


　と、なぜか泉は急に男口調で、力強く言ってくる。なぜそんなに力強く言ってくるのかはわからないが、ヒメアはそれにちょっとだけ気け圧おされて、


「う、うん」


　と、うなずいた。


　すると泉が続ける。


「でさー、高校生にもなったら、一度くらいは合コンってもんに参加してみるのもおもしろいかなーと思ってさー」


「繁殖場にいきたいってこと？」


「繁殖はしない、繁殖場ね？」


「変なの」


「その、変なのに、一いつ緒しよにいってみない～？　という誘さそいでした。とにかく、三、三の合コンだから、二人誘わないといけないんだよねー」


　というその誘いに、ヒメアは一言。


「興味ない」


　すると泉は笑いながら、


「そー言わずにさー」


「なんで私が人間の繁殖場にいくのよ？」


「だから繁殖場じゃないって」


「それに、もし繁殖するとしたって、私は大兎としか……」


　と、言いかけて、それから頭の中でなにか、その、考えてはいけないようなことがぐるぐると回って、


「あうあうあ[image: ]」


　と、口が回らなくなってしまった。


　するとそれに泉が、あきれたような半眼でこちらを見つめてくる。


　それにヒメアは、


「…………」


　あうあうと開いていた口を、ゆっくりと閉じる。真っ赤になっている顔を、冷静に戻もどす。


　そしてひどく冷たい瞳ひとみで泉を見み据すえ、


「……なに？」


「いや、だから急に冷たい顔作っても説得力ないって」


「とにかく私はその、人間どもの繁殖場には……」


　が、それを遮さえぎって泉が言った。


「でも、合コンにいってさ、そこで大兎君に、『いまから合コンします』とかメールしたら、心配してもらえるよ？」


「……え[image: ]」


「なにしてんだよヒメア！　おまえは俺のもんだろう！　とか、大兎君に言ってもらえるかもよ？」


「……えええ[image: ]」


「で、改めて聞きます。ヒメちゃん、合コン参加しない？」


　なんていう言葉に、ヒメアは、こいつ馬ば鹿かじゃないの？　と思った。そもそも下等な人間の誘いになど、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》であるヒメアが乗るはずがないのだ。


　だから、


「合コン参加しない？」


　という馬鹿な誘いに、ヒメアはこう答えてやった。


「……す、する」


「ん～？　なになに？」


「合コン、参加……する」




[image: ]


　すると泉の顔がパーッと明るくなり、


「やったー！　じゃ、ヒメちゃんは参加ってことで。あとは美雷ちゃんだけだなー。ヒメちゃんと美雷ちゃんが参加したら、相手の男ども、喜ぶだろなー。私ってば超ちよう咬かませ犬になっちゃう～とか、なんか青春っぽーい」


　なんてことを、楽しそうに言う。


　そしてまた、カールを食べる。


　その姿を見て、


「…………」


　やはり彼女は不良だ、と、ヒメアは思った。





　　　　◆





　その日の放課後。


　扉とびらを開くと、生徒会室の中には俺様生徒会長の紅月光君しかいなかった。


　それに鉄大兎は生徒会室をのぞきこみ、


「あれぇ、いんの月光だけ？」


　と聞く。


　すると月光がこちらを振ふり返らないまま、言った。


「……見ればわかるだろう？　おまえの目は節穴か」


「いや、えーと、まあ見りゃわかるけどさ」


「なら聞くな節穴」


「……あの、他ほかのメンバーはどこにいんの？　ってことを聞こうと思ったんだけど」


　するとそれに月光は一言。


「知るか」


　と、言った。


　それに大兎は肩かたをすくめ、


「そー言われちゃうと会話続かないんだけどさぁ」


　なんて言いながら、生徒会室の中へと入る。そして会議用机の、いつも座っている自分の席に座る。


　そしてもう一度、周囲を見回す。


　しかしやはり誰だれもいない。いつもならこの生徒会室に、ヒメアや美雷、碧水泉や、エントリオ兄弟といった他の生徒会の面々が集まっているはずなのだが、しかし、今日は月光しかいない。


　だから大兎は、月光のほうを見る。


　すると月光は紅茶を飲みながら、本を読んでいる。というか、こいつはいつも暇ひまがあれば本を読んでいて、生徒会の仲間たちの会話とかにもまるで加わってこないのだが。


　でも、さすがに二人っきりのときくらいはなんか喋しやべれよ、と思い、大兎は、


「…………」


　月光に、声をかけようとした。


　しかしその瞬しゆん間かん、月光がやはりこちらを見ないまま指を立てて、言う。


「俺に、話し掛かけようとするな」


「まだなんも言ってないんだけど？」


「そういう雰ふん囲い気きを感じた」


「雰囲気ってなんだよ！　ってか、話し掛けようとしてねーよ」


「そうか？」


「ああ」


「ならいい。その調子で頼たのむ」


「その調子って……」


「…………」


「いや、あの……」


　とそこで、月光が本から目を上げて、鋭するどくにらんでくる。その目には、「うるさいから話し掛けるな」という強い意志を感じる。


　それに大兎は顔をしかめ、


「はいはいわかりましたよ」


　とうなずく。


　すると月光は再び、目線を本に戻し、読み始める。そして生徒会室に、息が詰つまりそうなほどの静けさが戻る。


　聞こえるのは、校庭で声出ししている運動部の奴やつらの声と、たまにぺらっと鳴る、月光が本のページをめくる音だけ。


　あげくの果てには、部屋にかかっている壁かべ掛かけ時計の秒針の音まで聞こえてきてしまって。


　それに大兎はひどく、


「…………」


　ひどく、退たい屈くつな気分になる。


　おまけにだんだん眠ねむくなってきて、


「……ふわぁ。んじゃ俺、つまんねぇからちょっと寝ねよかなぁ」


「…………」


「あれ、カールがあんじゃん。これ月光の？」


「…………」


「誰んだろ？　泉のかな？　食べていいと思う？」


「…………」


「ってかカールってさぁ、うまいんだけど……」


　歯にくっつくよね？


　と、言いかけたところで突とつ然ぜん、月光が腰こしの剣けんを抜ぬいた。そしてその剣を突つきだし、大兎の首に突き立てる。


　当然そんなことをされてしまえば普ふ通つうの人間なら死んでしまうが、しかし、


「ふばばふははふあ」


　別段慌あわてたふうもなく、大兎は月光のほうを向いて、そんな風に言う。


　しかし喉のどに穴が開いてしまっていてうまく声が出ないので、剣を喉から抜く。するとみるみるうちにその、喉の傷が塞ふさがってしまう。


　ちなみに大兎には、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアとの契けい約やくによって、十五分以内に七回殺されない限り、死ねない、なんていう奇き妙みような呪のろいがかかっているのだが、いまはそんなことはどうでもいい。


　いま、大事なのは、


「おまえ、いきなり殺すのはひどくねぇ？」


　と、大兎は月光のほうへと不満げに言った。


　すると月光も不満そうにこちらをにらみ、


「おまえがうるさいからだ」


「二人しかいねーのにおまえが本ばっか読んでっからだよ」


「うん？　なんだ？　おまえは雑ざ魚この分際で、身みの程ほど知らずにも神と会話したいと言うつもりか？」


「はぁ？　誰が神だよ」


「俺だ」


　と、まるで躊ちゆう躇ちよなく言ってくる俺様生徒会長に、


「……へぇ」


　と、大兎はあきれたように言った。


　するとその首にまた剣が刺さされようとして、大兎は剣を払はらう。


　そして、「いちいち刺すなって」と、言おうとする。


　しかしそこで、ポケットの携けい帯たいが震ふるえるのを感じた。それに大兎は月光のほうへ手をあげ、


「ごめん、ちょっと電話」


「あ？」


「電話かかってきたからおまえの相手できない」


「ああ!?　誰が相手してくれと言った？」


「はは、ちょっと待ってな」


「だから誰が相手をしてくれと……」


　などと言って、思いっきり剣を振りあげる月光に、手だけでごめんごめんと謝って、大兎は携帯をポケットから取り出す。するとそれは電話ではなく、メールのようで、


「あ、メールだった」


　と、その携帯を開く。


　月光はこちらをにらみ、それから、


「……はぁ……馬ば鹿かと少しでも会話した俺が馬鹿だった」


　などと言いながら剣を収めて、再び本を読み始めてしまう。


　だが、そんなことはどうでもいい。


　それよりもいまはメールだ。


　大兎は受信ボックスを開く。するとそこには、見知らぬアドレスからメールがきていた。


　アドレス名は、daisukitaito＠～……





　やはりそれは見覚えのないアドレスで、一瞬、迷めい惑わくメールかな、と思う。


　しかし件名に、





『さいとひめあです』





　なんて書かれていて、


「あれぇ、ヒメア、メール使えるようになったんだ」


　と、大兎は驚おどろく。


　そもそもヒメアは人間が使うような道具には興味がなく、生徒会から支給された携帯電話についても、大兎と通話するとき以外にはまるで使っている様子がなかった。


　メールに関しても、そんなものがあること自体、知らなさそうだったのだが、しかしとにかく、ヒメアはメールを覚えたようだった。


「まあ、なんかまだひらがなしか使えないっぽいけど」


　と笑いながら、大兎はメールを開く。


　するとメールには、こんなことが書かれている。





『たいとがすきです　でもたいとがぜんぜんあいにきてくれないから　だいがくせいとごうこんしてきます　ばしょはからおけがんがんさんまるさんごうしつです　いずみとみらいもいます　たいとがすきです　ひめあ』





　それに大兎は、顔をしかめた。あまりにひらがな過ぎて、意味がよくわからなかったからだ。だからもう一度、ゆっくりと目をこらして読む。するとどうやらそのメールには、ヒメアは大学生とカラオケで合コンしている、という情報が書かれているようで。


「これ、なんの冗じよう談だんだ？」


　と、大兎は首をかしげた。


　そもそもヒメアが、合コンになど興味があるとは思えなかったからだ。いや、それどころか彼女は、大兎以外の人間とは会話一つしないはずなのだが。


　そのヒメアが、


「合コンする？」


　と、もう一度呟つぶやく。


　それから本を読んでる月光のほうへと、


「なぁ月光」


　と呼び掛けるが、今度こそ月光は反応してくれない。


　しかし大兎は気にせずに、


「あのさ、おまえ、合コンってしたことある？」


　そう聞いた。


　するとそれに、急に月光は顔をあげ、こちらを見て、


「合コン？」


「っておまえ、それには反応するんだ」


「いいから話を続けろ。なぜいま、おまえは俺に合コンの話をしだした？」


　と、なぜかさっきまでとはまるで違ちがう、すごい食い付きようで言ってくるので、大兎はちょっとだけたじろぎながら答える。


「……え？　あ、いや、ヒメアからメールがきてさ。なんか、泉と美雷と三人で、大学生と合コン……」


　しかしそこまで言いかけたところで突然、月光が立ち上がった。そして、


「まずい！」


　なんて言う。


　それに大兎は座ったまま月光を見上げ、


「まずいって、なにがよ？」


　と、言う。それからにやりと笑って、


「あ～、それともおまえ、なにげに美雷が合コンするって聞いて焦あせったのか？　意外にあのお子様に惚ほれ……」


　が、言葉を言い終わる前に、月光が持っていた本を投げてくる。


　それに大兎は、


「ま、投げてくると思ったけど」


　と、本を受け止める。その本を見る。すると本には『うまくいくワンマン経営』なんて書かれていて、


「いや、おまえはこれ以上ワンマンにならなくていいと思……ってそんな話じゃなくて、ええと、なんだっけ？　ああ、だからなんで、合コンがまずいのよ？」


　と聞くと、月光がこちらを見下しきったような目で見下ろしてきて、


「馬鹿が。おまえは知らないのか？　いま、宮阪の女子生徒がカラオケボックスで合コンしようと誘さそわれ、大学生に暴行されているという事件を」


「へ？　そんな事件が起きてんの？」


「らしい」


「へぇ～、大学生ってひどいことすん……あれ、んじゃこれ、ヒメアも……？」


　と、大兎が言うと、月光がうなずいて、


「おそらくな」


　なんて、言う。


　そしてやっと大兎も事態のまずさに気が付き、慌てて立ち上がって、


「ってそれ、すげぇまずいじゃねぇかっ!!」


　と、叫さけんだ。


　いや、それはもう、まずいどころの騒さわぎじゃなかった。


　だって、ヒメアは大学生と、すでにカラオケボックスへいってしまっているのだ。


　当然ヒメアは信じられないほどの美少女だから、もしも大学生がさっき月光が言ったようなひどいことをしてる奴やつらなら、もう、大興奮で襲おそい掛かかっているだろう。


　ヒメアを相手に。


　あの、人間嫌ぎらいのヒメアを相手に。


　それに、大兎は恐きよう怖ふに震えるような顔で、


「大学生の、命が危ない!?」


　と叫ぶと、月光がうなずく。


「死人が出る前に、対処するぞ。メールを見せてみろ。なにか女どもの場所が特定できるような情報はなかったか？」


　と聞かれて、大兎は思いだす。そういえば、


「メールの中に、いまいるカラオケボックスの名前が書いてあったん……」


　が、月光が遮さえぎり、


「それを早く言え、クズが。場所はどこだ？」


「あ？　ええと……『カラオケガンガン』だって。たぶん飲み屋街にあるやつ」


　それに月光が、自分の携帯を取り出す。そして『カラオケガンガン』の場所を検けん索さくし始める。


　場所さえわかればここから一いつ瞬しゆんでそこにいくことができるのだ。


　なぜならこの生徒会室には《聖地》と呼ばれる特とく殊しゆな力場があり、その力場を使って、世界中──いや、それどころかこの世界とは別の時空や異次元へ、いきたい放題にいける謎なぞの穴を開けることができるのだ。


　そしてその穴の管理者として、宮阪高校の生徒会長は、絶大な権力を持っているのだが。


　しかしとにかく、いきたい場所の座標を確かく認にんする必要があった。


　それに大兎は、


「まだかよ？」


　と聞くと、月光が言った。


「雑ざ魚こは黙だまってろ」


「でも早くしねぇと……」


「うるさい。見つけた。部屋番号はわかるか？」


「３０３号室」


「三階だな。よし、《道み程ち》を開くぞ」


　と、月光は生徒会室にある、真っ白い壁かべへ向かって、言った。


「開け」


　するとそれに反応するように、白い壁がぐにゃりと歪ゆがみ、あっさり次元に裂さけ目が入る。その裂け目の向こう側から、どこぞの女が気持ちよさそうに歌っている『津つ○海かい峡きよう冬景色』がかすかに聞こえてきて、生徒会室とカラオケボックスが繫つながったのが、わかった。


　見ると裂け目の先にはすでに、カラオケボックスの廊ろう下からしき光景が広がっていて。


「よしいくぞ」


　と月光が言うので、大兎はうなずく。


　二人は、カラオケボックスへと向かう。そのまま３０３号室を探す。するとすぐに部屋は見つかった。


　そして大兎が、その扉とびらを開くと、


「…………」


　中には、ヒメアと、泉と、美雷。


　それに、大学生たちがいた。


　ちなみにヒメアたちが普ふ通つうの女子高生ならきっと、大学生たちに、まだお子様な大兎では想像できないようなエロいことをされてしまって、もう、大変なことになっていただろうが。


　しかし、案の定そうはなっていなかった。


　まず、気持ちよさそうに『津○海峡冬景色』を熱唱しているのは、泉だった。


　そして美雷がそれを、タンバリンで応おう援えんしている。


　ヒメアはつまらなそうに部屋の隅すみにちょこんと座っている。


　そして大学生たちは、どうやったらそうなるのかはまるでわからないが、頭から床ゆかに、めりこんでいた。たたきつけられてめりこんだのではなく、まるで溶とけた床に溶よう接せつされてしまったかのように、床にめりこんでいる。おそらくはヒメアの魔ま法ほうでそうされてしまったのだろうが。


　とにかく、その光景を見て、


「……あ～」


　と、大兎は言った。


　それから逆さまになったまま、ぴくりとも動かない大学生たちを見下ろして、


「……あの、もしかして、殺しちゃった？」


　と聞くと、そこでヒメアがこちらを向く。さっきまで無表情でつまらなそうにしていた顔が、急に嬉うれしそうに上気して、


「大兎!?　きてくれたの!?」


　と、言いかける。こちらに飛び付いてきそうになる。


　しかしそれに横から泉が、


「しー！　だめだよヒメちゃん。あれ言ってもらうんでしょ？　あれあれ」


「……え？　あ！　あ、あ、そうだった」


「ほらほら、計画通りに」


「う、うん」


　と、ヒメアがうなずく。そしてなぜか胸に手を当てて深呼吸しながら、


「う～、大兎がそばにいたら、顔が緩ゆるんじゃうよぉ～」


「頑がん張ばって！」


「う～」


　なんて言いながら、ヒメアは一生懸けん命めい無表情を作る。そして再び椅い子すに座る。ツーンとした様子で向こう側を向き、


「……大兎、全然きてくれないから、私合コンしちゃうもんね！」


　なんて言う。


　すると泉がにやにや笑いながら、


「ほら、大兎君の番だよ？」


　なんて言ってきて、大兎はそれに対してわからないという顔で、


「……なにが？」


　と答える。


　すると泉がやはり楽しそうに、


「なにしてんだよヒメアーおまえは俺のもんだろがー、ってさー」


　と、棒読みな口調で言う。


　すると、ヒメアがこちらを、ちらちらっと見る。それからまた、ツーンとする。


　大兎が呆ぼう然ぜんとなにも言わないでいると、また、ヒメアがちらちらこちらを見てきて、ツーン。


「ってこれ、まさか俺がそれ言わないと、終わんないことになってんの？」


　と聞くと、泉が胸を張って答える。


「当然！」


「うぜぇ」


「ほら早く早く。あ、マイクいる？」


　と泉がこちらにマイクを差し出してくるので、大兎はそれを払はらう。そしてヒメアのほうに向かって、


「あー、ええと、あー、ヒメア」


　と言うと、ヒメアの体がピクンっと震ふるえる。それに大兎は顔をしかめながら、


「……ああもう、なんなんだよこれ……ええと、あ～、な、なにしてんだよヒメアー、おまえは俺のもんだろがー」


　と、言った。


　瞬しゆん間かん、ヒメアと泉が、


『キャ─────[image: ]』


　と叫ぶ。


　そして美雷がそれに、


「え、え、なにそれなにそれ、あたしもまぜて！　キャ────[image: ]」


　と、叫ぶ。


　それからヒメアがこちらに飛んできて、


「大兎大好きぃー[image: ]」


　と、例によって例のごとく抱だき着いてくる。それに抱き着かれながら、大兎は、


「……あー、月光、なんか、手て後おくれだったみたいよ？」


　と振ふり返ると、月光はヒメアに抱き着かれている大兎を横に押おし退のけて、部屋に入っていく。


　そして床にめりこんでいる大学生を見てから顔をあげ、


「こいつらは……」


　と言いかけたところで、泉が言った。


「生きてるよ～ん」


　その、言葉を遮られたことに月光は顔を歪め、もう一度、


「で、こいつらは……」


　と言いかけたところでまた、泉が、


「そそ。月光ちゃんが校長に頼たのまれて探してた、暴ぼう行こう魔ま～。いやーん、月光ちゃんがノロノロしてるうちに、私が捕つかまえちゃったーん」


　なんて言って、けらけら笑う。


　そしてそれに、月光の表情がみるみる冷たくなっていくのを大兎は目もく撃げきしたが、しかし、泉は気にしない。


「おまけにお財さい布ふをゲットしましたー！　なのでみんなでカラオケしよー」


　などと言う。


　続いて美雷が、


「ねねねねゲッコー！　あのね、あのね、あたしパンパンマンマーチすっごい上手だったんだよー！　ねーイズミ！」


「んねー！」


　なんて騒さわぐ二人に、月光が、


「財布に免めん許きよ証しようはあったか？」


　と聞くと、泉が指でカードのようなものをひょいっと月光へと投げてきて、


「学生証がありました～」


　と言う。


　するとそれを月光は受けとり、


「……そうか。ふふ、よくやった」


　まるで悪魔のような笑えみを浮うかべて、その学生証をポケットにしまう。


　それに大兎は、この大学生たちの人生は、終わったな……と、ちょっとだけ恐きよう怖ふに震えたところで、泉が明るく、


「さささ、今日は無料だから、ぱーっとカラオケやろよー！」


　なんて言って、大兎とヒメア、月光を無理矢理、椅子に座らせる。


　そして壁に設置されていた電話を取り、


「飲みもの注文するけど、なにがいー？」


　と聞かれて、大兎は答える。


「あ、俺はメロンソーダがいいなぁ」


　続いてヒメアが答える。


「私も大兎と同じの～[image: ]」


　最後に月光が、


「ふざけるな。俺は雑ざ魚こどもと馴なれあうつもりは……」


「月光ぽんはコーラだよね？　じゃ、頼むねー」


「いや、俺は……」


　しかしそれを、泉はまるで聞かない。それどころか横から美雷にじゃれつかれ、


「あのね、あのね、いまパンパンマンマーチ入れたから、きいてね！」


　なんてきらきらした目で言われてしまい。


　月光は、


「…………」


　もう、疲つかれきったようにため息をついて、なにも言わなくなってしまった。


　そしてそれを確認してから、泉が言う。部屋を見回してから、妙みようにわくわくしたような、嬉しそうな顔で、


「なんか合コンみたいだねー！」


　などと言ってきて。


　それに月光がつまらなそうな顔で、カラオケボックスの中を見回す。そしてヒメアと、美雷と、泉のほうを見てから大兎のほうへと目を向け、


「……外れの合コンだがな」


　なんて同意を求めるように言ってきて。


「ってかそれ、合コン慣れしてるみたいな発言だなぁ。月光、合コンしたことあんの？」


　と大兎が聞くと月光は、


「うん？」


　とだけ言って、ドリンクのメニューを読み始めてしまった。


　それに大兎は、ははっと笑う。それから曲を選ぶための分厚い本を手に取る。俺はなにを歌おうかな～とページをめくり始めたところで。


「…………」


　パンパンマンマーチが始まった。




ケース１：終了
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「ねぇ月げつ光こうぽん」


　と、泉いずみが言ってきた。


　場所はいつもの生徒会室。


　いまはちょうど四時限目が始まったばかりくらいの時間で、例によって例のごとく、月光は授業をさぼって、生徒会室にいた。


　いやそもそも、授業に出たところでもう、無能な教師どもから習うことなどないのだが。


　とにかく彼は生徒会室で、本を読んでいた。


　その彼に、やはり授業をさぼっている泉が言ってくる。


「ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


「俺にはない」


「あのさー」


「ないと言ってるだろうが」


「とか言って月光ちんって、なんだかんだでいっつも話聞いてくれるよねー」


　その言葉に、月光は顔をしかめて泉のほうをにらむ。もう、その視線で相手を殺してしまいそうなほどの勢いでにらみつける。


　が、泉は相変わらずへらへら笑って、


「こっわーい♪」


「殺すぞ」


「あは。月光たんに殺されるなら私、いいよ[image: ]」


　と、ちょっとだけ色っぽい顔を作って、泉が言う。手でセーラー服の腹の部分をつかんで、ぺろっとめくる。


　それに月光は益ます々ます顔をしかめる。こいつはこちらが不快になりそうなことを、選んでやってからかってきているのだ。


　案の定、月光の嫌いやそうな顔に泉は、


「あはは」


　と屈くつ託たくなく笑う。


　その、泉の笑顔を月光は見つめる。


「…………」


　この女は、いつもこうなのだ。なんの力もないただの人間のくせに、どんなに怒ど鳴なっても、凄すごんでも、まるで動じない。いやそれどころか、化物が現れて命の危険にさらされてさえ、いまいちそれを楽しんでいるよな節があって。


　それに月光は、聞いた。


「おい馬ば鹿か女」


「バカでーす」


「ちょっと質問に答えろ」


「あれ、私が質問してたはずなんだけど」


「いいから答えろ」


「ふみゅ。ちなみに胸のサイズは、成長中って答えるよ？」


「誰だれが胸のサイズを聞いた！」


「あははーん♪」


　とまた、泉は笑う。


　へらへら楽しそうに笑う。


　だがそれを無視して、月光は聞く。


「おまえはなんで、死を怖おそれない？」


　すると泉はへらへら顔のまま首をかしげて、言う。


「んー？　なにそれ」


「普ふ通つうの人間は、化物を前にしておまえのようには笑わない。死を目の前にして、へらへらしない。なのにおまえはまるで動じないだろう？　ただの人間が、この生徒会に平然と笑って居い坐すわれる理由はなんだ？」


「とかいって月光ぽんも普通の人間じゃん」


「違ちがう」


「じゃあなに？」


「天才だ」


「あはん。言うと思った。なら、私は馬鹿だからかなー」


　なんて言って、泉は笑う。それからこちらを見る。やはり裏表のない、なにもかもを楽しんでいるような顔で微笑ほほえんで、言った。


「さてさて、なんでだろね？」


「聞いてるのは俺だ」


「あは」


「ちゃんと答えろ」


「あらあらぁ、月光ぽんってば私に」


「興味ない」


「えー、興味持ってよ～」


「持ってほしければちゃんと答えろ。なぜおまえはそんなにいつも馬鹿ヅラで笑う？」


　と、聞く。


　すると泉はやはり、馬鹿ヅラで笑ってから、急に少しだけ寂さみしげな顔になる。いや、泣きだしそうな顔になってから、


「……実は、そのことを月光に相談しようと思ってさ」


　そんなことを突とつ然ぜん、言った。


　おまけに月光、と彼女は初めて呼び捨てにする。いつもならポンだのチンだのタンだのとふざけた呼び方で彼の名前を呼んできていたのに、彼女はいつになく真顔でそんなことを言ってきて。


「…………」


　月光は手に持っていた本を閉じ、泉を見る。


　すると泉は彼の瞳ひとみを見返して、


「……話、聞いてくれる？」


「話せ」


「うん。えと、ね、なにから話したらいいか、ちょっと迷うんだけど」


「ふむ」


「実は、この話は一年も前に遡さかのぼるんだ」


「ほう」


「一年前にね、商店街にあるカレー屋さんにいってね」


「カレー屋？」


「そそ」


「カレー屋がなんの関係がある？」


「話、最後まで聞いてよ」


　と、少しだけ怒おこったように泉が言う。彼女はやはり泣きそうな、深刻そうな顔をしていて、それに月光は目を細め、続けろと顎あごでうながす。


　すると泉は再び話し始める。


「そのカレー屋さん、大食いカレー、食べきったら料金無料＆温泉旅行プレゼント、なんてキャンペーンをやってたの」


「…………」


「でね、私その大食いにチャレンジしたんだけど、そのカレー、ひどくてさぁ。バケツ一いつ杯ぱいにカレーが入ってたんだよ？　そんなの、女の子が食べれるわけないじゃんねぇ？」


「…………」


「で、そのカレー、一万円もしたんだけど、絶対食べてやるぞーって背水の陣じんで臨のぞんだから、お財さい布ふに五百円しか入ってなくてね」


「…………」


「さすがに笑え顔がおが売りの私も、あのときは笑顔が消えて、青ざめたなぁ～」


　と、泉は言った。


　それから口を閉じた。


　まるで、そこで話は終わりだと言わんばかりに、にこにこ顔でなにも言わなくなってしまって。


　それに月光は泉を見つめ、


「……おい泉」


「なーにー？」


「まさかそこで、話は終わりじゃないだろうな？」


　すると泉は、してやったりと言わんばかりの顔で、


「えへ、もちろんこれで終わ……」


「死ね！」


　と、月光は手に持っていた本を投げ付けた。


「きゃん♪」


　泉は叫さけぶが、しかし、もう月光が本を投げてくるのがわかっていたかのように、机の上におかれていた鞄かばんを構えている。鞄に本が当たって落ちる。その鞄の横から顔をひょいっと出し、


「はずれー」


　なんて言ってくるが、もう月光は無視することにする。そうじゃなくてもこいつは会話すればするほど疲つかれる相手なのだ。いつもへらへらしてるくせに、妙みように頭の回転も速くて、実はこの学校の陰かげの学力トップは、この女だったりする。


　もちろん、さぼらずきちんと試験を受ければ、だが。


　しかしとにかく月光は泉との会話をやめようと……


「で、今度はこっちの質問なんだけど」


　やめようと……


「ねぇ月光ぽん、なんか魔ま法ほう教えてくんなーい？」


　なんてことを突然、言ってくる。


「魔法？」


「うん」


　それに月光は泉のほうへと再び目を向けて、


「おまえには、黒くろ守すが魔法を教えてたんじゃないのか？」


　と、言った。


　黒守というのはこの、悪魔や《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》が跋ばつ扈こする生徒会の顧こ問もんの名前だった。


　それに泉はあっさり答える。


「黒守先生からもらった教本はすぐ読み終わっちゃったからさー」


「教本を全部読み終わった？　というと」


「《軍》が用意してた基き礎そっぽい教本は全部」


「はぁ？　あれを読み終わるには、数年の時間が……」


　そう言いかけて、月光はやめる。泉はやはりへらへら笑っているが、しかし、冗じよう談だんを言っているようには見えなかったから。


　だから、


「仮階領域の幽ゆう姿し構造はいくつある？」


　と、月光は質問した。


　すると泉はそれにあっさり、


「七もしくは四百二十二でしょ？」


　そう答える。


　そしてそれは正解だった。


　ちなみにいまのは、基礎教本を完全に理解し、読み終わっていても答えられないような応用問題だったのだが、彼女はあっさり答えてしまって。


　月光はもう一度聞いた。


「おまえ、いったい何者なんだ？」


「泉ちゃんよ？」


「そんなことは聞いてない」


「いやー、それが、月光ぽんみたいな天才だったらよかったんだけどさー、こーれが思いの他ほか凡ぼん人じんで～。本読むのは速くて教本読み終わって完全に理解してるつもりなんだけど、ま──────これが、まるで魔法発動しないの。これ、どう思う？」


　と、泉は指を宙空に踊おどらせる。すると指先に薄うすく光が灯ともる。その光を動かそうとするが、しかし、途と中ちゆうで消える。


「あ、消えた。ちょっと待ってね」


　と、もう一度指先に魔力を集めて、光らせる。そしてその光でなにかを描こうと、


「むむむむむむむ～」


　必死に動かそうとするが、また消える。


　なんの魔法も発動しない。


　そしてそれに彼女は、


「ま、ざっとこんなもんよ！」


　なぜか胸を張って偉えらそうに言ってくる。


　その胸を見てから、月光は泉の顔へと目をあげて、聞く。


「で？」


「いやー、なんで私、こんな魔法うまく使えないのか聞こうと思ってさー。ヒメちゃんに魔法のコツとか聞いてみたんだけど、人間のことはわかんないって言われて、それで」


「俺にコツを聞きたいと？」


「そそそ」


「ふむ」


　と、月光は腕うで組ぐみをする。


　それから彼は、初めて魔法について学んだときのことを、思いだす。


　あれはいつごろのことだったか。双ふた子ごの弟が両親を殺し、悪魔の生いけ贄にえに捧ささげてしまったのが九年前で。


　そしてその弟──日向ひなたに襲おそわれても生き残れるように修行を始めたのが確か六歳くらいだったから──


　とそこで、彼は薄く笑って、


「魔術の基礎教本か……懐なつかしいな」


　と呟つぶやく。


　といっても実は、彼もあまり魔法は得意ではなかった。そもそも魔法というのは発動するための準備に時間がかかるものが多く、あまり近きん距きよ離り戦に向いていないのだ。


　だからサイトヒメアにとっての大兎のような、魔法を使うための時間を稼かせぐ護衛がいるのならともかく、当時まるで仲間がいなかった月光は、一対一の状じよう況きようでは不利になりがちな魔法を真しん剣けんに学ぼうとは思わなかった。


　その代わりに魔術が付ふ与よされた呪じゆ符ふや、剣の修行に励はげんだのだが、しかし、それでも基礎教本に書かれていることくらいは、できるようになった。


　そして魔術の基礎部分くらいなら、それほど努力しなくても、基礎さえ理解できれば誰だれでも使えるはずだった。


　月光は指を上げる。その先に意識を集中する。すると光が灯る。その光で、宙空にルーイン語の魔術式を描く。ルーインというのは、《教会》で開発されたといわれている、簡易魔術を使うための基礎言語だ。


　文字を描き終わると、そこに小さな炎ほのおが生まれる。


　それに泉が、


「おー！」


　と驚おどろいたような声を出すが、しかしこの魔法に実用性などない。もちろん、この炎で人間を殺すことくらいはできるだろうが、しかし、異界の化物や、それなりに訓練された魔導兵などを相手にして、こんな魔法をゆったり使っていたら一いつ瞬しゆんで殺されてしまうだろう。


　だから月光は魔法を使わないのだ。使うための努力を一秒するくらいなら、剣を速く振ふるえるようになるべきだと、子供のころに選せん択たくしたから。なにより、日向は自分より、魔法が得意そうだったのだ。だからあえて、魔法は学ばなかった。


　そしてそれは正解だった。いまや彼の前には、世界を滅ほろぼすこともできてしまうような魔法を五つも六つも同時に、それも信じられないほどに高速展開できてしまう、サイトヒメアとかいう名の化物もいるが、そいつを前にしても、彼は剣さえあれば圧あつ倒とうすることができる。


　だから月光は、言った。


「これに驚くくらいなら、魔法の勉強はやめたほうがいいぞ」


　すると泉はこちらを見て、言った。


「そかな？」


「この程度は、本を読んだだけでできるはずだ。だがおまえはできないんだろう？」


「うん」


「なら向いてない。向いてないことを努力する奴やつは馬ば鹿かだ。他に得意なことを探せ。少なくとも俺は……」


　そうした、という最後の言葉は、言わずに飲み込む。なぜか妙に親身にアドバイスしてやったような感じになってしまって、


「ちっ」


　と、彼は舌打ちをする。手を伸のばす。さっき投げた本を拾う。最悪なことに、本のタイトルは『上手な部下の使い方』だった。それに泉がなにか言いたげな顔でにこにこしてくるので、月光は彼女をにらんで言う。


「言っておくが、別にこの本からの請うけ売りじゃないぞ？」


「あは、なんにも言ってないじゃーん」


「顔が言っていた」


「どんな顔？」


「そのウザ顔だ」


「にゃーん、ウザいって言われたーん。でも、月光ぽんってほんと、ひそかに優やさしいよね」


「…………」


　しかしもう、月光は無視する。


　やはりこいつと二人っきりで会話するのは、間ま違ちがいだったのだ。鬱うつ陶とうしいことこの上ない。だから無視して、本へと目を落とす。


　ちなみにこの本は、読む本がなくなって図書室で最初に目に付いた本を取ってきたのだが、完全にハズレだった。そもそも作者がフリーライターだというのが気に入らない。部下がいない奴になぜ、部下の使い方を教わる必要がある？　なにかの悪い冗談か？　などとイライラしながらも彼は本を読み進める。


　するとそこでまた、


「ねぇ月光ちん」


「…………」


「ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


　おまえの話はもうさっき聞いただろうが、という言葉はもう、言わない。言ってもどうせこいつは勝手に話を進めるからだ。


　だから無視して本を読み進める。


　すると泉が言った。月光の態度などおかまいなしに、


「もしさ」


「…………」


「もし月光ぽんが」


「…………」


「十八歳で死ぬ～っていう病気になったら、どうする？」


　なんてことを、言った。


　そしてそこで、月光は本を閉じる。馬鹿が横からぼそぼそうるさいので、もう文字が頭に入ってこなかった。だから顔をあげ、うんざりしきった顔で泉のほうへと目を向けて、


「いったい今度はなんの話だ？」


「あは、昨日そういうテレビを見てさー」


「テレビ？」


「そそ。んで、やっぱ授業さぼってる暇ひまな二人がすべき話題は、昨日のテレビの話とかじゃないかなーんって思って」


「興味ないな」


「私は十八で死ぬなら」


「興味ないと言ってるだろう」


　と、月光が言う。


　するとそれに、一瞬だけ。ほんの一瞬だけ泉の表情が変わる。なぜかちょっとだけ寂さみしげな表情になって、それを月光は見つける。


　だがその表情がいったいなにを意味してるのかは、わからない。こいつはいつもこういうことをするのだ。表情を一瞬だけ動かして、しかしそれは、月光をからかうための演技で。


　だからその日も、彼は演技だと思った。泉のその表情は、演技だと思った。


　すると案の定、泉はぺろっと舌を出して、


「ぜんぜんひっかかんなーい」


　それに月光はにやりと笑う。


「当然だ。もしかりにおまえが本当に十八で死ぬとしても、俺は信じない」


「あはは、それじゃ私、狼おおかみ少年じゃーん」


「死んだところで気にもしないしな」


「うふふ、それは噓うそだね」


「本当だ」


「うそうそ、月光ぽん、そういう子じゃないもん。きっと私が死んだら号泣だよー」


「はっ。ないな」


「あるある」


「ない」


「あるよん。でもそれはいいや。それでさ」


「だからおまえの話に興味はないと……」


　が、やはり泉は無視で続ける。


「私、考えたんだよね～。十八歳までに死ぬなら、なにをすべきかーって。で、結論はこれでした。どうせ死ぬなら、カレー屋にいこうぜっ！」


「…………」


「カレーを食べるんだぜっ！」


　と、泉は拳こぶしを握にぎり締しめ、熱くそう言う。


　だが、その話の内容が月光にはまるで理解できない。なにがどうなって、どう繫つながっていくといまの話がカレー屋にいこうという話になるのかがまるでわからない。


　が、しかし、


「……おまえ、さっきから何度もカレー屋の話をしているが、結局カレーを食べたいだけか？」


　そう聞いてみる。


　すると泉の瞳ひとみが大きく見開いて、こちらをびしっと指差すと、言った。


「さっすが月光ぽん、正解！」


「まるで嬉うれしくない」


「そんなこんなで月光たん、今日のお昼はカレー屋いかないー？」


「ないな。俺の胃い袋ぶくろは、今日はラーメンの予定だ」


「でもでもカレー食べきったら、温泉旅行がプレゼントされちゃうんだよー？」


「バケツのカレーなど食いきれるか」


「そこを魔法でなんとかしたらいいんじゃーん」


　と、どうやらそういう話に繫がっていくらしい。


　だが、そんな大食いカレーをいくらでも食べられるような、都合のいい魔法などあるわけがなかった。


　だからそれに月光は、


「興味ない」


　と言おうとして、しかしそこで突とつ然ぜん、机の上に置かれていた携けい帯たいが鳴りだした。月光は携帯を取る。液えき晶しようを見る。電話をかけてきているのは、美み雷らいだった。それに月光は、通話のボタンを押して、出る。


「俺だ」


『あ、ゲッコー！　あのね、あのね、大変なことが起きたぁああああ！』


「またおまえは、くだらない問題を起こしたんじゃないだろうな？」


『えとね、問題は起こしてないけどね』


「問題がないなら切るぞ」


『えとえと、やっぱ問題あった！』


「ならそれを早く言え」


『あのね、いまね、カレー屋にいるんだけどね……』


　と、美雷が言ったところで月光は、顔をしかめた。そのまま泉のほうをにらむ。


　するとすでに、泉は本を投げ付けられたりしないように鞄かばんを構えながら笑っていて、それに、


「やはりおまえの仕し業わざか……クソ女が……」


　と月光はうめく。


　だが電話の向こうの美雷はおかまいなしに話を続ける。


『んとんと、無料のはずのカレーがね、なんか食べきれないと罰ばつ金きんでね、そいでそいで』


「一万円払はらえと言われてるのか？」


『なんで知ってるの!?』


「ちっ」


　と月光は舌打ちをして、なにかを叫さけんでいる美雷を無視して携帯を切る。ちなみに美雷の財さい布ふにはいま、80円しか入っていないはずなので、このまま放ほうっておけばおそらく、警察沙ざ汰たになるだろう。


　それに彼はもう一度、泉をにらむ。


　すると彼女は楽しげに、


「さー、私たちでカレー屋にリベンジにいこー！　オー！」


　と、勝手に掛かけ声をかけ、勝手に立ち上がってオーと言う。


　そのやる気マンマンに立ち上がった泉を見上げ、それから月光は小声で、


「……ラーメン……いや、まあいいがな」


　うんざりとため息をついた。




修行ノート２へ続く──
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　夏休みが終わったばかりの、二学期の朝。


　その、学校へと向かう途と中ちゆうで同級生の女の子に会ってしまった場合。


「やっぱ、一いつ緒しよに登校とかするのはまずいかなぁ？」


　なんてことを、鉄くろがね大たい兎とは思った。


　それから彼は、目の前の空間を見る。


　いつもの通学路。


　そこに、一人の女の子が現れる。


　同級生の、それも、大兎と同じ、生徒会委員の女の子だ。


　当然その子は友達だから、通学路で会ったら、おはよーとか挨あい拶さつして一緒に学校へいってもおかしくないとは思うのだが、しかし、こう、敏びん感かんなお年ごろな高校一年生という自分たちの年ねん齢れいを考えると、


「……声、かけないほうがいいか？」


　なんて、彼は思う。


　というか、中二のころにも一度、彼は似たようなシチュエーションに出くわしたことがあるのだ。


　ちなみにそのときに出くわした娘こは、当時同じクラスだった木き内うち恵え美みという女の子で、たまたま通学路で会ったから、おはよー、眠ねむいねー、学校だりぃーとか言いあいながら二人で登校したのだが。


　しかし、教室につくとすでに黒板には、


「夏休み中に密ひそかに愛を育はぐくんでいた二人！」


　だの、


「二人はもうＡもＢもＣも済ませて、いまではΩオメガまで進んでます！」


　だの、


「ご結けつ婚こんのご予定はいつですかー？」


　なんてことになってしまっていて。


　当然それに、大兎は慌あわてた。


　このまま中学の間はもう、このネタでからかわれるんじゃないかと思い、


「あの、俺はいいけど、木内に迷めい惑わくかかるからやめろってー」


　とか、ちょっとだけかっこつけて言ってみたりした。


　するとクラスメイトたちはさらに盛りあがり、より一層からかおうとして木内恵美に、


「いやー、お二人さん熱いネー。付き合ってるならちゃんと言ってくれよー。で、実際のところ、鉄とはどこまでいったの？　どこまでいったの？」


　なんて騒さわいだ。


　異常なくらいに盛りあがった。


　するとそれに木内恵美が笑いながら、


「んと、鉄君とはなんにもないけど、サッカー部の伊い藤とう先せん輩ぱいとはＣしてるよ？」


「………………え？」


「夏休み中は毎日Ｃしてたよ？」


「……………………あ、ええとその、そうですか。大人ですね。これは失礼しました」


　と、まだ中二のガキだった俺らにとって、木内恵美の名前はそれ以来ちょっとしたトラウマになっているのだが。


　ってそんな話はどうでもよくて。


「…………」


　と、大兎はもう一度目の前を見る。


　場所はいつもの通学路。


　もう九月なのに、うだるように暑い陽気の中、一人の女の子が現れる。


　綺き麗れいに脱色ブリーチされた金色の髪かみ。宮みや阪さか高校のセーラー服に、パンティ丸見えまであと数センチ、というくらいに限界まで短くされたスカート。左手にうっすい鞄と、右手にはガリガリ君という姿。


　生徒会書記の、碧あお水み泉いずみだ。


　その泉が、通学路途中にあるコンビニから出てくる。


　そしてそれに、大兎は声をかけようか、かけまいかをちょっとだけ、悩なやむ。


　しかしそうこうしているうちに泉がこちらを見る。


　大兎の姿に、気づく。


　ちなみに泉は、他人の目とかはまるで気にしない子なので、おそらく元気いっぱいにこちらに挨拶してくるだろう。


　となるとこちらも、


「無視するわけにはいかないよなぁ」


　と小さく呟つぶやき、大兎は仕方なく手を上げた。


　そして、


「おはよ」


　と、言おうとした。


　相変わらず暑あちぃね、とか、学校いくのダリぃね、とか、言おうとした。


　しかしそれに、


「…………」


　どういうわけか泉が突とつ然ぜん、こちらからぷいっと顔をそむけてしまう。さらに踵きびすを返し、逃にげるようにコンビニの中に戻もどろうとして。


「って、え？　ちょ、なんで無視すんの？」


　と、大兎は思わず言いそうになる。


　自分も声をかけようかどうか迷っていたくせに、相手にあんなにもあからさまに無視されると、それはそれでちょっと傷付いてしまって。


　ええと、なんだ。


　まあ、その、無視されるのはいいんだけど、でも、


「……俺、なんか泉に嫌きらわれるようなことしたっけ？」


　なんて、ちょっとだけ不安になる。


「それともやっぱ、泉でも男と学校いくとかになると気にすんのかなぁ」


　などと言ってる間にも、彼はコンビニの前へとたどりつく。


　そのままなんの気なしにコンビニのほうを見ると、ガラス張りのコンビニから、中の様子が見える。


　すると泉はガリガリ君をくわえながら、さらになにかをレジで購こう入にゆうしようとしているところで。


　それに大兎は、


「あ、買い忘れがあったのか」


　と、言う。


　それから彼が、泉がなにを買ってるのかなぁと目をそちらに向けようとすると、


「…………」


　泉がこちらに気付き、ちょっとだけ慌てたような顔で、あっちへいけ、とばかりに手を振ふってくる。


　あたかもいま、自分がしていることを見られたくないとばかりに必死にこちらに手を振ってくる。


「…………」


　その、あまりにも必死な様子に、いま彼女がなにをしようとしているのかの見当が、ちょっとついてしまった。


　たぶん、あれだ。


　人には──それも、同級生の友達には絶対に見られたくないようなものを、買ってるのだ。


　たとえばその、あれとか。あれあれ。あの、体育を休んでるときの女子が使ってるであろう、アレとか。


　もしくは、あれ。


　その、ええと、中二のころの同級生の木内恵美とか、サッカー部のモテモテだった伊藤先輩とかには必要な、例のアレのときに、子供ができちゃわないようにするアレとか。


　確かに、もしそういうのを買ってるのならそりゃ、ちょっと見ちゃまずいよな、と思って、大兎は慌てて目を逸そらそうとする。


　逸らそうとするが、しかし、もうそちらのほうへと一度目を向けてしまっているのだ。


　だからどうしてもその、勝手に目の端はしに泉が買おうとしているものが見えてしまって。


「…………」


　そして大兎は見てしまう。


　泉が買おうとしている、アレを。


　それは、女の子の日のためのアレ、ではなく。


　子供ができないようにするための、アレ、でもなく。


　碧水泉がいま、隠かくれてこそこそコンビニで買おうとしているのは、なんと──





　ヤ○ザキの食パン、六枚切りで。





「って、はぁ？」


　と、大兎は思わず言った。


　しかし泉はその食パンを、どういうわけか恥はずかしそうに必死で隠すようにしてまた、あっちいけと手を振ってくる。


　それに当然、大兎はなんで？　という顔をするが、泉があまりにも必死に、しっしっとやってくるので彼は肩かたをすくめてうなずき、


「いや、ま、そんなに嫌われてんならいくけどさぁ。でもなんで食パン？」


　とか言いながら、結局追おい払はらわれるように彼は歩きだす。


　そのままコンビニを通りすぎ、一度振り返る。しかしまだ、泉は出てこない。


　それにもう一度だけ肩をすくめ、


「……ま、いいけど」


　と、彼は再びだらだら歩き始めて商店街を抜ぬけた。


　陽ひ射ざしは今日も、朝とは思えないほどに強い。


　もう夏休みは終わったというのに、太陽の位置が高くなっていくにつれてどんどん気温が上がってしまって、


「……うぁ～、もう、なんだろ。とりあえずストップ温暖化でお願いします……」


　などと、適当なセリフを言う。


　それから眩まぶしげに太陽を見上げ、


「ってか、さっきのコンビニで飲みもん買えばよかったなぁ。もしくはガリガリ君とかさ」


　なんて言ってまた、さっきのガリガリ君をくわえた泉の姿を思いだした。


　なんであんなにも姿を見られるのを嫌いやがったのか？　どうして食パンを買うのを見られたくなかったのか？　その理由がまるでわからなくて、ちょっとだけそれについて考えてみようかと思うが、


「…………」


　暑いから、やめた。


　とりあえず早いとこ学校にたどりついて、購こう買ばいの自じ販はん機きでファンタでも買って飲もう、と思う。


　すべてはそれからだ、と思う。


　そのまま彼は、ふらふらと学校へと進む。


　横断歩道を渡わたり、もう、学校まですぐ、というところの、最後の路地にたどりつく。


　そしてその路地を曲がろうとした、その瞬しゆん間かんに──


　事件は起きたのだった。


　その路地から突然、信じられない勢いで少女が飛びだしてきたのだ。


　そして大兎はその、少女のほうを、見る。


　するとその少女は、さっき会ったばかりの泉だった。


　泉はなぜか、口に食パンをくわえている。


　まるでどこかで見たアニメのアレみたいに、セーラー服姿の女の子が口にパンをくわえている。


　そしてものすごく楽しそうな顔で、


「どいてどいて、危な～い！」


　なんて言って、こちらにぶつかってこようとする。もう、わざとらしく、真まっ直すぐこちらにぶつかってこようとする。


　だが、泉のその動きはしょせん、ただの人間のものなので、遅おそい。


　この夏休みの強化合宿以来、完全に人間ではなくなってしまっている大兎は、


「ほい」


　とあっさり、それをよけてしまう。


　すると泉が、


「うおわ!?」


　と驚おどろいたような声をあげて大兎の横を通りすぎて止まり、こちらを振り返って、


「ちょっとちょっと、これよけたら、高校生のロマンスは始まんないよーん？」


　なんて言ってくるので大兎は苦く笑しようして言った。


「ってか、おまえそれやるためにわざわざさっき、コンビニに戻ってパン買ったの？」


　すると泉はパンを一口かじってから、言う。


「そだよ？」


「あほじゃないの？」


「あは、まあ最近、暑いしねぇ。脳みそとろけちゃいそうなのは否定しないけど」


　と、泉はパンで自分の顔をあおぎながら笑う。それからそのパンを掲かかげて、


「あと、一度やってみたかったんだよねぇ、これ。で、大兎君の顔見た瞬間、あ、いまだ！　って」


「思うかなぁ」


「なんてね。ほんとは夏休み中にアニメでそういうシーンをやってたの見てさぁ」


「ああ、ま、夏休みアニメいっぱいやってたしね」


「そそそ。私まだ男の子と付き合ったことないから、ああいうの憧あこがれるんだよねー」


　なんて言葉に、大兎は少しだけ驚いたような顔で泉を見て、言った。


「って泉、付き合ったことないの？」


「あれ、変かな？」


「そんなことないけど……なんか泉って、そういうの早そうなイメージ」


「えー、不良っぽいから？」


「あー、まー、うん。それもあるけど、モテそうじゃん？」


「ほんとに？」


「うん」


「しかぁし！　かわいい泉ちゃんは、彼氏いない歴十五年を爆ばく進しん中なのであった！」


「そうなの？」


「そうなのだぜ！」


　なんて、意味不明なほど力強く宣言しながら、彼女は大兎の横にひょいひょい並んでくる。もう、あとで他ほかの生徒に噂うわさされるかも、なんて心配などはまるでしてない様子で楽しげに並んできてしまって。


「……いや、こういうことするから、早そうなイメージなんだけどなぁ」


　と、大兎は少しだけ困ったような顔で、呟つぶやく。


　それから彼も、歩き始める。


　すると彼女は横をついてきながら、言った。


「ところで鉄ちゃん」


「うん？」


「食パンいっぱい持ってるんだけど、食べる？」


「えー？」


　と、大兎は苦笑してから、


「俺、朝トーストだったんだけど」


「そかー」


「うん」


「じゃあ、残り五枚、どうしよかなー」


「家で食えばいいじゃん」


「うちは和食派なんです」


「髪かみの毛金きん髪ぱつなのに？」


「髪の毛は関係ないじゃーん。私鮭しやけ好きよ？」


「はは」


　と、大兎は笑う。


　すると泉が、鞄かばんからヤ○ザキパンの袋ふくろを取り出す。鞄の中に押しこまれていたので、食パンはすでにぺちゃんこになってしまっている。


　その潰つぶれたパンを見下ろして、


「さてさてどーしよ」


　という泉の言葉に、大兎はふと思い付いたことがあって、言った。


「……あのさ、こういうのはどうよ？」


「ん～？」


「そのパンを美み雷らいにも渡して、俺様生徒会長君にぶつからせんの」


　するとその瞬間、泉の瞳ひとみがきらーんと輝かがやいたのが、見えた。


　それから彼女はこちらを見て、


「食パン、まだ五枚あるから、一日で五回ぶつかれるね！」


「うわ～、想像するだけでうぜぇ、月げつ光こう怒んだろうなぁ」


　と、大兎は月光に何度も美雷がぶつかっていく様子を想像して笑うと、泉も悪そうな顔を作って、言う。


「むふふ。なんだか今日は楽しい一日になりそうじゃのー」


「おまえいっつも楽しそうじゃん」


「あは。人生楽しまないと損だしねー。そうと決まったらさっそく生徒会室いこうよ！」


　と、泉が走りだそうとする。そしてそのまま数歩前に進んだところでぼんやりとそれを眺ながめていた大兎を振ふり返り、


「なぜに駆かけ出さなーい！」


　と、食パンを掲げて言ってくる。


　それに大兎は掲げられた食パンを見て、それからやはりぎらぎらと降り注ぐ陽光に顔をしかめて、


「だって暑あちぃし」


「えー、そんな老ふけたこと言ってると、あっという間に青春が終わっちゃうぞ」


「そかな？」


「そそそ」


「でも、いまから生徒会室寄ってたら、授業遅ち刻こくしちゃ……」


　が、その言葉に反応するように、泉が突とつ然ぜん、


「遅刻遅刻～！　遅刻しちゃうよー！」


　と叫さけび、口に食パンをくわえてこちらに全力ダッシュでぶつかってこようとする。


　それを大兎は、見る。


　ミニスカートがひらりと揺ゆれ、そこから伸のびた細い足が動きだし、こちらに踏ふみだしてこようとするのを確かく認にんしてから、


「よっと」


　と、横によける。


　するとまたもぶつかるはずの相手を見失ってしまい、泉が、


「うおわっ!?」


　と、よろめき、こけそうになるのを、大兎はひょいっと腕うでをつかんで支える。


　すると泉が支えられたままこちらを不満そうな顔で見あげてきて、言った。


「んもー、これをよけたらロマンスが始まらないって言ってるでしょー」


「だからロマンスってなによ？」


「んと、たとえばほら、ぶつかった拍ひよう子しに、俺がおまえでおまえが俺でー、みたいな？」


「なにそれ」


「あれ、ぶつかった男女の心が入れかわっちゃうやつ、そんなセリフじゃなかったっけ？」


「んぁ？　あー、確かそんな漫まん画ががあったような……」


　なかったような。


　しかしとにかく、


「そのスピードじゃ、俺にぶつかんの無理だぞ？」


「そこは鉄君が空気読むとこじゃないの？」


「えー」


「ま、次はいまの倍のスピードでいくからいいけどね」


「やめて」


「さあそうと決まったら、早いとこ生徒会室いこー」


「いや、だからなにが決まっ……」


　が、泉は無視で大兎の手を引っ張り、
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「レッツゴー！」


　なんて、言う。


　そのまま学校の校門へと走りだそうとする。


　もう、手を繫つないで学校にレッツゴーなんてやった日には、黒板にあることないこと書かれるどころか、いろいろ噂に尾おヒレがついて、職員室に呼びだされる可能性までありそうなのだが。


　しかし今回は、そうはならなかった。


　なぜなら、校門の前にもう一人、女の子がいたから。


　それは、とても人間には見えないほどに美しい、少女だった。


　薄桃ラベンダー色の髪に、透すき通るような肌はだ。悪戯いたずらっぽい真しん紅くの瞳に、ピンク色の唇くちびる。宮阪のセーラー服が似合わないほどに整った容姿。


　サイトヒメアだ。


　世界中の魔術的組織から指名手配されている、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる特とく殊しゆな種の生き物なのだが、しかし、彼女はどういうわけかこの宮阪高校の生徒会室に、ハーフの美少女、という噓うそっぱちな肩かた書がきを持って入学してきていて、さらには大兎のことを一日中好きだといって抱だき着きっぱなしの女の子なのだが。


　そのヒメアが、校門の横の壁かべに背中を預け、退たい屈くつそうな顔で誰だれかを待っている。


　当然周囲の生徒たちは彼女のあまりの美しさに見み惚とれ、驚いたような顔をしているが、彼女は大兎以外の人間全ぜん般ぱんが大だい嫌きらいなので、まるで気にしない。


　それからふと、彼女は顔を上げる。まだかなー、というような顔で、こちらへと真紅の瞳を向ける。


　その、瞬しゆん間かん、彼女の瞳は大兎の姿をとらえる。そしてすぐに嬉うれしそうな顔になり、こちらに手を振ってこようとする。


　しかしそこで、大兎の手を、泉がつかんでいるのに、ヒメアが気づく。


　驚おどろいたように一瞬目が大きく見開き、泣きそうな顔になる。


　そのまま細い手をこちらに差しだし、なにやら彼女は、魔法を使うような素そ振ぶりを見せ、


「やば」


　と、大兎はうめく。


　こういう場面でヒメアは、まるで見境がないのだ。大兎と二人っきりになるために、平然と周囲の人間を殺してしまうような魔法を発動しかねないので、大兎はそれに慌あわてる。


　もしかしたらヒメアが、泉を殺すような魔法を使うんじゃないかと思い、


「いや、ちょ、ヒメア、これはそういうんじゃなくてね！」


　とか叫びながら、とりあえず泉を守れるような場所へと移動しようとする。


　するとそれにヒメアがこちらを見る。泉を守ろうと一歩前に出た大兎のほうを見て、もう、泣きそうな顔で口をぱくぱくする。


　それから彼女は、魔法を使おうとしていた手で、制服の、自分の胸の部分をぎゅっと押さえて、


「う～」


　と、しゃがみこんでしまって。


「えー!?」


　と、大兎は益ます々ます慌てた。


　それにさらに、周囲の、登校しようとしていた生徒たちが足を止め、ひそひそと話し始めて、なにやらちょっともう、大ごとな感じになってきてしまったのだが。


　それに横にいた泉が言う。


「おー、なにこれなにこれ、なんかちょっとおもしろい感じに注目されてない？」


「いや全然おもしろくないんだけど」


「えー、おもしろいじゃーん。なんか青春な感じ。これ、せっかくだからもっと盛りあげよっか？」


　という言葉に大兎は顔をしかめ、


「ってか、まじやめて。あとでフォロー大変だから」


「えー、つまんなーい」


「ちょ、まじで！　ってかおまえもう学校いけって。俺、ヒメアと話してから……」


　が、そこで泉が言う。


　楽しげな顔のまま、


「あの女、誰よー。この浮うわ気きものー」


　なんて、棒読み口調で言ってきて。


　するとその瞬間、あきらかに周囲から、ざわっというような音が、聞こえた。


　それに大兎は周りを見回すと、男も女も、なぜか怒おこったような顔でこちらをにらんできていて。


　大兎はそれに、泉のほうを振り返ってにらむと、


「おっまっえ、やめろって言ったろ？」


「あはは」


「いや、笑いごとじゃなくてね。俺、友達いなくなったらどうすんのよ？」


「私たちがいるじゃーん」


「おまえ友達全然いないじゃん」


「はっはっは」


「ほんとまじやめて。あの、ヒメアも怒ると怖こわいから、頼たのむよ」


　すると泉がにこにこ笑いながら、


「わかったわかった。ごめんね。なんか朝からおもしろかったから、調子乗っちゃった」


「乗りすぎ」


「ごめんごめん。んじゃ早くヒメちゃんとこいってあげてー」


「ったく」


　と、大兎はため息をついて、再びヒメアのほうを向く。ヒメアはうずくまったまま動かなくて、それに、


「……ああもう、ほんとに傷付いてたらどうしよ」


　と、大兎はうめくように言う。


　それからヒメアのほうへと走りだそうとしたところで、突然、


「うぷ！　つわりが！　お腹なかの子供がー」


　背後で、悪あく魔まが信じられないほど強きよう烈れつな、呪のろいの言葉を吐はいたのが聞こえた。


　そしてそれに、周囲がさっきとは比べ物にならないほど大きくざわつく。


　というか、あからさまに大兎を罵ののしるような声が聞こえるようになる。


「おいあいつ、フタマタかけてんのかよ」


「おまけに妊にん娠しんさせてるの？」


「あいつ一年坊ぼうだろ？　ずいぶんいきがってんじゃねぇか」


　などなど、そんな声が聞こえてきて。


　大兎は、泉のほうを振ふり返る。


　すると泉はベロを出して、楽しげに笑っていて。


　それに彼は、なにかを言おうとするが、やめる。もう、彼女は完全に楽しんでいるので、これ以上関かかわると彼の社会的生命が殺されかねないような状じよう況きようだった。


　だから泉から目をそらし、再びヒメアのほうを見る。


　するとさっきまでうずくまっていたヒメアが、いつの間にか顔を上げてこちらを見ていて、


「に、妊娠!?」


「って今度はこっちがそれに食い付いちゃったよ」


　と、大兎はうんざりする。それから急いでヒメアのほうへと走る。するとヒメアがそれから逃にげるように後方に下がろうとして、


「いやいや、ヒメア、あの、誤解だから！　だからあの、逃げないで」


　なんてことを大兎は、言った。


　まわりに他ほかの生徒がたくさんいるのに、そんなことを彼は言った。当然周囲の奴やつらはあることないこと言いだすが、もう、構ってる暇ひまはなかった。


　なにせヒメアは、ほんとに泣きそうな顔でこの場所から逃げようとしていて。


「あの、ヒメア、話だけでも……」


　と、大兎が言いかけたところで突とつ然ぜん、携けい帯たいの着信音が鳴ったのが、聞こえた。


　ピピピピという、携帯に最初から設定されている着信音だ。それに周囲の何人かが、俺の携帯か？　というような反応をしてから、自分のじゃないことを確認する。


　大兎も、自分の携帯の着信音じゃないことを確認してから、もう一度ヒメアのほうに走ろうとするが。


「…………」


　しかしそこで突然、ヒメアがスカートのポケットから、携帯を取り出した。


　そして開き、


「……なに？」


　と、言う。


　するとそれに、


「あたしあたし」


　と、背後で泉が言って。


「おまえがかけたのかよ！」


　と、大兎は思わず後ろを向いて突つっこむ。


　すると相変わらず楽しそうな泉は、ヒメアのほうへと近付きながら、


「いやー、今日は朝から楽しいねー」


　などと言い、それにヒメアが、大兎に接しているときとは比べ物にならないほど冷たい声こわ音ねで、言う。


「私は全然楽しくないけど？」


「そう？」


「うん。というか、私の大兎に近付かないでくれる？　殺すよ？」


「あはは、殺されるのはやだなー」


　なんて会話をする二人に、


「あの、両方の声聞こえてんだけど、その会話、携帯でする必要ある？」


　なんて大兎は思わず言ってみるが、二人は完全に無視で、通話を続ける。


「でねでね、このおもしろイベントを、もっとおもしろくする方法があってね」


「だから私はおもしろくないと言っ……」


「大兎君とヒメちゃんが、運命の二人だって証明する方法があるんだ」


「え[image: ]」


「その方法、知りたい？」


「え、えと」


「知りたい？」


「う、うん」


　と、ヒメアがうなずいたときにはもう、泉とヒメアは小声でも声が聞こえてしまうほど近くまでやってきていて。


　泉が携帯を切る。


　それにヒメアも携帯を切り、


「で？」


　と言うと、泉は持っていたヤ○ザキの食パンの袋ふくろを開け、一枚をヒメアに渡わたす。それからヒメアの耳元でなにかこそこそ話すと、ヒメアはそれを熱心に聞き、そして大きくうなずいて、こちらを見る。


　それに大兎が、


「あの……」


　と、言いかけるが、しかしそれを無視して、彼女は駆かけ出す。そのまま校門を抜ぬけ、門の裏に隠かくれる。そしてかわいらしい口に食パンをはむっとくわえてから、泉に言う。


「準備、できたよ」


　するとそれに泉はうなずいて、大兎のほうを見る。


　そして言った。


「さあどうぞ」


「いや、さあどうぞって……あの、もしかしてヒメア、食パンくわえてぶつかってくんの？」


「さてねー」


「……俺、帰っていい？」


「ヒメちゃんが泣いてもいいなら、どうぞ」


「えー」


「さあ早く早く、他の生徒たちの邪じや魔まだから！」


「おまえのせいだろが！」


「あはは。とにかく早くー」


　という言葉にもう、大兎は、はぁっと大きなため息をつく。それから校門の、はじっこのほうを見る。


　するとやはり、ヒメアが真しん剣けんな顔で食パンをくわえて待っていて。


　さらに周囲にはもう、かなりの数のギャラリーがいて。


「……今日は、朝から疲つかれるなぁ……」


　とうめきながら、仕方なく彼は歩きだした。そのまま、ヒメアが隠れている場所の近くを通るようにして、校門をくぐろうとする。


　するとそれに、食パンをくわえたヒメアが駆け出す。


「遅ち刻こく遅刻～！」


　とか、彼女は言う。


　そしてそのまま、大兎にぶつかってきて、


「きゃー[image: ]」


　などと叫さけび、彼の胸に抱だき着く。


「大兎大好きー[image: ]」


　なんて、言う。


　それからこちらを見上げ、瞳ひとみをきらきら輝かがやかせて、


「これで私たち、運命の二人になったかな？」


　などと言ってくるので、大兎は彼女の顔を見下ろして、


「あー、じゃあ、うん」


「やった[image: ]」


「あの、ヒメア、みんな見てるから、ちょっと離はなれ……」


「やだ」


「ええと」


「やだもんねー」


　なんて、言う。


　それに大兎は困ったような顔になったあと、周囲を見回すと、生徒たちは、他の女も妊娠させてるのになんてひどい奴なんだ、というような顔でこちらを見ていて。


　彼は、


「おい泉、おまえ、ちょっとぐらいは誤解を解いてくれよ」


　と、言おうとした。


　言おうとしたが、しかしそこで、言葉を止めた。


　なぜなら泉がもう、こちらを見ていなかったから。


　そして彼女が見ているさきは、さっきまで大兎たちが歩いていた、通学路だった。


　その通学路の路地のあたりから、


「キャー[image: ]」


　というような、女の子たちの黄色い声が上がり始める。さらに、


「おはようございます月光様！」


「きょ、今日もかっこいいですね！」


「朝から会長に会えるだなんて、私光栄です！」


　なんて声が次々上がって。


　そしてその、路地から、二人の男女が現れた。


　一人は漆しつ黒こくの髪かみに、すべてを馬ば鹿かにしているような冷たい瞳。まだ気温がかなり高いのに、詰つめ襟えりの制服をきっちりと首までしめ、腕うでには宮阪高校の生徒会長を表す腕わん章しよう、腰こしにはフェンシングの剣けんという姿。


　我らが紅くれない月光生徒会長様だ。


　月光はいつものように周囲を女の子にかこまれながら、鬱うつ陶とうしげな顔で歩いている。


　そしてその横にまとわりつくように、もう一人生徒会委員の姿がある。


　月光と契けい約やくしている雷かみなりの悪あく魔ま、安あん藤どう美雷だ。


　たれ目なのになぜか強気に見える瞳に、ふりふりポニーテール。とても高校生には見えない小こ柄がらな体を、セーラー服で包んでいる。


　その童顔少女、美雷が月光を見上げて、


「ねねねね、ゲッコー、今日さ、今日のさ、朝ご飯、美お味いしかったねー！　あれなんて言うんだっけ？　ギュードン、ギュードンとかいうの、あたしまた食べたいなー」


　彼女の声は大きいので、かなり離れているのに、こちらまで届く。


　するとそれに、周囲の女の子たちが、


「だからさっきから言ってるけど、あんたいったい誰だれよ？　どういうつもりで月光様の横にいるわけ？」


「月光会長といったいどういう関係なのよ！」


　なんて叫ぶ。


　それに美雷がその女の子たちのほうを見て、


「え？　え？　あたし？　あたしミライだよ？」


「名前聞いてるんじゃないわよ！」


「ほえー、あ、みんなはギュードン食べたことある？　あれ美味しいよねー」


　と、独り勝手にうっとりした顔になる美雷に、


「ちょ、あんたうちらのこと馬鹿にしてるわけ！」


「え？」


「ちょっと月光様に気に入られてるからっていい気に……」


　とかなんとか、なにやら騒さわがしい一団が近付いてきて。


　それを泉は見つめ、


「新しい獲え物もの、みっけ」


　なんて、言う。


　そしてそれに大兎も、


「あ、月光からかって遊ぶんなら、俺も手伝うよ？　あいつにはいっつも振ふり回されっぱなしだし」


　すると泉は楽しげにこちらを向いて、


「お主も悪よのぉ」


　などと言いながら、再び携けい帯たいを取り出す。電話をかける。


　すると遠くで着信音が鳴る。


　パンパンマンマーチという、子供向けアニメの主題歌で、美雷の携帯の着信音だった。


　それに美雷が、


「あれ、携帯鳴ってる!?」


　と、慌あわてる。


　自分のスカートのポケットをまさぐり、それから鞄かばんを開けて中を調べ、中からビー玉だの、けん玉だの、漫まん画がだのといった、とても高校生とは思えないアイテムをたくさん取り出すが携帯は出てこなくて、


「あれぇ、あれぇ」


　と言いながら、いっこうに電話にでない。


　なのでそれに泉が、


「美雷ちゃーん、こっちこっち！」


　と、声をあげる。


　すると美雷がこちらを見て、


「あ、イズミだ！」


　と嬉うれしそうな顔をする。それから、


「あたしの携帯、イズミが持ってるの!?」


「いや、それは持ってないけど、とりあえず電話かけてるの私だから、こっちおいでー。パンあげるよー！」


　すると美雷は、おやつを見せられた犬のように瞳を輝かせて、


「パンっ!?」


　と、叫んだ。


　それから、パンパンマンマーチを響ひびきわたらせながら、こちらに駆け出してくる。


　泉のそばまで寄ってきて、パンを一枚もらう。そのパンをはむはむ食べながら、


「パン美味しいよねー」


「ねー」


　などと二人で言ってから、泉が説明を始める。


　パンをくわえて月光にぶつかると、おまえが俺で俺がおまえなロマンスが始まるとかなんとか、よくわからない話を始め、美雷はあきらかにわかっていない顔でふんふんうなずくと、


「わかった！」


　と、言った。


　そのまま二人でこそこそと校門の裏側に隠れる。なぜか美雷だけじゃなく、泉もパンをくわえる。


　さらに泉がこちらに手招きしてくるので、大兎とヒメアが近付いていくと、


「はい、これ」


　と、パンを渡わたされる。


　それを大兎は受けとり、


「俺もやんのかよ」


　と言いながらも、ちょっと楽しい気分になって、パンをくわえる。


　ヒメアにもパンを渡すと、


「大兎が食べさせてくれるの!?」


　などと言って、大兎の手から、パンをぱくっとくわえて、奪うばう。


　それで、準備完かん了りよう。


　パンをくわえた四人組は、ゆっくりと振り返った。


　そして獲物へと目を向ける。


　獲物は、校門の向こうにいる、俺様生徒会長、紅月光君だ。


　とそこで、月光は少し離れた場所で、校門周辺で起きている不ふ穏おんな空気を感じとったのか、足を止める。そのままこちらをにらみつけ、口を開いて、


「……雑ざ魚こどもが、もしも俺の手を煩わずらわせるような鬱陶しいことをするようなら、命はないと思……」


　が、それを遮さえぎって、泉が楽しげな声こわ音ねで、叫んだ。


「んじゃー、一番最初に月光ぽんにぶつかって転ばせた人の勝ちねー！　いっくよー！」


　それに美雷が、


「オー！」


　と走りだす。


「おっけー」


　と、大兎も走りだす。


「待って大兎～[image: ]」


　と、ヒメアは後ろをついてくる。


　そしてなぜか、


「ほいほい、じゃスタート～」


　などと言って、泉は月光がいる方向とは反対へと走り始めてしまった。


　そしてそれに、いつも冷たい、いまいち感情のないような顔をしている月光の表情が、歪ゆがむ。


「くそが」


　と、慌てて逃にげるように走りだそうとする。


　それに美雷が、


「逃っがさないもんねー！」


　と、思いっきり地面を蹴けった。


　すると、スカートから伸のびた細い足が、ドン！　と音を立てて、コンクリの地面に穴があく。と同時に、美雷が、とても人間とは思えない速さで月光との距きよ離りを縮め始めて。


「うお、速はえぇ!?」




[image: ]


　と、大兎はうめく。それから彼も、自分の中に組み込まれてしまっている力を、発動する。


　夏休み中に、《軍》に無理矢理人体実験で組み込まれてしまった、《天てん魔ま》と、《月の裏側にいる神》が合わさった、黒いウサギの力だ。


　その力を解放するために、


「せーのっ」


　と、叫さけぶ。


　すると彼の体の内側から、急激に強大な力が溢あふれだして、動きが加速する。


　すぐに美雷の背中に追いつき、そして、追いこす。


　それに美雷が、


「あー！　ずるーい！」


「へへーん」


「あたしもゲッコーにキスしてもらって、悪魔の力を解放してもらえば負けないんだからね！　ねねねね、ゲッコー！　キスして、キス！」


　なんて叫びながら、後ろを追いかけてくる。


　しかしもう、悪あく魔まの力を封ふうじられたままの美雷は敵じゃなかった。


　だからあとは、月光をぶっ飛ばせば今回のゲームは勝ちのはず、なのだが。


「大兎はやーい[image: ]」


　なんて声が、すぐ後ろでする。


　大兎は、


「え？」


　と、振り向く。


　すると、ヒメアが平然とした様子でついてきている。


　もう、普ふ通つうの人間ではとても追いつけないような速さで大兎は走っているのに、ヒメアは別に頑がん張ばってるふうでもなく、楽しそうについてきてしまっていて。


　それに大兎は、少しだけ驚おどろいたような顔で、ヒメアを見る。彼女のかわいい顔。こんな速さで走っているのに、ほとんど揺ゆれていないセーラー服。そして足をひょいひょい動かしてはいるが、しかし、地面に触ふれていない革かわ靴ぐつ。


　そして彼は、思いだした。


　ヒメアが以前も、走る大兎の後ろを平然とついてきたときのことを。


　あのときは確か、ヒメアは魔法を使っていたはずだ。


『目の前にいる者を追つい尾びする』魔法。


　つまりヒメアは、自分の力で走っているわけではないのだ。大兎の力を利用して、後ろをついてきてしまっていて。


　大兎は、ヒメアの顔を見て、言う。


「ねねヒメア」


「ん～？」


「ヒメアこの勝負、参加してる？」


「勝負ってなに～？」


「あ、その話も全然聞いてないのね。えと、んじゃいま、俺についてきてるだけ？」


「うん。一生そばにいるね[image: ]」


「いや、ええと、それはいいんだけど」


「うん！」


「でもせっかくのゲームなんだし、勝負してみない？」


「勝負？」


「さきに月光を転ばせたほうが、勝ちってゲーム」


　すると、ヒメアは大兎から目をそらし、月光のほうを見てから、薄うすく笑えむ。


　そして、


「月光を倒たおせばいいの？」


「そそ」


「私がさきに倒したら、大兎ご褒ほう美びくれる？」


「え？」


「大兎の部屋で、チューしてくれる？」


「は？　ちょ、それは……」


「なら私、頑張る！」


「いや、あの」


「やっちゃうぞー！」


　と、ヒメアが言う。そのまま手をこちらに掲かかげ、


「制止アルト！」


　と、言ってくる。


　瞬しゆん間かん、大兎の体に魔法がかかる。全身がなにか、目に見えない力に拘こう束そくされて、


「うおわっ」


　と、その場に転びそうになる。


　それにヒメアが、


「えへへ、ごめんね大兎。この勝負、私の勝ち～！」


　と、動けなくなった大兎をおいて、彼女は駆かけ出す。


　それに大兎は、


「おー、まずいまずい、けど、この程度の魔法なら、いまの俺なら解かい呪じゆでき……」


　が、それに、


「待てぇえええええええ！」


　と、後ろから美雷の声がする。背中の服をつかまれ、ぐいっと後ろに引き倒されようとしたところで、大兎は自分にかけられたヒメアの魔法を、無理矢理体を動かして、解く。


　そして美雷の腕うでを弾はじいて、もう一度月光のほうへと目を向ける。


　するともう、ヒメアが月光に追い着いていて、


「さぁ下等な人間、私のチューのために、死になさい」


　などと言い、それに月光は腰こしの剣けんを引き抜ぬくと、


「はっ、二流の魔女が、俺に勝てるつもりか？」


　などと言う。


　そのまま二人は戦せん闘とうを始めてしまって。


　それに大兎は慌あわてる。


　そして頭の中で──





　ヒメアが月光を転ばせる。


　　　↓


　私の勝ちー。大兎約束守って、部屋でチューしてチューチューとか言いだす。


　　　↓


　そしてお年ごろの男女が部屋でチューなんかした日には、なんというか、その、ちょっとまだ、そういうことの心の準備ができてないというかなんというか、いや、男が乙女おとめみたいなこと言うなっていうのはわかってんだけどとにかく、


「おい美雷！」


　と、叫んだ。


　そして背中にまとわりついて大兎が前に進むのをはばもうとしている美雷に言った。


「あれ見てあれ、このままだとヒメアが勝っちゃうぞ？」


「え？　え？」


　と、美雷もヒメアたちのほうを見る。


　すると、


「ひねり殺してやる」


「はは、死ぬのはあんたよ」
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　などと、ちょっと遊びとは思えない険悪な雰ふん囲い気きで月光とヒメアは殺し合いを始めていて。


　美雷も慌てる。


　大兎の背中の服を放し、


「ゲッコー、キスしてー！」


　と、走りだす。


　それを追って大兎も走ろうとする。


　ヒメアは月光から少しだけ距離をおいて、なにか魔法を発動しようとしている。


　そして月光はその魔法を潰つぶそうと剣を構え、一歩前へ出ようとするが、ヒメアの背後で美雷と大兎がまた走り始めたのを見つけて、動きを止める。


　そのままヒメア、美雷、大兎をにらみつけ、


「くそ、雑魚だけに、数が多いな……」


　とうめくように言って、深く身構える。


　そしてそれに、ヒメアと美雷、大兎の三人が襲おそいかかろうとした、瞬間。


「遅ち刻こく遅刻～!?」


　なんて声が突とつ然ぜん、月光の背後からした。


　女の声。


　さっき反対方向へと走っていってしまったはずの、泉の声だ。


　その泉が、月光の背後の路地から、パンをくわえて飛びだしてくる。


　本当に遅刻しちゃいそうという顔を作り、月光のほうへと一直線に飛びだして、


「なっ!?」


　と、少し驚いたような声をあげて、月光は振ふり向く。さらに剣をそちらへと放ちかけ、しかし、止める。


　ただの人間に過ぎない泉を剣で斬きり捨ててしまえば死んでしまうので、月光は剣を止め、慌てて横によけようとしたところで。


「きゃー☆　どいてー☆」


　と、泉が嬉うれしそうに叫びながら、月光の背中に向かってジャンプした。


　それを月光は、


「……あ、くそ」


　よけきれない。


　泉が月光の胸に抱だき着く。そのままスカートが短いのも気にせず両りよう脚あしを腰に絡からめる。


　無理矢理とびついたので、月光は体勢を崩くずして、


「がぁ」


　倒れてしまって。


　その、倒れた月光にまたがったまま、泉がこちらを見て、言う。


「はーい、私の勝っ……」


　が、そこで、


「あたしも勝ちー！」


　美雷がジャンプする。勝ち名乗りをしようとしていた泉の胸に飛び込んで、


「きゃー[image: ]」


「やー☆」


　という女の子たちの楽しげな声と、その女の子二人に無理矢理乗られて、


「ぐあ」


　と、月光がうめくのが一いつ緒しよだった。


　それに大兎は、珍めずらしく地面に倒れ伏ふしている月光を見る。


　月光の顔がみるみる機き嫌げんが悪くなっていって、これからちょっとの間、めんどくさそうだなぁとか、思う。


　それに、いまの戦闘を他ほかの生徒たちに見られたのも、月光の機嫌をさらに悪くするだろう。


　あとで他の生徒たちの記き憶おくを消すのが大変とかなんとかグチグチ言って──


「…………」


　しかしそこで、大兎は周囲を見回して、どういうわけかもう、他の生徒たちはいなくなってしまっているのに、気づいた。


　さっきまであんなにギャラリーがいたのに、いつの間にか静かになってしまっている通学路をきょろきょろと見回し、


「……ふむ」


　と、うなずく。


　それから彼は、ポケットから携けい帯たいを取り出す。開く。そしてディスプレイに映しだされた時計を見る。すると時刻は、すでに八時半を過ぎてしまっている。


　もう完全に遅刻だ。


　当然他の生徒たちはすでに学校にいってしまっていて。


「……あ～、なんだ。実は俺、二学期になってから毎日こんな調子で、全然授業まともに出れてないんだけど……」


　と言いながら、ヒメアのほうへと目を向ける。


　しかしどういうわけか、ヒメアがいない。


　さっきまで月光と殺し合いをしていたはずなのに、姿を消してしまっていて。


「あれ？」


　と、もう一度周囲を見回す。


　ヒメアを探す。


　するとヒメアは再び、校門をくぐった向こう側に移動してしまっていた。


　そしてこちらを見ている。


　校門の裏に隠かくれ、口にパンをくわえ、わくわくした顔でこちらを見ていて。


「ま～だそれやんの？」


　と言っても、離はなれた場所でわくわくしているヒメアには伝わらない。


　さらに背後では、


「貴様らこんなことをして、ただですむと思っ……」


「なんか運動したら汗あせかいたねー。ジュース買いにいこっかー？」


「いくー！」


「そんなわけで月光ちゃん、お小こ遣づかいちょうだい？」


「ちょーだい？」


「殺す!?」


　などと、ぎゃーぎゃー声があがっていて。


　大兎はそれを、見る。


　すでに授業が始まっている時間なのに、一向に学校へと行こうとしない生徒会の仲間たちの姿を見る。


　そしてそれからもう一度、ギラギラと照り付ける太陽を見上げて、


「……はぁ。今日はもう、ガッコ休もうかなぁ。暑あちぃし」


　なんて、呟つぶやいた。




ケース２：終了
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「大たい兎と～」


「なにヒメア」


「好き」


「うん」


「ねねね、大兎大兎」


「ほいほい」


「好き」


「ほーい」


「ねねねねねね大兎」


「んー？」


「いまの重さで大だい丈じよう夫ぶ？」


　とヒメアに聞かれ、それに大兎は、


「あー、もうちょい重くしてもいいかも」


　腕うで立たてしながら、答えた。


　ちなみに場所は、学校の屋上。


　ヒメアが大兎の背中に馬乗りになったり、抱き着いたり、再び馬乗りになったりしている。


　彼女の体重はいま、魔法によってちょっとした大型トラックくらいの重さになっている。


　もう少し詳くわしく言うと、ヒメアは体重を、だいたい５トンくらいの重さにしてくれていて、そしてそれを背負って大兎は、体を鍛きたえていた。


　いや、体を鍛える、というのは少し、違ちがうかもしれない。もう５トンもの重さになると、屋上の床ゆかが耐たえられないから、そのまま腕立てなどしたら腕が屋上にめりこんでしまって、トレーニングどころの騒さわぎじゃなくなってしまうだろう。


　だからこれは、力の加減の修行だ。


　大兎は自分の手に、《軍》によって埋うめこまれてしまった黒いウサギの力を集め、それによって背中から伝わってくるヒメアの体重を、無効化しているのだ。


　黒ウサギの力を──『黒ひつきようむ』を放出させすぎれば床が消えてしまうし、弱いと床に腕がめりこんでしまう。その微び妙みような調整をしながら、１０００キロくらいから始めて、いまはもう５０００キロを支えることもできるようになっている。


　そしてさらに、ヒメアが言う。


「じゃ、重くするよー」


「うん」


「どれくらい重くすればいいかな？」


「ヒメアの好きでいいよ。一いつ瞬しゆんで調節できるようになりたいから」


「わかった。じゃ、いくね」


「ほい」


「いくよー、えい！」


　と、ヒメアが言う。


　そしてその瞬間、ぐっと彼女の体が重くなる。恐おそらくは一気に、数千キロくらい重量が増加したはずだった。


　さらにヒメアが嬉うれしそうに、


「重い体で、ぴったりギュー！」


　と、思いっきり背中に抱だき着いてきて。


　その、刹せつ那な。


「ぐあっ」


　大兎は、顔を歪ゆがめた。


　自分の腕が折れたのを感じる。


　ブチブチと筋きん線せん維いが千切れる音もする。


　当然だろう。


　普ふ通つうの人間の腕ではこんな重さは、とてもじゃないが支えられないのだ。


　だがすぐに、大兎は掌てのひらに集めている『黒ひつきようむ』の力を増大させる。背中から伝わってくる重さが無ゼロになるように、力を加減する。すると腕にかかる力が、中和される。


　そしてその瞬間、ヒメアに貰もらった不死の力によって、腕の骨や、筋肉が再生する。


　ぴっとりと背中に抱き着いてきているヒメアがまた、言う。


「大兎大兎」


「ん？」


「好き[image: ]」


「はーい」


「ねねね、私大兎の役に立ってる？」


　それに大兎は振ふり向く。


　するとヒメアがもう、彼の顔のすぐ後ろで、にこにこ笑っている。彼女の呼吸の音が聞こえるほど。彼女の吐と息いきが頰ほおに当たるほど近くに顔があって、


「あ、えと、顔近くない？」


「好きだもーん[image: ]」


「えーと」


「ねねね大兎、耳、かぷってしていい？」


「だめ」


「え───。かぷってしたい！」


「だめだって」


「う───我が慢まんできないからしまーす！　かっぷー！」


　と、耳に柔やわらかいなにかが触ふれるのが、わかる。柔らかいなにかは少しだけ湿しめっていて、それに大兎は、


「わ、わわわ」


　彼は、なぜか急に胸がドキドキして、うろたえてしまい、『黒ひつきようむ』のコントロールを失う。腕が、ヒメアの体重を無効化できなくなる。


　その瞬間、おそらくは１００００キロ以上ある体重が腕から、学校の屋上へと伝わってしまって、腕が、あっさり床にめり込んだ。


「うおわ!?」


　と彼は叫さけぶ。腕が折れる。だがまだ止まらない。そのまま肩かたも、体も床を破ってめり込んでいってしまって、


「わわわわ、これやば、床が抜ぬけ……いやそれどころか、俺、死……」


　が、声はそこまで。


　大兎はあっさり、一度死ぬ。


　生き返る。


　生き返ったときにはヒメアの体重が、いつもの軽さに戻もどっている。


　だが、彼女はやはり耳に口でかぷってしたままの体勢で。


「ってヒメア！」


「う？」


　大兎は立ち上がる。だが、彼女は背中にしがみついたまま、離はなれない。耳からも離れない。彼女の温かい唇くちびるが耳に触れたままで。


　それに大兎は言う。


「あの、恥はずかしいから耳、離そうよ」


「ひゃら」


「くわえたまま言わない！」


「ひゃらもーん」


　とヒメアは嬉しそうに言って、離してくれない。


　おまけにいま、彼らがいる場所は、屋上じゃなかった。信じられないことに、コンクリートでできた屋上の床が抜けて、下の階に落ちてしまっている。


　そしてそこは、いつもの生徒会室で。


　大兎はヒメアにひっつかれ、耳をくわえられたまま、周囲を見まわす。


　すると生徒会室には、月げつ光こうと泉いずみがいる。


　二人は《道み程ち》を開いて、どこかへいこうとしていたようで生徒会室の白い壁かべの前に立っていて。


　その、月光がこちらを見る。それから天てん井じようにあいた穴を見上げ、そして再び、


「…………」


　いったいこれはどういうことだこの馬ば鹿か野や郎ろうが、的な顔でこちらを見てくる。


　それに大兎は応こたえた。


「い、いやー、その、あの、これは、なんだろ。強くなろうと修行してたら、いきおいあまっちゃってさ～」


　という言葉に、今度は泉がこちらを見る。大兎と、その大兎の耳を口でパクパクしたままのヒメアを、なぜか衝しよう撃げきを受けました、と言わんばかりの顔で見つめ、


「そ、そんなエロ修行、高校生がしていいの？」


「ってこれのことじゃなくて！」


　大兎は抗こう弁べんするが、後ろではヒメアが大兎の耳をぱくぱくぱくぱくぱくぱくぱく、


「ってヒメアもやめなさいって」


　手でヒメアの頭をつかんで、離す。


「きゃん[image: ]」


　とヒメアは嬉しそうにその腕に頰を寄せる。相変わらず彼女は彼の背中におぶさったままだ。


　それを月光が、見つめてくる。もう、疲つかれ果てた顔で見つめてくる。それからくるっと踵きびすを返し、


「開け」


　と、《道み程ち》を開く。


　それに大兎は月光に聞く。


「んで、おまえらはどこいくのよ？」


「ラーメン屋だ」


　するとその横で泉が月光の手を取り、その手を引き引き、


「えー、カレー食べよーって言ったじゃーん」


　などと甘えるような声で言うので、大兎はそれに少し驚おどろいて、


「え、あれ、おまえらなに？　いつの間にかそういう関係に……」


　が、その言葉を言い終わる前に、


「くだらん遊びに巻き込むな」


　月光が泉の手を、振りほどく。


「いやーん」


　と言って、泉は笑う。


　そのまま月光はうんざりしたような声で、


「まったく、なにがカレーだ。俺は昨日もカレーだったんだ」


　などと小声でぶつぶつ言いながら、次元の歪みをくぐって、どこかへいく。


　それに泉が、


「ねね、大兎っちとヒメちゃんも、一いつ緒しよいかない？」


　と聞いてきて、彼は答える。


「カレー屋？」


　続いてヒメアが答える。


「私いま、大兎の耳に忙いそがしいから」


　それから再び耳にかぶりつこうとするので、それを大兎は手で押さえる。


「むー！」


　とヒメアが不満を表明してくる。手の中で暴れる。それを一生懸けん命めいおさえこみながら、大兎はもう一度言う。


「えと、昼飯カレー食おうって話なら、俺も腹減っ……」


　が、そこで今度は携けい帯たいが鳴る。


「ん？」


　と、大兎はポケットから携帯を取り出す。するとそれは珍めずらしく、同じ生徒会委員仲間であるハスガ・エントリオからの着信で。


「お、ハスガだ」


　と出ようとしたが、途と中ちゆうで切れる。すると、ハスガは何度も、何度も、電話をかけてきていたみたいだった。


「おっと、不在着信がいっぱいある……俺さっき死んでたから気づかなかったな」


　と、かけなおそうとする。


　するとそこで泉が、


「誰だれ？」


「ハスガ」


「ほーほー。ハスガ君？　なんだって？」


「いや、電話切れちゃったから、わかんないや。ちょっと待って、かけなおしてみる」


　と、今度は大兎がハスガにかける。するとすぐに電話が繫つながる。


「あ、ハスガ？　いま電話くれた？」


『…………』


　しかし、ハスガはなにも言わない。


「あれ、電波悪わりぃのか？　ハスガー？」


『…………』


「おーい」


『…………』


「だめだ。声聞こえねぇ」


　と、大兎は携帯を切る。それからもう一度ハスガにかけなおしてみようとして、しかし、


「おい大兎」


　と、今度は生徒会室から声があがった。


　その声のほうを見る。


　すると再び《道み程ち》をくぐって生徒会室に戻ってきた月光が、こちらを見ていて。


「あれ、月光戻ってきたの？」


　と聞くと、月光は言った。


「ちょっとこい。おまえの力が必要になった」


「……へ？　俺の力？　って、なにが起きてんの？」


　と、大兎は首をかしげた。




修行ノート３へ続く──







[image: ]





　朝。


　同どう棲せい中の少女が言った。


「今日、学校いきたくない……」


　それを紅くれない月げつ光こうは見下ろす。


　漆しつ黒こくの髪かみに、すべてを見下しきったような冷たい瞳ひとみ。


　詰つめ襟えりの制服を首までしっかりしめ、生徒会長を表す腕わん章しように、腰こしにはフェンシングの剣けんという姿。


　そのまま彼はベッドで眠ねむる少女に言う。


「なんのつもりだ。登校拒きよ否ひか？」


「トーコーキョヒってなに？」


「昨日、何時まで起きてた？」


「……う」


「どうせずっと漫まん画がを読んでたんだろう？」


「……ううう」


「で、眠いから学校にいきたくない？　吐ぬかすな。さっさと起きろ雑ざ魚こが。遅ち刻こくするぞ」


　と、月光は少女の布ふ団とんを無理矢理はぐ。


　すると彼女──安あん藤どう美み雷らいは、顔を真っ赤にして、


「きゃー!?」


　と叫さけんだ。


　年のころは十四歳くらい。


　小こ柄がらで童顔で、おまけにアニメのキャラが胸の部分にプリントされた子供用パジャマなぞを着ているせいで本物の人間に見えるが、しかし彼女は人間ではない。


　月光が契けい約やくした、雷かみなりを司つかさどる悪あく魔まだった。


　その悪魔娘むすめが、たれ目のくせに強気そうに見える瞳を、なぜかウルウルさせながら、


「寒いよゲッコー」


　などと言った。


　それに月光は、彼女の顔を見る。やはり彼女は頰ほおを赤らめていて、ウルウルした瞳でベッドからこちらを見上げている。


　いつものように、布団返せー！　などと言って反はん抗こうしてきたりせずに、ただ、こちらを見上げている。


　その彼女の顔を見つめ、


「…………」


　それから彼は手を伸のばす。


　美雷の額の髪を払はらい、おでこに触ふれて彼女の体温を確かく認にんする。しかし手だけではわからないので、彼は自分の額を彼女の額に押し付けようと、


「って、え、え、わわわ、げ、ゲッコー、な、なにを……」


「いいから黙だまれ」


「あう？」


　そこで、彼は額を押し付ける。すると彼女の額が、かなり熱い。


　月光はよく、美雷にかけた『封ふう印いん』を解くために彼女の額にキスをするのだが、そのときと比べてもやはり、かなり熱い。


　どうやら彼女はいま、熱があるようで。


　それに月光は額を離はなして、言った。


「ふむ。悪魔も風か邪ぜをひくのか？」


　すると、美雷はさっきよりもさらに顔を真っ赤にして答える。


「い、い、いきなりオデコごっつんこしたから、び、びっくり……」


「そんなことは聞いてない。くだらないことを言ってないで、質問に答えろ」


「う？」


「悪魔も風邪をひくのか？　と俺は聞いている。以前俺が熱を出したとき、おまえは熱や風邪を知らなかっただろう？」


　するとそれに美雷はうなずく。


「うん。知らなかった」


「なら、これはなんだ？　いまおまえはどういう状態だ？　答えろ」


　と、詰きつ問もんするように言うと、彼女はうろたえた表情で、


「んと、んとね、あのね」


「早くしろ」


「あの、なんだろ。あたしもこんなふうになったの初めてだから……」


「ふむ。つまりおまえは馬ば鹿かだから、自分のことすらわからないということか？」


　すると美雷が、


「あたし馬鹿くなーい」


　と、しかし、辛つらそうな声で言う。


　いつも無む駄だに元気でやかましい美雷が、いまはか細い声を出していて。


「馬鹿の分際で風邪をひくとはなにごとだ」


　と、鬱うつ陶とうしげに月光は小さく言う。


　それから奪うばっていた布団を、かける。美雷の体は小さいので、頭を覆おおうようにかけてもあっさり全身が隠かくれてしまう。


　それに美雷が、


「うわー」


　と言い、それから顔だけだして、


「お布団頭にかけたら、息ができなくなっちゃうよー」


　なんて言葉は無視して、月光は聞く。


「寒気は？」


「サムケってなに？」


「体がゾクゾク寒くないかってことだ」


「あ、あ、よくゲッコーわかったね。なんか変なの。頭熱いのにね、体がね……」


「寒い？」


「うん」


「ふぅん。じゃあ、ほんとうに……」


　風邪だな、と、月光は思う。


「喉のどは渇かわいてないか？」


「渇いてる」


「よし、水を持ってきてやる」


　と、彼は踵きびすを返し、部屋を出ようとする。


　すると後ろから、


「な、なんか」


　と、美雷が言った。


「なんかゲッコー優やさしいね……」


　と、辛そうなくせに、妙みように嬉うれしげな声で言ってくるが、しかしそれも無視して月光は部屋を出る。


　ちなみに彼がいるのは、ごく普ふ通つうの一戸建てだった。


　なぜここに、まだ十六歳の彼が悪魔の女の子と二人っきりで同棲しているのか、などという話はいまはいいとして、問題は、


「……いまうちに、炭酸飲料以外の飲みものがあったか？」


　と、彼は呟つぶやく。


　そのままキッチンへと向かい、冷蔵庫を開ける。


　するとそこには月光が常飲しているコーラと、美雷が常飲しているドクターペッパー、がぎっしりと詰まっている。


　その、どれもが風邪のときに飲むべきものではなくて。


「……仕方ない。あとでポカリでも買いにいくか」


　と、冷蔵庫を閉める。彼は食しよつ器き棚だなのほうへと向かう。コップを取り出し、蛇じや口ぐちをひねる。浄じよう水すいのボタンを押して、その水をコップに入れる。


　そして再び美雷の部屋に戻もどると、彼女はやはり火ほ照てった、しかし、嬉しそうな顔で、


「えへへ」


　と笑うので、月光は聞く。


「なにがおかしい？　熱で頭がおかしくなったか？」


「違ちがうもん」


「じゃあなにがおかしい？」


「ゲッコー優しいから」


「黙れ」


「えへへ」


　その馬鹿の笑い声に彼はうんざりした気分になりながら、水を美雷に渡わたす。そして、


「寝ねたまま飲むな。こぼしたら殺すぞ」


「うん」


「水はそれで足りるか？」


「うん」


「トイレは？」


「だいじょぶ」


「よし、もう寝ろ」


「んと、ソファでアニメ見ながら寝……」


「ふざけるな」


「漫画は……」


「だめだ」


「ううう」


「寝ろ。そして治るまで決して起きるな」


「でも」


「早く目をつぶれ。五秒以内につぶらなければお仕置きする。五、四……」


「え、え、あの」


「三」


「つ、つぶったー！」


　と、美雷はぎゅっと目をつぶる。


　その、彼女の顔を見る。それから額にもう一度触さわり、


「……熱がひどいな。といって、人間の医者にこいつを診みせても無駄だろうし」


　なにせ、風邪や熱という現象についてすらこいつは知らなかったのだ。つまり悪あく魔まにはそういう概がい念ねんがないはずで、しかしなら、なぜ美雷にいま、こんな症しよう状じようが出ている？


　なんてことを、月光は考える。
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　そして彼はふと、思い付く。


　いままで風邪をひかなかった美雷が、なぜ、急に風邪をひいたのか？


　その理由は──魔力を封じられていることにあるんじゃないか？


　美雷の悪魔の力は現在、月光の持つ魔剣、凶剣スペル・エラーによって、大半を封じられてしまっているのだ。


　それでも人間とは比べ物にならないほど大きな力を発揮できるが、しかし、本来の彼女の力は失われてしまっている。


　そのせいで、普ふ段だんはかからないはずの病気にかかってしまった、とか？


　それに月光はぎゅっと目をつぶったままの美雷の顔を見つめ、その顔へと自分の顔を近付ける。


　そしてそのまま彼女の頰ほおに、自分の唇くちびるを当てた、瞬しゆん間かん。


「わきゃぁ～!?」


　と、美雷が叫さけんだ。


「な、な、なにするの!?」


　と驚おどろいた顔でこちらを見る。


　そしてそれと同時に、彼女にかけられた封印がキスによって外れる。寝ぐせがつきまくっている髪かみが金色に変へん貌ぼうし、稲いな妻ずまを帯電する。瞳ひとみの色も金に変わる。顔つきも、さっきよりもさらに少しだけ強気そうな印象になる。


　しかしそれでも、顔は赤い。いや、さっきよりもさらに顔が真っ赤になってしまっていて。


　月光は聞く。


「おい、体の調子はどうだ？」


「な、な、なななななな、なんでいきなりキスを……」


「熱は下がったか？」


「き、キスとかね、あのね、大人しかしちゃいけな……」


「黙だまれ」


　と、月光は美雷の頭をはたく。


　すると美雷は自分の頭を押さえ、


「あう～」


　とうめく。


　しかし月光は無視して、聞く。


「エロガキが色気づいてキスくらいで顔を赤らめるな。状じよう況きよう判断がしにくくなるだろう。熱の具合はどうだ？」


「へ？」


「おまえに悪魔の力を戻した。で、その力で風か邪ぜは治ったか？」


　と、聞く。


　だがもう、聞くまでもなかった。彼女の顔は赤いままで、瞳も相変わらず辛そうにうるんでいる。


　風邪は治っていない。


　つまりどうやらこれは、悪魔の力とは無関係のもののようだった。


　そして、普段風邪をひかないはずの悪魔が、風邪をひいた。


　これは結構な問題だ。


　いやそもそも、これが風邪なのかどうかもわからない。


　彼はそれほど『悪魔』という種族について詳くわしいわけではないのだが、しかし当の悪魔本人がこんなことは初めてと言っているからには、これは通常では起こりえない、イレギュラーな事態なのだ。


　なら、悪くすれば死に繫つながる可能性もある。


　彼は悪魔の力を取り戻してなお、ぐったりと辛そうな美雷を見下ろして、言った。


「とりあえず、そのまま寝ていろ。食い物と飲み物を買ってきてやる。なにか欲ほしいものはあるか？」


　という言葉に、美雷はこちらを見上げて、


「アイス」


　などと言ってくる。


　普通の人間が風邪を引いているときにアイスなどを食べさせるのは問題だが、悪魔はどうなのだろう？　と月光は考える。


　確か犬などはネギやニラをやると血液中の赤血球が破は壊かいされて死ぬというが、悪魔はなにを食べてよくて、なにを食べてはいけないか、月光は知らなかった。


「ま、こいつは普段から菓か子しばかり食べてるから大だい丈じよう夫ぶだろうが……それでもどうせ飼うなら、少しくらいはペットの情報に詳しくなる必要があるな」


　と、呟く。


　それから美雷を見て、言う。


「よし。アイスは買ってきてやろう」


「あの、ピンクの、ピンクのね」


「いちごアイスか？」


「それ！」


「寝ないと買ってこないぞ」


「寝るー！」


　と、美雷がまた、ぎゅっと目をつぶる。


「寝たよ！」


　と報告してくるのでそれにうなずいて、彼は立ち上がる。美雷の部屋から出て、リビングにいく。テーブルにおいてあった財さい布ふと携けい帯たいを取り、


「……さて、美雷についての情報を誰だれに聞くか……《軍》か、それとも魔女か……」


　と呟き、携帯を開く。


　それから携帯のアドレス帳の、生徒会委員の奴ど隷れいども、というフォルダを開く。


　そしてそこの、サイトヒメアという名前を押す。


　サイトヒメアというのは、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる人間嫌ぎらいの魔女の名だ。


　その魔女が、


『…………』


　魔女が、


『………………』


　まるで携帯に出ない。


　それに月光は顔をしかめ、


「クソ魔女が」


　と、携帯を閉じる。


　あの女は、鉄くろがね大たい兎とという名の人間にしか心を開いていないのだ。鉄大兎の言うことならなんでも聞くくせに、他ほかの人間の意見はまるで聞かない。


　なので鉄大兎から魔女に動くよう言わせようと、月光は再びアドレス帳を開く。


　そして鉄大兎という名前を押す。


　十二回ほどコール音が鳴り、


『んぁ～……月光、こんな早くにどーしたんだよ？』


　妙みように眠ねむそうな、馬ば鹿かそうな男の声がした。


　それに月光はなにかを言おうとする。言葉を発しようとする。しかし、


「…………」


　どういうわけか声が、出ない。


　いやそれどころか急に胸の奥が痛みだし、頭がぐらぐら揺ゆれてしまって。


「ぐ……」


　と、うめいた。そしてそのまま彼は、床ゆかにがくんっと膝ひざをついてしまう。


　携帯の向こうからは相変わらずアホそうな声で、


『あれー、月光？　月光君？　って、電波悪わりぃのかな？』


　などと鉄大兎が言ってくるが、その声にも応こたえられない。腕うでにも力が入らなくなって、携帯を取り落としてしまう。


　その、落ちた携帯を見て、


「……な、なにが起きた……」


　と、呟つぶやく。しかしその声も、おそらくは自分にしか聞こえないような、かぼそいもので。


「……ま、まさか……」


　美雷の病気が、感う染つったのか？


　その可能性は、あった。すでに発病している美雷に、あれほど近くで接したのだから。だが、まさかあの症状が伝染性だとは思ってなくて、


「……くそ、俺は、馬鹿か」


　と、言ったときにはもう、彼は床に倒たおれてしまっていた。


　症しよう状じようの進行が、異常に速い。恐おそらくこれはただの病気じゃないだろう。もしかしたら呪のろいかなにかの類たぐいかもしれない。


　とにかく、もう、意識が保てそうになかった。


　美雷に出ている症状よりも、かなりひどい。全身が凍こごえてしまいそうなほどに寒く、しかし脳が溶とけだしてしまうんじゃないかと錯さつ覚かくするほどに熱い。


　すでに周囲の景色も見えなくなってしまっている。


　どうやら美雷があの程度の症状ですんでいたのは、悪魔の力のおかげのようだった。


　しかし人間である月光は、


「…………」


　もしかしたらここで、死ぬかもしれない、と、そう思った。


　ここで意識を失ってしまえば、もう、なにも対処できないまま、死ぬ。


「…………」


　彼は唇を嚙かむ。必死に携帯を探す。癪しやくな話だが、いま、携帯の先に繫がっているはずの馬鹿に助けを求める必要があるようだった。


　だからもう、ほとんど見えなくなってしまっている目を必死に開けて、携帯を探し、そしてそちらへと手を伸のばそうとしたところで。


「………………」


　しかし、彼は意識を失ってしまった。





　　　　◆





　早朝から、他人の迷めい惑わくも考えずに電話してくるような奴やつにはロクな奴がいない──


　と、鉄大兎は思う。


　朝、まだベッドで寝ねていた大兎は、携帯の着信音に起こされてしまった。


　それに薄うすく目を開き、勉強机の上で充じゆう電でんしていた携帯を憎にく々にくしげに見る。


　それから部屋の時計を見上げる。


　すると目覚ましのアラームが鳴る時間まではまだ五分ほどあって、それに大兎は、


「なんだよ～。この五分が大事なのにさぁ……」


　とうめきながら、しかしベッドから出ない。


　携帯を取りにいく気力がないので、音が鳴り止やむのを待つ。


　待つ。


　待つが、まるで鳴り止む気配がなくて、


「誰だよ超ちようしつけぇなぁ」


　と、彼は渋しぶ々しぶベッドから起き上がり、携帯へと手を伸ばす。携帯を取り、開く。すると着信画面には紅月光の名前があって、


「……しつこいわけだ」


　と、大兎は通話ボタンを押して、ベッドに潜もぐりこみながら携帯を耳に当てる。そして、


「んぁ～……月光、こんな早くにどーしたんだよ？」


　と、あくび交じりに言った。


　するとそれに、


『…………』


　月光は答えない。


　大兎は首をかしげ、


「あれー、月光？　月光君？　って、電波悪ぃのかな？」


　と言ってみる。


　だがやはり返事はない。


　とそこで、携帯の向こうで、ガタンっとなにかが落ちるような大きな音がする。大兎はベッドから起きあがりもう一度、


「おーい月光～？　ってか、朝からこういういたずら電話はやめてくれませんか～？」


『…………』


「ちょっと月光？　ふむ。これ、まじで繫がってないのかな？」


『…………』


「なんなんだよもう。目ぇ覚めちゃったしさぁ」


　と、彼はベッドを出る。伸びをする。もう一度携帯の向こう側に向かって、


「おーい」


　と言ってみて、返事がないのを確かく認にんして、


「変なの」


　彼は携帯を切る。机に放ほうる。時計を見上げると時刻は七時三十分で、まあ、そろそろ起きてもいい時間だった。


　そのまま部屋を出て、居間に向かう。この時間はもう、大兎以外の家族は全員起きているはずだった。


　父親は七時には家を出てしまうし、妹のユイカも隣となり町の進学校へ通っているので、大兎が起きだしたころにはもう、大たい抵てい朝食を食べている。


　だから彼はまず、自室がある二階から降りて、居間へと向かう。


「おはよ～」


　と声をかけて、誰かいないか確認する。


　居間は静まり返っていて、誰もいない。


　それに大兎は首を傾かしげ、


「あれぇ、今日はユイカも早く家出たのかな？」


　と呟く。


「母さ～ん」


　と母親を呼んでみるが、しかし母親も今日はいないようだった。だが、それも別に珍めずらしいことではない。母親はたまに妹を車で学校へと送るのだ。そしてそういう場合には居間に書き置きがあり、朝食のとり方やなんかが指示されていたりするのだが。


「…………」


　しかし今日はその、書き置きもなかった。


　それに大兎は、


「ふぅん？」


　と不思議そうに呟き、それから一度洗面所へと向かう。うがいをして、歯を磨みがいて、顔を洗う。髪かみの毛に適当に水をつけてなでつけ、鏡で自分の顔を見る。


　茶色がかった髪に、いまいちまだ眠そうな瞳ひとみ。それを見て、


「ったく、月光の馬鹿が五分も早く電話してくっから、眠て～」


　なんて言いながら、彼はだらだらと部屋に戻もどる。制服に着き替がえる。携帯をポケットに入れ、鞄かばんを用意する。そして、


「……あ～、眠てぇけど、パンでも食ってから、ガッコいこ」


　と呟く。


　そして部屋を出たところで、突とつ然ぜん、


「……うう」


　その声は、聞こえたのだった。


　それは苦しそうな、少女の声。


　妹のユイカの声だ。


　その声に大兎は妹の部屋のほうへと目を向ける。するとまた、


「……ううう」


　まるで誰だれかに口を押さえ付けられているような、くぐもった声が聞こえて。


「おいユイカ？　まだ部屋にいんのか？」


　と、声をかける。


　しかしそれに、


「…………」


　妹は答えない。


「おい」


「…………」


「ちょ、どうした？」


「……うう」


「おいユイカ、あの、大だい丈じよう夫ぶか？」


　少し大きめに、大兎は言う。声は絶対に聞こえているはずだ。だが、返事がない。


　大兎は目を細め、


「入るぞ？　いいか？」


「…………」


「入る」


　と、彼は、部屋の扉とびらにかかった、『絶対ノックするよーに！』という木でできた表札のようなものを無視して、扉を開ける。


　すると妹はまだ、ベッドで寝ていた。大兎に似ている茶色がかった髪に、大兎よりは少し白い肌はだ。しかし彼女の頰ほおはいま、真っ赤に火ほ照てっている。


　断続的に、はっはっと苦しそうな呼吸をして、それから、


「う、ううう」


　とうめく。


　それに大兎は、


「おいユイカ！」


　と妹の名前を呼ぶ。しかし彼女は反応しない。目も開けない。


「大丈夫か!?」


　彼女のそばに駆かけ寄る。そして妹の額に触ふれる。すると彼女の頭はとんでもなく熱くて、


「おいまじかよ」


　と、一いつ瞬しゆんどうしたらいいか、彼は考える。あきらかに妹の状態は常じよう軌きを逸いつしていて、


「病院に連れてかないと」


　と、彼は布ふ団とんをはぐ。そのままパジャマ姿の妹の体を背負う。妹はやはり意識を取り戻さない。その、妹の華きや奢しやな体がひどく熱くて、


「おーおーまじで、四十度くらい熱あんじゃねぇのこいつ。あー、救急車呼ぶか？　いや、それとも俺が連れてっちゃったほうが早いか？」


　なんて考えながら、とりあえずポケットから携けい帯たいを取り出す。１１９番を押す。するとコールが鳴る。


　鳴る。


　さらに鳴る。


「って、なんで出ないんだよ！」


　と、大兎は怒ど鳴なる。


　しかし携帯は一向に救急に繫つながらない。大兎は携帯を切って、妹を背負ったまま、階段を降りる。それから家を飛びだそうとして、しかし、足を止めた。


　また、別の気配を感じたのだ。それは両親の寝しん室しつのほう。そちらからも誰かのうめき声が聞こえてきて。


「……冗じよう談だんだろ？」


　と、大兎は呟つぶやく。


　しかし冗談じゃなかった。


　両親はまだ、寝室にいて、ベッドに寝たままだった。


　おまけに妹と同じように高熱を出し、意識を失ってしまっている。


　大兎は、


「ちょ、父さん、母さ……」


　そう言いかけて、しかし言葉を止める。いや、突然声が出なくなったのだ。急激に胸が痛くなり、全身を強きよう烈れつな寒気が襲おそう。そのまま頭がぐらぐらと揺ゆれて、平へい衡こう感覚が保てなくなる。


　彼はそのまま床ゆかにくずおれそうになるが、


「ぐぁ、くそがぁ」


　なんとか踏ふみ留とどまり、妹の体を両親が寝ねているベッドへと下ろす。


　しかしその間にも体にはどんどん異変が起きていく。


　頭が爆ばく発はつしそうなほど痛くなり、目を開けていられない。このままだと本当に意識を失ってしまいそうだが、しかし、両親や妹をこの状態で放って、意識を失うわけにはいかない。


　だから彼は、


「…………」


　手刀を作った。そして腕うでに力を入れる。指先に力を入れる。


　そしてその手刀を、思いっきり自分の首に突つき立てる。すると指はあっさり首の頸けい動どう脈みやくを切きり裂さき、さらに首の骨まで切断してしまう。


　当然、彼は死ぬ。


　即そく死しだ。


　なにせ首を半分、切断してしまったのだから。


　しかし彼の体は、死んだ瞬間、急速に再生を始める。


　切断された首が繫がり、さらにさっきまで体を蝕むしばんでいた奇き妙みような症しよう状じようが消える。


　それが彼の能力だった。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアの犠者になったときに与あたえられた、彼の能力。


　十五分以内に七回死なない限りは、本当に死ぬことはできないという能力。


　彼は一度死んで再生すると、すべての体の傷や不調、疲ひ労ろうなどが回復してしまうのだ。


　そしていま、彼は首の傷とともに、体を蝕んでいたナニかの排はい除じよにも成功した。


　首の傷も癒いえて、息ができるようになる──が、彼は呼吸をしない。


　いま、ここで起きている現象がなんなのかわからないから、彼は息をしない。


　もしかしたら空気感染するなにかがこの家の中を充じゆう満まんしてるかもしれないからだ。


　大兎は息を止めたまま、ベッドでうなされている家族の姿を見る。しかしもう、近付くことすらできない。空気感染か、接せつ触しよく感染かはわからないが、再び同じ状態に自分が陥おちいるわけにはいかない。


　だから、


「…………」


　誰かに助けてもらわないと──と、彼は両親の寝室を出る。廊ろう下かを抜ぬけて、玄げん関かんから飛びだす。そのまま家の門を出たところで、


「……ぜ、はぁ」


　思いっきり息を吸う。それから自分の中でまた、異常が起きないかを確認する。しかしとりあえずはなにも起きないようで、


「よし、大丈夫だ」


　と、周囲を見回す。


　だが、外の光景もおかしいことに、彼は家を出た瞬間から気づいていた。


　なにせ誰もいないのだ。朝の通勤ラッシュの時間だというのに、外には誰もいない。


　それに大兎は、


「……冗談だろ？　まさか全員……」


　妹や両親みたいな症状で倒たおれてんのか？　と、彼は思った。


「ったく、いったいいま、この街になにが起きてんだ？」


　そんなことを呟いてみるが、当然誰も答えてくれない。


　しかし、こういう状じよう況きように彼は慣れていた。


　なにせ彼が所属している宮みや阪さか高校の生徒会は、日々、異次元からくる悪あく魔まや妖よう魔ま、はては狂くるった神やら竜りゆうやらと殺し合いをしているのだ。学校内に未知の呪のろいが充満して、生徒が全員倒れた──なんてこともしょっちゅう起きている。


　だが、


「……学校だけじゃなくて、街全体ってのはちょっと、やべぇな」


　と、彼は再びポケットの携帯を取り出す。開く。そしてこういうことに詳くわしい奴やつへと電話をかける。


　月光だ。


　悪魔や妖魔たちを奴ど隷れい扱あつかいし、世界中の魔術的組織と真っ向から争おうなんてしている俺様生徒会長へと電話をかける。


　が、救急の電話と同じで、やはり電話が繫がらない。


　それに大兎は、


「……あの馬ば鹿か、出ねぇ」


　と、一度電話を切る。


「もしかしてあいつも倒れてんのか？　それとももう学校に集まって問題に対処してる？」


　そう考えて、月光の家にいくか、学校にいくかを迷い、そして、


「とりあえず、生徒会室にいくか」


　と、彼は走り始める。


　もし今回の──病気なのか呪いなのかはわからないが──とにかくこのナニかに月光が感染して倒れていたとして、いま、大兎ができることはなかった。だから生徒会室にいくことにする。そして走りながら、再び携帯を開く。アドレス帳から、月光以外でこの状況をなんとかできそうな人物の名前を探す。


　そしてさ行の欄らんにいる、沙さ糸いとヒメアという名前を表示させ、それを押す。


　するとコールが一回、鳴り終わる前に、


『あ、大兎[image: ]』


　すぐに電話が繫がった。


　それに大兎は言う。


「あ、繫がった。よかった。ヒメアは無事か」


『無事じゃないよー。んとね、大兎が側そばにいてくれないと、私寂さびしくて死んじゃうんだよー』


「って、そういう話じゃなくてね。あ、ヒメアいま学校だよね？」


　が、そこで、


『ううん。学校じゃないよ。学校はもう、呪いで汚お染せんされちゃったから、出てきた』


　なんてことをヒメアが言って。


　それに大兎は足を止める。目を細め、


「学校が呪いで汚染された？」


『うん』


「ってこれ、やっぱ病気とかじゃなくて、呪いなのか……で、ヒメアは大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　と聞くと、それに彼女は嬉うれしそうに、


『あ[image: ]　大兎私のこと心配してくれてるの？　でもごめん。もう私、だめかも……』


「なっ、ちょ、ヒメア大丈……」


『だって私、大兎がギューってしてくれないと死んじゃう病にかかっ……』


「ってそんな話じゃなくてー！」


　と、なんかものすごく緊きん迫ぱくした状況のはずなのに、彼女と話しているとどんどん気が抜けてきてしまって、大兎は気を取りなおして、言う。


「いや、とりあえずヒメア、俺の話を聞いてよ」


　するとそれにヒメアが、


『やだ。ギューしてくんないと死んじゃ……』


「するから！　ギューするから話聞いて」


『やった～！』


　と喜ぶ彼女に、彼は困ったような顔になる。それから、


「ええとそれで、ヒメアはいまの状況について、わかってるの？」


　そう聞くと、彼女が答える。


『わかってるよ』


「教えて」


『ギューは？　ギューは？』


「えー、んと、じゃあ一度合流しよか。ってかほんと、そんな場合じゃないんだけどなぁ」


　と、彼は周囲を見回す。


　やはり人っ子一人いない。


　街中がおそらく、ヒメアの言うところの呪いにかかってしまっているようで。


「あの、ヒメア」


『なになに大兎[image: ]』


「ヒメアがそんなに落ちついてるってことはやっぱ、この呪いって、かかっても死なないんだよな？」


　と聞くと、彼女はそれにあっさり、


『死ぬよ』


「え？」


『これにかかったら、ひ弱な人間どもなんて二時間もたないんじゃないかな？』


「ってちょっと待って」


『だからもうすぐ私たち、この街で二人っきりだね～[image: ]』


「ってちょっと待ってぇえええ！　あの、ヒメア……」


　しかしヒメアははしゃいだ様子で、


『街に二人っきりって、なんかドキドキするね[image: ]』


「いやいやいや、あの、俺は別の意味で胸がドキドキしてきたよ」


『どんな意味で[image: ]』


　と、ヒメアがちょっとだけうっとりしたような口調で言ってくるが、それに大兎は、


「あの、たぶんだけど、俺とヒメアの会話、相当嚙かみ合ってないと思う」


『そんな大兎も大好き[image: ]』


「ほらね？　ほらね？　全然嚙み合ってないでしょ？　ああもう、ちょっと待った。落ちつこう。二時間でみんな死ぬ？　それ、止められないの？」


『止められるよ』


「へ？　そうなの？」


『うん』


「どうやって？」


『そんなことより……』


「いや、それより大事なこと、俺いま思いつかないんだけど……」


　が、ヒメアはそれを遮さえぎって、


『実は私、もう大兎のそばにいるんだったりしてー[image: ]』


　なんて言う。


　大兎はもう一度周囲を見回し、


「へ？　ヒメアそばにいんの？」


『うん！　寂しいからきちゃった』


「って言っても姿見えないんだけど……どこ？」


　と聞くと、彼女は答える。


『上、上。大兎のお家うちの屋根の上にいまーす』


　なんてことを言う。


　それに大兎は背後を振ふり返り、自分の家の上を見る。するとそこには確かに、女の子が一人、立っていた。


　宮阪高校のセーラー服を着た、とても人間には見えないほど美しい──というか、実際に人間じゃない、少女。


　陽光に七色にきらめく薄桃ラベンダー色の長い髪かみに、悪戯いたずらっぽい吊つり気味の真しん紅くの瞳ひとみ。真っ白な肌はだに、風にひらひらとはためくスカートから伸のびる細い足。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアだ。


　彼女は大兎が振り向くのを見るなり、嬉しそうに手をこちらに振り、そして携けい帯たいごしに言ってくる。


『実はずっとここで大兎のこと見てたんだよ[image: ]　驚おどろかせようと思ってそばにいくの我が慢まんしてたんだ～。でも、見つかっちゃったからそっちいくね[image: ]　ギューしにいくから待っ……』


　が、そこで低い、ざらついたような奇き妙みような声が響ひびく。


　携帯電話じゃなく、周囲一帯に、


《……追い付いたぞ、魔ま女じよめ……ワレの呪いから逃にげられると思うてか……》


　なんて声が響いて。


　それにヒメアが振り返る。大兎に向けていたものとはまるで違ちがう、妖よう艶えんな、それでいて鬱うつ陶とうしげな顔で、


『あらあんた、学校から私を追ってきたの？　人間に呪いをかけるだけじゃ足りなくて、私にも手を出すつもり？』


　するとそこで、大兎の家の屋根の向こう側から、黒い手のようなものが現れる。ビルくらいの大きさの巨きよ大だいな手。その五つに分ぶん岐きした指の先のような部分が、ぱくっと開く。その開かれた場所に、目玉が生まれ、その目玉がヒメアを見下ろす。


　それに大兎は、


「おーおー、なんだよおい」


　と、慌あわてて走り始める。なにやら自宅のすぐそばにいきなり事件の元げん凶きようらしきものが現れてしまって、彼はヒメアのほうへと駆かけだしながら、


「おいヒメア、あれが黒幕か？」


　と携帯で聞くと、


『あ、大兎、大だい丈じよう夫ぶだから。ちょっと待っててね[image: ]』


　ヒメアはそう言って、その手の化物を見上げ、真紅の瞳を鋭するどく細める。


『馬鹿な奴やつ。人間どもを殺すだけなら許してあげようと思ったのに、よりにもよって私と大兎の大切な時間を邪じや魔まするなんて』


　するとそれに、巨大な手の化物が、


《は、ははは、震ふるえろ魔女。怯おびえろ人間ども。この地域はワレらセト種の呪のろいによって制圧された。なぜおまえらに呪いがかかってないのかはわからないが、すぐにおまえらも呪い殺してやる》


　なんて言う。


　そして手の化物の指先に空いた穴が、さらに大きく開く。


　瞬しゆん間かん、その穴から周囲に黒い煙けむりが撒まき散らされて──


　というところで、大兎は自分の家の、屋根の上にたどりつき、


「ほいついた」


　とヒメアの隣となりに並ぶ。


　それから手の化物を見上げ、


「でもって、もしかしてあいつを倒たおせば今回は一件落着とかそんな話？」


　と聞くと、ヒメアがこちらを見て、表情をにへら～と緩ゆるめて、


「大兎だぁ～[image: ]」


　と、まるでこちらの質問に答えずに抱だき着いてくる。


　それに手の化物が言った。


《は、はははは、死ね、死ね死ねみんな死……》


「ちょ、ヒメア、違うだろ？　大兎だぁ～[image: ]　じゃなくてさ」


《ワレの呪いに怯えながら死ん……》


「ギューしよギュー[image: ]　大兎ギューしてくれるって言った！」


「そりゃ言ったけど、でもあの、いまはそれどころじゃ……」


《おまえらの命運は……》


「やだ！　ギュー！」


《命運は……》


「ちょ、ヒメア……もぉ～」




[image: ]


　するとそこで、


《もぉ～じゃなぁああああああああい！》


　と、化物がついに切れた。


　それに大兎はヒメアに抱き着かれたままの姿で化物を見上げ、


「……いや、うん。気持ちはわかるよ」


　と言った。


　するとそれに化物が言う。


《許さん。貴様ら絶対に許さんぞ……》


　などと言うが、ヒメアは化物を見ないまま、


「はは、許さない？　笑わせないで。セト種が使う呪じゆ法ほうって、四し曲ぎよくのの爾じでしょう？　それ、私が生みだした魔ま法ほうなんだけど……」


　という言葉に、化物がちょっと驚いたような様子で、


《……え？　生みだし……》


　と言いかけてから、再び笑う。


《は、はは、そんなハッタリが通用すると思うか！　この呪いはあの災さい厄やくの魔神、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアが生みだした呪いだぞ？　貴様のような下等な魔女にどうにかできるものではないわ！》


　などと言って、笑う。


　思いっきり笑う。


　そしてそれに大兎は、


「…………」


　彼はもう、なにかちょっと、寂さびしい気分になってきてしまい。


「あ～、ヒメア。あの、どうすんの、あれ」


　と聞くと、彼女はこちらを見上げ、信じられないほどかわいい顔でにっこり笑って、言った。


「もちろん殺すよ？」


「うんと」


「私と大兎の時間の邪魔する奴はみーんな殺しちゃうんだ」


「ええと」


「じゃ、殺すから待っててねー」


　とヒメアが細い指を伸ばす。宙空になにかを描えがこうとする。


　おそらくは、魔法だ。


　この化物を殺すための、魔法。


　その彼女の手を、彼はぎゅっと握にぎる。


　瞬間、


「え[image: ]」


　なんてヒメアは言ってくるが、とりあえずそれは無視して、大兎は化物を見上げて言った。


「あの、化物さんにちょっとお伝えしたいことがあるんですが」


《ははは、いまさら命いのち乞ごいしても遅……》


「いやいやそうじゃなくてですね、あの、いま僕の胸に抱き着いてるこの子がその、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》のサイトヒメアでして……」


《……え？》


「早く逃げないとたぶん、あなた殺されちゃ……」


　が、そこで突とつ然ぜん、別の場所から声がした。


「馬ば鹿かが。俺に呪いをかけようとした段階で、そいつの死は確定している。それも憤ふん死しだ。恐きよう怖ふに震え、怯え、最後には俺に手を出した自分の愚おろかさに憤ふん慨がいして死ね」


　なんて声が背後からして。


　その声に大兎は振り返る。


　するとそこには、美雷の背中に乗った、うちの迷めい惑わく生徒会長様がこの屋根まで飛びあがってきているところで。


「とうちゃっくー！」


　などと美雷が言う。


　その背中から降りて、月光が続ける。


「まったく。そんな三流の呪いでこの街を支配できると思ったのかクズめ」


　しかしそれに、美雷がニコニコ顔でこちらに言ってくる。


「とかいってゲッコーね、呪いにかかって床ゆかに倒れてたんだよー。でもって剣けんで呪い祓はらったんだけどね、あたしが剣持っててあげないとフラフラで動けなくてね、だからあたしがえらい子だったからいちごのアイス買ってもらえることになっ……」


　しかしそこで、月光が美雷の顔面を蹴けり飛ばす。


「黙だまれ」


「うきゃ!?」


「くだらないことをぺらぺら喋しやべるな。アイス抜ぬきにするぞ」


「あう!?」


　と、美雷が両手で自分の口を押さえる。


　それを大兎はあきれたような顔で見つめ、それから、なんだよおまえも呪いにかかって倒れちゃってたのかよダサ、とか言おうと思って、やめる。


　ここであーだこーだと言いあいしてると、また化物さんが無視するなと怒いかりだしそうなので、月光のほうを見て、


「んで、じゃあおまえがあいつ始末してくれんの？」


　と言うと、月光は腰こしにぶら下げていた剣を抜く。


　漆しつ黒こくの刀身を持った、奇妙な剣。


　この剣は、凶剣スペル・エラーという名の、すべての神や、魔を祓うことができる剣なのだという。


　その剣を構え、


「さて化物。もう一度呪いを放ってみろ。おまえのようなクズが作る単純な呪いなど、いかに役に立たないかを思い知らせてやる」


　なんて言い、しかしそれになぜかヒメアが、


「……単純な呪い？　それは聞き捨てならないわね。たかだか人間の分際で、私が作った呪いを切きり裂さけるって？」


「って反応するのこっち!?」


　と、大兎は驚おどろく。


　すると月光もヒメアをにらんで、言う。


「ああ？　なんだ。この魔法を作ったのはおまえなのか？」


「だったらどうする？」


「当然殺す」


「あは、人間の分際で偉えらそうに。でも、私を殺すなんて、無理よ、無能な生徒会長さん」


　とヒメアが笑う。


　それに月光も笑えみを浮うかべ、剣をこちらに構え、


「無理かどうかを、おまえの体に教えてやる」


　なんて言う。


　するとヒメアの体から、殺気が噴ふき出すのがわかった。さっきの化物に対して向けていた表情とはまるで違ちがう、凄せい絶ぜつな笑み。


　そしてすぐさま指を動かし始める。指先には濃こい緑色の光が生みだされ、それを見た化物が、


《な、なんだあの複雑な呪のろいは……!?》


　なんて怯おびえた声こわ音ねで言ってがくがく震ふるえ始めてしまって……


　というその展開を──その、生徒会室でしょっちゅう行われている展開を、大兎はぼんやり見つめる。もう、あきれきったような顔で見つめ、


「……ってかおまえら、俺ん家ちの屋根の上に集まってなにやってんだよ」


　と、そう言ったときにはもう、二人の戦せん闘とうが始まってしまった。


　ヒメアが呪いを生みだし、しかしそれを月光が凶剣スペル・エラーで祓う。


　が、それにヒメアが、


「なんて、それはトラップでしたー。本命はこっち！」


　と、別の魔法が月光の斜ななめ後方に生まれる。


　が、月光は、


「それもお見通しだ」


　と横にいた美雷の髪かみをつかむ。そして無理矢理その魔法のほうへと放ほうり投げ、


「ほえ!?」


　美雷が、生みだされた魔法に突つっこみ、


「きゃああああ呪われたああああ!?」


　と叫さけぶ。


　しかしそれを完全に無視で、月光はヒメアのほうへと襲おそい掛かかっていって。


　なんて光景に──


「誰だれも俺の話聞いてねぇし……」


　と、大兎はぼやくように言った。


　それから化物のほうを見上げ、


「なんかそんなわけでさ、ここにいるととばっちり受けて殺されちゃうかもしんないから帰ったほうがいいと思うよ？」


　と忠告してやると、化物が戸と惑まどったような声音で、


《……え？》


　と言う。


　それに大兎は説明してやる。


「いやだから、おまえくらいの化物だとどさくさにまぎれて殺されちゃうかもしんないから、逃にげたほうがいいって言ってんの。誰にそそのかされてこのへんの力場を奪うばおうと思ったのかはしんないけどさ、おまえにゃ無理だぜ？」


《あの……》


「あ、それと逃げるなら呪いは解いてけよ？　じゃないと俺がおまえを殺すぞ？」


　と、大兎は言う。


　そしてそれは、本当に容た易やすいことだった。この化物の動きを見れば、わかる。大兎たち生徒会委員が日々相手にしている化物は、もう、こんなレベルの奴やつらではないのだ。


　いまの彼らはすでに、神種を狩かれるところまできている。


　だから、


「……もしくは、まじでここで死ぬか？」


　と、大兎は言った。


　瞬しゆん間かん、彼の片かた眼めの色が、変わる。白目がなくなり、すべてが真っ黒に染まる。


　それも、呪いだ。それも、すべてを呪い尽つくす、質たちの悪い呪い。


　そしてそれだけで、化物は動けなくなるはずだった。それだけのプレッシャーをいま、大兎は化物に向かって、放った。


　すると化物はビルのような巨きよ体たいを震わせ、


《……あ、あう……いや、あの……見み逃のがしてもらえるんですか？》


　なぜかもう、敬語だった。


　それに大兎は苦く笑しようしながら、うなずく。


「俺は優やさしいかんね。でもさっきから剣けん振ふり回してる奴はあんま優しくないから、いまのうちに逃げたほうがいいぞ？」


　すると化物が、やはり怯えたような様子で月光のほうを見て、


《……確かにさっき、平気で仲間を盾たてにつかってましたもんね》


「あいつそういう奴なんだよ。捕つかまるとおまえもなにされるかわかんねぇよ？」


《うう》


「嫌いやなら逃げろ。んで二度とくんな」


《そ、そうします……》


　そう言って、化物はすごすごと去っていく。


　しかしそちらに誰も意識を向けない。もう、誰にも注目されない中、化物は寂さびしく消えてしまって。


　それを確かく認にんしてから大兎は、


「……よし、なんかよくわかんねぇけど、とりあえずこれで一件落着か？」


　と言ってみる。


　だが、やはり誰も答えてくれない。


　それどころか今回の事件について、真剣に考えてる奴なんて誰もいなさそうで──


　と、大兎は隣となりの家の屋根に飛び移って、相変わらず殺し合いをしているヒメアと月光をぼんやりと見つめ、


「……あほらし」


　と、呟つぶやく。


　そして屋根からぶら下がって降り、自分の部屋に窓から戻もどる。


　すると家の中では妹が、


「あれー、なんで私、パパとママの部屋にいるんだろー」


　なんて言っていて、どうやら呪いは解かれたようだった。


　今度こそ一件落着だ。


　それに彼はうなずき、そして部屋にある時計を見る。


　時刻は八時二十五分。


　もうとっくに学校が始まっている時間で、


「ってかもう、朝から俺ってばすーげー疲つかれちゃってんだけど、今日学校あんのかな？　もしあんなら、めんどくせぇなぁ」


　なんて呟いてから、ため息を一つつく。


　そのまま二、三回深呼吸してから、部屋を出る。階段を降りる。


　そしていつもの朝らしく、家族に向かって、


「母さん腹減ったー。朝飯～」


　と、彼は叫んで。





　やっと一日が始まった。




ケース３：終了
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　時間は少し戻る。


　場所は商店街。


　そこで。


「……どうするよ、兄貴」


　と、深刻な表情で、ハスガ・エントリオは聞いた。


　紺こん色いろの髪に、強つよ気きげな金の瞳ひとみ。そして宮みや阪さか高校の制服という姿。


　学校ではなにやら、ロシア人とのハーフだとかなんとか、月げつ光こうが作った適当なプロフィールによって外国人扱あつかいされているのだが、しかし彼は、人間ではない。


　エルフと、自分でもよく知らない、なにかとの混血ハーフブリードなのだが──まあ、あの宮阪高校とかいうところには《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》だの、雷かみなりの悪あく魔まだの、ウサギのような耳生やして暴れまわる不死者だのといった化物が溢あふれ返っているので、そんなことはどうでもいい。


　むしろ問題は、いま、ハスガの目の前にある看板だった。


　カレー屋にかかっている、看板。


　そこにはこうある。





『カレー大食いチャレンジ！　食べ切れたらお代は無料キャンペーン中です。おまけに温泉ペアチケットもつけちゃうよ！（食べきれなかった場合は、罰ばつ金きん一万円をいただきます）』





　食べ切れたら、無料──


　その言葉をハスガはにらみつけるように見つめ、そして後ろポケットから、財さい布ふを取り出す。開く。すると中には50円しか入っていない。ちなみにこの財布には十日くらい前までは10万円くらい入っていたはずだった。いやそれどころか最近、封・解呪師スペルブレイカー業をやっていた時代に貯ためた資産を人間世界の金に少し替かえたので、それなりの額の貯金を彼はしていたはずなのだが。


「…………」


　しかし、どういうわけかいま、彼の全財産はこの50円だけになってしまっていた。


　彼は使っていないのに。


　まるで使っていないのに。


　なぜか不思議なことに、ハスガの貯金は底をついてしまい、この二日、食べるものにも困る始末で。


「ってか、兄貴はどんだけ女に貢みつげばこりるんだよ！」


　と、ハスガは怒ど鳴なって、やはり隣でカレー無料の看板を見つめている、双ふた子ごの兄のセルジュ・エントリオを見た。


　するとセルジュがこちらを向く。ハスガとは真逆の、金色の髪かみに、紺こんの瞳。まるで反省しているように見えない、穏おだやかなにこにこ顔。


　その、にこにこセルジュが言う。


「でもハスガ、女の子はお金をもらうとすごく嬉うれしそうに笑うんですよ？」


「知るかよ！」


「それにアユミちゃんのお父さんは不治の病でその治ち療りよう費が──」


「アユミって誰だれだよ！　だいたい不治の病と治療って言葉が矛む盾じゆんしてんだろうが」


「いえいえ、そこにたまたま、法外な治療費を要求するけど腕うでが確かな無む免めん許きよの医者が現れたらしくて」


「噓うそくせぇええええええ、ぜってーそれ、騙だまされて……」


　が、やはりセルジュは嬉しそうに、


「そんなときに僕の弟が、貯金を円に替えたところだったので、これはちょうどいいと」


「ちょうどよくねぇええええってか弟の金勝手に使うんじゃねぇよ！　兄貴だって金持ってたろうが！」


　という言葉に、セルジュが言う。


「あ、僕のお金はアユミちゃんのお母さんのほうの不治の病の治療費に使っ……」


「ってやっぱ騙されてんじゃねぇかぁああああああ！」


　と、ハスガは頭を抱かかえて叫さけんだ。だが、叫べば叫ぶほど腹が減って、グーグー鳴りだす。それに、


「ううう」


　とお腹なかを押さえてハスガはうめく。兄のほうを見る。そして、聞く。


「……あの、本気で答えて欲しいんだけど……まじで使いきったの？」


　それにセルジュは笑って、


「まさか。ちゃんと残してありますよ」


「まじっ？」


「もちろん。ほら」


　と、セルジュが財布を取り出し、中を見せてくれた。すると中には10円が残っているって、


「これは残ってるって言わねぇええええ！」


　とりあえず兄貴の頭を殴なぐろうとする。


　しかしセルジュはその手をひょいっとつかみ、


「もぉ、お兄さんを殴ろうとするだなんて、僕はそんな子にハスガを育てた覚えはありませんよ」


「俺も弟の金使いこむような奴やつに、セルジュを育てた覚えはねぇよ」


　双子同士でにらみあう。


　と同時に、二人同時に腹がグーと鳴る。力が抜ぬける。二人してため息をついて、手を離はなす。


　ハスガは言った。


「ま、人間世界の金なんてどうでもいいけどさぁ。でも、異界の資産を金に替えるのってけっこう手間かかっから、無む駄だ遣づかいやめてほしいんだけど」


「そうですね。それは僕もそう思います」


「ならなんでお金使いこむのよ」


「だって女の子が泣いてたから」


「おまえは騙されてんだよ」


「そうですかねぇ？　あ、ちょっとメール」


　と、セルジュが携けい帯たいを取り出す。メールを開く。するとそれはアユミという名の女からのメールで、そこにはこうある。





『セルジュくん、ごめん、今度は飼ってた犬が不治の病に……』





「その女とはもう付き合うんじゃねぇええええ！」


　ハスガはセルジュの携帯を蹴けり飛ばす。携帯が吹ふっ飛ぶ。地面に落ちる。その携帯が車にはねられてバラバラになり──それをハスガとセルジュは呆ぼう然ぜんと見つめてから。


「ああ～女の子たちのアドレスが～!?」


　セルジュが叫ぶ。


　それにハスガは、


「やった」


　と、こっそりガッツポーズをした。


　するとセルジュが少しだけ唇くちびるをとがらせてこちらを見て、


「もぉ、ハスガってばお兄さんを女の子に取られたくないからって」


「あー、はいはい」


「でもそろそろ兄離れを……」


「あーはいはいはい。そういう話に付き合えるほどもう、俺、体力残ってないから、とりあえず目の前の問題片付けようぜ？」


「目の前の問題？」


「うん」


　と、ハスガはカレー屋の看板に目配せする。





『大食いカレー、食べ切れたら無料＆温泉チケット。食べきれなかったら、一万円』





　それを見つめ、それからセルジュが聞いてくる。


「食べきれなかったら、どうします？　一万円ですよ？」


「んぁ？　あー」


　と答えようとしたところでまた、グーと腹が鳴った。


　それも、双子の腹が同時に鳴ってしまって。その腹を見下ろしてからハスガは、言った。


「一万円はやべぇけど、ま、腹いっぱいになってから、そのへんのことは考えようぜ？　こんだけ腹減ってりゃ、いけんだろ」


「ふむ。そうですね」


「んじゃ、いくぞ？」


「ええ。いきましょう」


　そううなずきあって、二人は決意の表情でカレー屋に入り。





　大食いチャレンジカレーを注文し。





　目の前におかれた、バケツ二杯はい分の、とても食べきれるとは思えない量のカレーを見て。


『あ、終わった……』


　と、やはり同時に呟つぶやいた。




修行ノート４へ続く──
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　朝からサボりの生徒会室──女子編。




「……ねぇ、ちょっと聞いていい？」


「んー？」


「バレンタインデーって好きな男の子にチョコあげるんだよね？」


「そだけど」


「じゃあ私もチョコ、用意したほうがいいかな？」


「チョコを？」


「うん」


「大たい兎と君にあげるの？」


「う、うん……喜んでもらえるかな？」


「いや、そりゃ女の子にチョコ貰もらって嬉うれしくない男子はいないと思うけど……」


「そうかな！」


「うん。でもさ」


「う？」


「でもなんでヒメちゃん、まだ九月なのにバレンタインの話してるの？」


　と、生徒会書記、碧あお水み泉いずみは言った。


　綺き麗れいに脱色ブリーチした金きん髪ぱつに、宮みや阪さか高校のセーラー服。涼すずしげに見えるようにスカートはいつもよりもさらに短め。


　そして右手にはガリガリ君という姿で、彼女は生徒会室にいた。


　ちなみにいまは、高校で初めての夏休みが終わったばかりの、九月の朝。


　バレンタインデーどころかまだ、新年も、クリスマスも、ハロウィンも、文化祭も……


「って、なんかいろんなイベント妄もう想そうして、私ちょっと楽しい気分になってきちゃったんだけど」


　なんて言いながら、泉はへらへら笑う。


　それからガリガリ君をかじる。


　冷たくて美お味いしい。


　窓の外では、泉のクラスメイトたちが炎えん天てん下かの中一生懸けん命めい体力測定をしている声が聞こえてきていて、それを眺ながめながら食べるアイスはより美味しい。


　そしてアイスが美味しい季節には、決してバレンタインは行われない。


　だから、


「話を戻もどすけど、ヒメちゃんはなんで突とつ然ぜんバレンタインの話をしだしたの？」


　と、生徒会室にいる美少女のほうへと目を向ける。


　窓から入ってくる残暑の陽ひ射ざしを受け、七色にきらめく薄桃ラベンダー色の髪かみ。


　漫まん画がやアニメの中にだって出てこなそうな、常じよう軌きを逸いつした美び貌ぼうと、真しん紅くの瞳ひとみ。


　そのあまりの美しさに、逆に陳ちん腐ぷに見える宮阪のセーラー服。


　彼女は《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアと呼ばれ、世界中の魔ま術じゆつ的組織に怖おそれられている魔女──とかいう仰ぎよう々ぎようしい肩かた書がきを持っているのだが、しかし、この生徒会室にいるときはいっつも、恋こいする鉄くろがね大兎君のことで頭がいっぱいの乙女おとめちゃんだった。


　そんな乙女ちゃんなヒメアが、ピンク色の文字が躍おどるティーン向けファッション雑誌を片手に、


「……んと、この雑誌に、下等な人間どもはバレンタインデーに好きな男の子にチョコを贈おくる風習があるって……」


　なんてことを、言ってくる。


　その、下等な人間どもという言葉と、バレンタインデーという言葉の響ひびきが妙みようにミスマッチで、泉はあははと笑う。


　それにヒメアはなにがおかしいの？　と言いたげな不思議そうな顔をするが、泉は無視してヒメアが掲かかげた雑誌へと目を向けた。


　すると確かに、ヒメアが開いたページにはこんなことが書かれている。





『手作りチョコで、カレの心を鷲わし摑づかみ！』





　それを見つめて泉は思う。


「なんでわしづかみって言葉、渋しぶい漢字にしたんだろ。全然ときめかないんだけど」


「え？」


「ううんなんでもない。えっと、ヒメちゃん」


「ん？」


「ちょっとその雑誌貸してくれる？」


　それにヒメアが雑誌をこちらに渡わたしてくる。泉はそれを受けとり、そしてその雑誌の表紙を見る。


　タイトルは『シックスティーン』。


　泉もよく読む、女子高生向けのファッション雑誌なのだが、しかし、表紙にニコニコして写っているモデルの女の子に、妙に見覚えがない。おまけにページの左上には小さく、こんなことが書かれていて。


『ドッキドキ[image: ]の[image: ]バレンタイン[image: ]直前号[image: ]１９９９年[image: ]３月[image: ]』


「って古っ！　あと[image: ]多っ！」


　と、泉は突つっこんだ。


　するとヒメアがこちらを見て、


「古いって、なにが？」


「え、あ、んとねー。あのねー」


　と、雑誌の日付が古い上に、バレンタインデーは二月の行事で、いまはやらないんだよ、というのを、泉はヒメアに教えてあげることにする。


　この、人間嫌ぎらいのせいでこっちの世界のことにはまるで疎うとい魔女に、バレンタインデーについて詳くわしく教えてあげることにする。


　なのでとりあえずなにから説明するかを頭の中で整理し、考えをまとめてから泉はちょっとだけ演技するような顔を作り、


「あ～そ～いえばバレンタインデーって今日だったね～、わすれてた～」


　と、完全な棒読みで、言った。


　するとヒメアは驚おどろいたような顔になり、


「え!?　今日なの!?」


「そだよ。もう世界中の女の子たちが、昨日の夜のうちに手作りチョコ用意してるよ」


「噓うそ？」


「ほんと」


「ど、どうしよう、私大兎のチョコ用意してないんだけど……」


「そなの？」


「うん……知らなかったから」


「でも大兎君、他ほかの女の子とかからもチョコもらうだろうから、大だい丈じよう夫ぶじゃな～い？」


「え？　え？」


「大丈夫じゃな～い？」


「あうあうあ」


　と、わかりやすいくらいにうろたえるヒメアの姿に笑いながら、泉はガリガリ君を食べ終わる。


　食べ終わったあとの棒を見る。


　外れだ。


「ちぇー」


　と言いながら、生徒会室の隅すみにあるごみ箱へと棒を投げる。すると棒は見事にごみ箱に入り、


「こっちは当たり～」


　するとそれにヒメアが言う。


「ねね、泉」


「んー？」


「あ、あの、チョコって、どうやって作るのかな？」


「あ、いまから作っちゃう？」


「で、できるかな？　泉、チョコ作るの得意なの？」


　なんて不安げな顔でヒメアが聞いてくるので、そんな不安な顔しなくていいんだよベイベーと気持ちを込こめて、泉は言った。


「いやー、私は食べる専門で作ったことありません！」


「…………」


「それどころか作ろうと思ったことすらありません！」


「…………」


　という、力強い宣言に、ヒメアが呆ぼう然ぜんとこちらを見つめ、それから急にいつもの、大兎君以外を見るときのような冷たい目になると、


「……これだから人間は……」


　が、その言葉を遮さえぎって、泉は言う。


「でーもー、男の子に喜んでもらえるようなチョコの作り方はわかっているつもりです！」


「え[image: ]」


「たぶん、おそらく、ヘタに上手なチョコとか作っちゃうより、手作り感とか、一生懸命感が大事だと思うんだよねー、私」


「……一生懸命感？」


「そそそ」


「んと、よくわからないけど、結局どっちなの？　泉はチョコ作れるの？」


　という問いに、泉は腕うで組ぐみし、


「んーと、たぶん溶とかして、んでもって汚きたない感じに固めるだけでイケるんじゃないの？」


「溶かすってなにを？」


「え、チョコだけど」


「そもそもチョコってなに？」


「そっから!?」


　と、思わず声を上げて、泉は笑った。


「うーわー、なーんか、なーんかこの二人の知識で作る手作りチョコって、すっごいおもしろそうだなー。よし、とりあえずコンビニいって、板チョコ買ってこよ。んで家庭科室に忍しのびこんで、今日はチョコ作りの日だ！」


　なんて、窓の外ではクラスメイトたちが一生懸命50メートル走を計っているのをまったく気にせず泉は言う。


　それから携けい帯たいを取り出し、もう一人の生徒会委員の女の子に電話をかける。


　安あん藤どう美み雷らいという名前の、雷かみなりの悪あく魔まのくせにやはりセーラー服を着て、この宮阪高校にまぎれこんでいる少女だ。


　その美雷の名前をアドレス帳から探し、押す。


　ププププと呼びだし音が鳴る。


　電話が繫つながる。


『だれー？』


「あたしあたし」


『イズミだぁ！』


「そそ。ねえ美雷ちゃんいまなにやってるの？」


『んと、んと、いまね、マユミちゃんたちとお昼ひる寝ねしててね』


「マユミちゃん？　って、誰だれそれ？」


『んとね、えとね』


　とそこで、携帯の向こう側から、美雷とは別の、女の声が響く。


『あ、美雷ちゃん、またウチに忍びこんでたの!?』


『あ、園長先生ー！』


『もう、ちゃんと学校いかないとだめじゃない。それともなにか、学校いきたくない理由とかあるの？　それなら私、相談乗るわよ？　ほんとに一度、ちゃんと話をしましょう？』


　なんて会話が携帯の向こうから聞こえてきて、泉が言う。


「ねね、美雷ちゃん、もしかしていま幼よう稚ち園えんにいるの？」


　するとそれに美雷が答える。


『んと、園長先生のところだよ？』


「だからそれ幼稚園でしょ？」


『うーんとね、えーと、ねねね園長先生、ここって幼稚園？』


『そうだけど……そんな話より美雷ちゃん、ちょっとちゃんと私の話を聞きなさい。もしかして学校でイジメられてて辛つらいとかだったら相談に乗るから、とりあえず私に悩なやみを話し……』


　が、その途と中ちゆうで美雷が言う。


『ここ、幼稚園だってイズミ！　なんでわかったの!?』


　それに泉は答える。


「実は私、超ちよう能力者だったんです」


『ええええええええええええええ!?』


「その証しよう拠こにいまから私の超能力で、美雷ちゃんの体が宙に浮うきます」


『うおおおおお、ほんとに!?』


「噓」


『ガーン』


「という冗じよう談だんはさておき、家庭科室でチョコ作るから、学校おいでよ」


『チョコ!?　チョコってあの、チョコ？』


「あのチョコ」


『甘いやつ？』


「それそれ」


『やったぁあああああああ！　園長先生、あたし学校いってくる！』


『え!?　やっと行く気になってくれたの？　よかった……毎日ここに通ってくるようになってもう一か月……妙みような詮せん索さくをしないで温かく見守ろうと決めた私のねばり勝……』


『チョコだぁああああああああああああ！』


　と、いう叫さけびが聞こえたところで携帯が切れた。


　それに泉は携帯から耳を離はなし、通話終しゆう了りようと表示されたディスプレイを見てから、


「ま、これで美雷ちゃんはくるでしょ。んじゃコンビニいこっか？」


　と泉がヒメアのほうを向くと、彼女はさっきのバレンタイン特集が書かれている雑誌を必死な顔で読みながら、


「……三色トリュフ……ガトーショコラ……でもチョコが嫌きらいな男の子にはチーズケーキもいいかも……って、ええと、だから、どれを作ればいいの……？」


　などと、一人でぶつぶつ言っていて。


「ヒメちゃーん、お待たせ」


「う？」


「チョコ買いにいくよん？」


「あの、んと、泉」


「んー？」


「この雑誌見てると、チョコ溶かして固めるだけじゃだめっぽいんだけど……」


「そなの？」


「すっごい難しそう」


「ふーん。ま、そのへんは気合で」


「うー」


「それともやめる？」


「……やる」


「ではではがんばりまっしょー！」


　と、泉は元気に歩きだす。


　すると雑誌を読みながら後ろをヒメアがついてくる。


　二人で生徒会室を出る。


　廊ろう下かを歩く。


　すると途中で教師らしき男に出会ってしまい、その教師が、


「おいおまえら、いま授業中だぞ。いったいなにやってるんだ!?」


　なんて怒ど鳴なられてしまって、それに泉は、さっきまでの元気さが噓うそのようにお腹なかを押さえ、顔を歪ゆがめる。


　そして、


「すみません……ちょっと生理痛がきつくて、保健室にいく途中です」


「え、そうなのか？」


「急に痛みがひどくなっちゃって……それでヒメちゃんに……あ、後ろの子なんですけど、ヒメちゃんに付きそってもらってるんですけど」


　と、言う。


　するとその男性教師は泉の後ろにいる、『１９９９年３月』のファッション雑誌を必死に読みこんでいるヒメアのほうへ目を向け、


「そうなのかね？」


　と聞いた。


　しかしいつものごとくヒメアはそれを無視して、まるでそんな教師の存在など見えていないかのように一人、廊下を進んでいこうとする。


「……チョコチップクッキー、チョコパイ、スノーボール……」


「ちょっと君」


「……カステラチョコ、キャラメルクッキー、カンタンティラミス……」


「ちょっと待ちなさい！　君たち、サボりだな!?　職員室にきなさい！」


　と、教師がヒメアの腕うでをつかもうとする。


　だがそれよりも早くヒメアが顔をあげ、冷たい真しん紅くの瞳ひとみで教師を見上げると、


「触さわるなクズが。下等な人間が私に話し掛かけるな」


　なんて言う。


　そして指先をくるっと回す。


　刹せつ那な、その教師はその場に倒たおれてしまって──


　泉はそれを見下ろして、ちょっとだけヒヤヒヤしながら、


「……殺したの？」


　と聞くと、ヒメアは首を振ふり、


「殺すと大兎が怒おこるから、殺してない」


「いつごろ目、覚ますかな？」


「五時間後くらい？」


「じゃ、いっか」


「……人間のことなんてどうでもいい。それよりこの、チョコ餃ぎよ子うざのことなんだけど……」


「え、どれどれ？　あ、これ美味しそうだねー」


「大兎、これ喜ぶかな？」


「こっちもいいと思うけど」


「んと、んと、うーん」


　と、二人は雑誌に載のっているチョコの、どれを作ろうかと話しあいながら、授業真まっ直ただ中なかの学校の校舎から、出ていってしまった。





　昼からサボりの生徒会室──男子編。




『セックスなんて怖こわくない！　いまどきウチらの性事情白書。ほとんどの子たちは、60％が高一で経験済みダヨ☆』





　なんて見だしが書かれた雑誌の記事に、


「うっそだああああああああ!?」


　と、鉄大兎は思わず、声を出して突つっこんだ。


　場所はいつもの生徒会室。


　俺様生徒会長の紅くれない月げつ光こう君に招集をかけられここにやってきたのだが、きてみるとまだ誰もきていなかったのでしばらくぼんやりして、しかしぼんやりし続けるにも限界があったので、生徒会室の隅すみに落ちていた十代女子向けファッション雑誌を拾ってそれをペラペラめくってみていたのだが。


　しかしそこには、大兎の常識を引ひっ繰くり返すような、あまりにも衝しよう撃げき的な言葉が並んでいたのだった。


　と、大兎はその、雑誌を机の上に置いて、読み進める。するとそこにはさらに、こんなことが書かれている。





『そのうちの40％は中学で経験済みダヨ☆』





「だからダヨじゃねぇええええって、いやいや、これ絶対噓だろ？　だって中学よ？　あの中学生よ？　俺も半年くらい前は中学生だったけど、俺の友達みんな童どう貞ていだったぞ？　え、それともみんなほんとは経験済みで、童貞な俺には気を遣つかって隠かくしてたってこと？　そゆこと？　そゆことなの？」


　なんてことを一人、呟つぶやく。




[image: ]


「ってか、中学どころか、この高一の数字からしてありえないだろ？　だってこの60％ってのがマジなら、ええと、十人に六人は高一までに経験するってことだろ？　となると、五人に三人は経験するってことで、それはつまり二人に一人くらいは経験しちゃってるってことだろ？　二人に一人。二人に一人が……………………いやあの、俺そういうの全然経験してないんだけど、どうなのよそのへんのところ？」


　なんて言ってみるが、しかし生徒会室にはいま誰だれもいないので、答えはない。


　なので彼はさらに首を振り振り一人呟く。


「いやいや、ないね。そんなんありえないね。ってかこういう噓が、世の中をだめにすると思うんだよなぁ。マスコミがこういうこと言うから、みんな焦あせってそういうことしちゃうっていうか……いや、よくないと思うんだ。なんつーか、ほんとそういうことは、ゆっくりやっていけばいいと思……」


　が、そこで。


　ガララっと、生徒会室の扉とびらが開いた音がした。


　それに大兎は言葉を止め、振り返る。


　すると生徒会室の入り口に、一人の男が立っているのが見える。


　漆しつ黒こくの髪かみに、すべてを見下しているような冷たい瞳。宮阪高校の生徒会長を表す腕わん章しように、腰こしにはフェンシングの剣けんという姿。


　これが、俺様生徒会長、紅月光君だ。


　その月光がこちらを見て、聞いてくる。


「……いるのはおまえだけか？」


　それに大兎はうなずく。


「そうみたいね」


「他の奴やつらはなぜいない？」


「知るかよ」


「俺が呼んだら五秒以内に集合しろと言ってあるだろう？」


「だから知らねぇって」


「クズどもが」


「あ？　なんだって？」


　と、大兎は月光をちょっとだけにらんで言い返すと、それに月光が無感情な顔でこちらを見つめ、ひどくゆっくりと、


「ク・ズ・ど・も・が」


「ってあの、別に聞きとれなかったわけじゃないのよ？」


「そうなのか？　おまえはクズ顔だから、耳までクズなのかと思ったが」


「あっのさぁ……ってまあ、おまえのそのクソな性格はいつものことだから、もういちいち反論しないけどさ～」


　と大兎はため息をつき、それから言った。


「そんなことよかなんで今日は呼びだしたのよ？」


　するとそれに月光はこちらを見つめ、それからふむっと一つうなずくと、生徒会室に入ってくる。そして大兎の斜ななめ前の、いつも座っている席に座る。ベルトから下げていた剣を机に立てかけ、続いて鞄かばんを開く。中から文庫本を取り出す。


　そしてその文庫本の、シオリを挟はさんでる部分のページを開き、それを読み始め──


「って無視すんなよ！」


　と、大兎は横から突っこんだ。


　しかし月光は完全に無視で、顔を上げないまま本を読み続けていて。


「おーい、月光君？」


「…………」


「ちょっと俺、質問してるんですけど？」


「…………」


「ってかおまえ、呼びだしといてその理由言わないってどういう……」


「うるさい」


「ぶっ飛ばすよ？」


「ん？　誰が誰をぶっ飛ばすって？」


　と、月光が左手に文庫本を持ったまま、右手をそっと、机に立てかけていた剣に添そえる。


　それを大兎は見る。


　それからその剣がいつ抜ぬかれても反応できるように準備しつつ、右みぎ拳こぶしを固めて月光の顔面を殴なぐれるようにする──


　そしてそのまま、緊きん張ちよう感溢あふれる、いつもの仲良し生徒会室な雰ふん囲い気きが周囲に漂ただよって。


「…………」


　大兎は、言った。


「……あの、疲つかれるからくだらないことで喧けん嘩かすんのやめようぜ？」


　すると月光が片かた眉まゆをひょいっとあげ、言う。


「負けるのが怖いか？」


「はっ。そうですって答えたらおまえ満足なのかよ？」


「ああ」


「ってまじで？　そこ素す直なおにうなずくの？　おまえ意外にかわい……」


「さあ早く言え。生徒会長様が怖くて怖くて、夜も寝ねれないんですと言え。あまりの恐きよう怖ふに夜、おしっこを漏もらしちゃったことはみんなには秘密にしておいてくださいと言ってみろ」


「……前言撤てつ回かい。おまえ全然かわいくない」


　するとそれを月光はつまらなそうに、はっと鼻で笑い、再び文庫本に目を落とす。


　大兎はその、月光を見つめ、


「結局なんで俺をここに呼んだかは話さないつもりなのね？」


「…………」


「ま、他ほかの委員が全員集まってから話しゃいいことだから、いいけどさぁ」


「…………」


　しかし結局月光はこちらの言葉を完全に無視なので、大兎はため息をついて再び、机に広げていた雑誌へと目を戻もどした。


　あの、高一では二人に一人はすでに経験済みダヨ☆　なんていう、ウソにもほどがある情報が書かれた雑誌へ目を戻す。


　するとそこにはやはり、あきらかにウソっぽい話が並んでいる。


『初体験は、体育館倉庫でした[image: ]』


　だの。


『あたしが十五で、彼氏が十六でぇ[image: ]』


　だの。


『彼ってば、跳とび箱の上でしたいとか言ってきてぇ[image: ]　やめてよねーって言ったの』


　って、やめてよねーは俺のセリフだっての！　まだ高校生なのに、そんな大人な展開していいのか？　いいんですか？　っての！


　なんてことを思いながら大兎はペラペラとその、ファッション雑誌をめくる。


　めくる。


　めくる。


　と、三ページくらい読み進んだところでふと、妙みようなことに気づいてしまった。


　いや、それは気づかなくてもいいようなことだったのだが、しかし彼は、気づいてしまったので、


「…………」


　顔を上げた。


　するとそこはやはり、いつもの生徒会室で、今日はどういうわけか他の生徒会委員たちが集まってきてなくて、ウザい俺様生徒会長様と二人っきりなのだが。


　月光と、二人っきりなのだが。


「…………」


　とそこで大兎は、相変わらず文庫本を読み続けている月光を見る。


　それから今度は、いま読んでいた雑誌へと目を落とす。


　雑誌にはやはり、こうある。





『ほとんどの子たちは、60％が高一で経験済みダヨ☆』





　つまり、二人に一人は経験者、ということだ。


　そしていま、偶ぐう然ぜんにもこの生徒会室には、高校一年生男子が二人いて──


　すると必然的に、片方はその、あの、童貞じゃない、ということで。


　おまけに、あれだ。この月光とかいう男は、こんなに性格が悪いにもかかわらず、女子にモテモテなのだ。もう、どこの少女漫まん画がの登場人物だよ、と言いたくなるほどにモテモテなのだ。


　だからまあ、その、そういうのの一つや二つや三つや四つはあってもおかしくないのだが、しかし、


「なんかそれはそれで、すーげー負けた気分なんだけど」


　と大兎が小声で呟くと、急に月光が顔を上げ、


「ん、さらに俺に負けたポイントを見つけたか？」


「ってそういうのだけは反応すんのな」


　が、それに月光は笑い、


「いや、いま三章が終わったからな」


　という言葉に大兎は月光が読んでる文庫本へと目を向け、聞く。


「小説？」


「ああ」


「ミステリー？」


「ん？　いや、これは純文のようだ」


「へー。おもしろい？」


「クソだ」


「え、おもしろくないの？」


「ああ」


「じゃ、なんで読んでんの？」


「おまえと話すよりはマシだからな」


「だぁから」


「それに俺は、一度読み始めた本は最後まで読む主義だ」


「ほう」


「だが、さすがに苦痛だからとりあえず三章で一度休きゆう憩けいする」


「だからなんでそんなん読んでんだよ」


　と大兎は苦く笑しようすると、月光は本当に疲れたようにため息をついて、文庫本を机に置く。それから机の上に用意されている月光専用の紅茶セットにポットのお湯を注ぎ、それをカップにいれる。


　それに大兎が、


「俺の分は？」


　と冗じよう談だんで聞くと、月光はこちらを一いつ瞬しゆん、殺すぞと言わんばかりの冷たい瞳ひとみで見てから、しかし、意外にもそのまま大兎のカップにも紅茶を注いでくれる。


「お、さんきゅ」


「一生恩に着ろ」


「はは、そんなすげぇことなのかよ」


　と笑いながら、大兎は紅茶の入ったカップに手を伸のばす。紅茶を一口飲む。そしてひと息ついてから、本題に入る。


「なあ月光」


「なんだ」


「ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


「俺にはないが？」


「いいから聞けって」


「ふむ」


「えと、あれだ。いや、あらたまって聞くのは恥はずかしいんだけど」


「いったいなんの話だ」


「いや、ええと、おまえこれ、どう思う？」


　と、大兎は言った。


　そして雑誌の、例のことが書かれたページを月光に見せる。


　当然そのページには、


『ほとんどの子たちは、60％が高一で経験済みダヨ☆』


　と書かれているはずで。


　そしてほとんどの高校生たちはそれを見て、ちょっと焦あせりのようなものを感じながら、うっそだあああああとか、叫さけぶはずだった。


　少なくとも大兎の周りにいる男子の友人たちは、そういう反応をする、はずだった。


　だが、月光はその見だしを見て、それから再びこちらに目を向けて、


「で？」


　と、言った。


　うっそだぁああああ、でも、マスコミはこれだから困る！　でもなく、『で？』と、ひどく落ちついた様子で言ってきた。


　そしてそれに大兎は、ちょっと慌あわてた。やはりこの雑誌に書かれていることは、本当だったのだ。60％の高校生は、すでに経験済みだったのだ。みんな大人だったのだ。


　にもかかわらず、優やさしいみんなは童どう貞ていな彼のことを気づかって、話を合わせてくれていたのだ。


　それに大兎は言った。


　一生懸けん命めい平静を装よそおって、言った。


「あー、その、あの、60％だってさー。いや、お、俺はもっと、多いと思ってたんだけどさー」


「はぁ？」


「でも普ふ通つうだよな。こういうの、普通普通。俺もそういうの、その、なんつーか、普通だし」


　と、大兎が言うと、月光はひどく怪け訝げんな表情になり、


「おまえはいったい、なにを言ってる？　普通？　おまえはスカートをはいたことがあるのか？」


　なんて、わけのわからないことを言ってきて。


　大兎は、


「へ？　スカート？　なにそれ？」


　と、月光に見せていた雑誌を、自分のほうへと向ける。


　すると開かれていたページは、さっき大兎が読んでいた『いまどきウチらの性事情白書』──ではなく、その前のページの、『60％の女の子がスカートを短くして怒おこられたことがあるヨ！』と書かれた、生活指導の先生との戦いの記録について書かれたページだった。


　それに月光が、やはりこちらを訝いぶかしむような顔で、


「スカートを短くするのが、普通？」


　と言ってきて、それに大兎は、


「あー、ええと、忘れてくれる？」


「やはりおまえはそういう変態的な趣しゆ味みが……」


「だから忘れてくれって言っ……」


　とそこで、再び生徒会室の扉とびらが開く音がした。


　大兎と月光がそちらを向くと、そこには三人の少女が立っていた。


　泉、美雷、そして一番後ろに、ヒメアだ。


　それに大兎が、


「あれ、三人一いつ緒しよ？　一緒になんかやってたの？」


　と聞くと、泉が笑う。


「いやー、なんかってほどのことでもないんだけどね」


　続いて美雷が、


「んとね、チョコをね」


　なんて言いかけて、しかし泉がその口を横から押さえて、


「いやいやいや」


　と、言う。


　そしてその行動の意味がわからなくて、


「チョコ？」


　と大兎は聞き返すが、泉は笑って、


「いやー、女の子には秘密がいろいろあるのよね～。なので突つっこんで聞かないこと」


「ほえ？」


「しっかし思ってたより全然難しかったなー。まさか固まらないとは。こりゃ来年の本番までに、ちょっと特訓しないと」


「だからなんの話よ？」


「秘密～」


「えー、まあいいけど」


　と、大兎は目を一番後ろにいるヒメアのほうへと向ける。


　いつもなら大兎を見つけたら彼女はすぐに抱だき着いてくるのだが、しかし、今日はそんな様子もなく、おまけに表情も暗くて、


「あの、ヒメア？」


　と声をかけるが、


「…………」


　返事がない。


　それどころかこちらを見て、悲しそうな顔になり、それからなにかを言いたそうに口をぱくぱくしたあとに、


「ううっ！」


　と、駆かけ去っていってしまって。


「えええ～？」


　と、大兎は驚おどろく。それから追いかけようとして、しかしなんの事情もわからないまま追いかけても余計状じよう況きようを悪くするかもしれないので、とりあえず生徒会室に入ってきた泉のほうを見て、


「あの、あれ、どゆこと？」


　と聞いた。


　するとそれに泉が、


「とにかく難しかったんだって～」


「だからなにがだよ！」


「いや、もうそっとしておいて。とりあえず今日は、私たちの女度が完敗しちゃって傷ついてるから」


　するとその横で美雷が、


「カンパイカンパイー！」


　なんて言う。


　しかしその言葉の意味がまるでわからなくて、


「つまりだから、なんなのよ？」


　と大兎が聞くと、泉が言う。


「詮せん索さくしないでってこと」


「うーん？」


「ヒメちゃんに、もう少し時間をあげてってこと」


「ううううーん？」


　と、もうあまりの意味不明さに大兎は腕うで組ぐみしてうめくが、しかし、恋れん愛あい経験の少ない高一男子にはどうやら対応しきれなそうな問題なので、


「んじゃー、詮索しないどく」


　と言った。


　すると泉がそれでよろしいとばかりに大きくうなずき、椅い子すに座る。


　そして、それにあわせるかのように、月光が立ち上がり、帰り仕じ度たくを始めてしまって。


　それに大兎は言う。


「あれ、月光帰んの？」


　すると月光はうなずき、


「馬ば鹿かの人口密度が上がったからな。息がしにくい」


「っておまえはなんでそういう口のきき方しかできないのかね？」


「事実だけを言っている」


「はいはい。でも、俺ら呼びだしたの、おまえだぞ？　なのに帰んの？」


　と聞くと、月光は答えた。


「別にとりたてて用事はない」


「んぁ？　じゃあなんで呼びだしたのよ？　俺、わざわざ授業サボってきたのよ？」


　すると月光が生徒会委員たちのほうへと目を向け、


「このあいだの対テンペロンクローリー戦のときに一度、招集をかけたろう？　だがおまえらの集合は遅おそかった。よって今回、緊きん急きゆう招集をかけたらどれくらいの時間でおまえらが集まるかを調べたのだが……おまえらの態度はこれだ」


　と、泉と美雷のほうを月光はにらむ。


　それに大兎が、


「いや、緊急なら緊急って書いといてくれないと」


「黙だまれクズが」


「ってか俺はおまえよりさきにここにきてたぞ？」


「で、それを俺に褒ほめろと？　ああ、良い子ちゃんだったな。偉えらい偉い」


「殺すぞ？」


「ふん」


　と、吐はき捨てるように言う。


　それを大兎は見上げ、


「あ、ところでハスガとセルジュはまだきてないけど、その時間計らなくていいのか？」


　と聞くと、それに月光が答える。


「あの馬鹿エルフどもはメールで忙いそがしいからこないと言ってきた。そんなに忙しいならもう二度とくるなと返しておいた」


「あ、そーですか」


「話は終わりだ。俺は帰る」


「ってメンバーが集まらなかったからってすねんなよ」


「最初から期待していなかった」


「へー」


「おい美雷、帰るぞ」


「んとねー、あたし帰りにチョコ買いたいなー」


「くるのが遅かったからだめだ」


「え──────！」


　というのに大兎は、


「やっぱすねてんじゃん」


　とか言いそうになるが、それを言うとまた月光が怒って絡からんできそうなので、やめた。


　それから帰ろうとする月光と、それについていく美雷を見る。


　さらにいつもの席に座って、さっきまで大兎が読んでいたファッション雑誌をペラペラめくり始めている泉を見る。


　その雑誌にはちょうど、あの見だしがある。


　あの、


『ほとんどの子たちは、60％が高一で経験済みダヨ☆』


　という言葉。


　そしていま、ちょうどこの教室には、四人の男女がいた。


　男二人、女二人だ。


　それを見て、大兎の脳みそが勝手に計算を始める。いや、そんな計算しようとは思ってなかったのだけど、脳がなんか勝手に計算を始めてしまって。


　まず自分はその、そういう経験がない。


　でもって泉も、実はああ見えて男と付き合ったことがないんだーとか言っていたので、おそらくは経験がないだろう。


　すると、あれだ。あの雑誌の、二人に一人は経験済みダヨ、が本当なら、残りの二人は経験済みなはずなのだが。


「…………」


　と、大兎は美雷のほうを見る。あきらかにそういうことがわかってなさそうな童顔小こ柄がらな、小学生といっても通用してしまいそうな彼女のほうを見て。


　いや、さすがにあれはそういうのないだろーとか、じゃあやっぱあの雑誌は噓うそだなー、少なくとも四人高一がいたら、三人は経験ないじゃんかーとか、思う。


　まあ、月光はモテモテなので、そういうのがあるのかないのかはちょっとわからないが。


　と、月光のほうを見る。


　すると美雷が月光に、


「ねーねー、チョコ！　チョコ食べたい！　あのね、あたしね、チョコがね」


「やかましい。おまえはお菓か子しを食べると、夕飯を食べないだろうが」


「うううー、ちゃんと食べるもん！」


　なんて会話をしていて。


　そしてその会話で、大兎は思いだす。実はこの二人って、同どう棲せいしてんだよなーとか。いや、付き合ってるとかじゃないのだが、悪魔の美雷は人間の世界には棲すむ場所がないので、こいつら二人で暮らしてんだよなー、とか、考えて。


「……あれ」


　と、思う。


　え、でもってもしかして二人はあの、こう見えて実はそういう関係なんですーっとか、そういうこと？


　あれ、そうなるとやっぱり、この生徒会室でも二人に一人が……


「……なんて、あほらし」


　と、大兎は一人、笑った。


　すると横から泉が、


「なにが？」


　と聞いてくるので、大兎は肩かたをすくめていま、泉が開いている雑誌のページを指差す。


　すると泉が例の記事を見て、


「あはは、こんなの人それぞれでいーじゃんねー」


　と、あっさり笑い飛ばした。


　それに大兎も笑う。


　それから彼も立ち上がって、


「あー、じゃあ俺、授業戻もどるわ。あんまサボると、落第しちゃいそうだし」


　すると泉がこちらに手だけ振ふって、


「はいはーい」


　と言う。


　それに大兎は、


「ってかおまえも授業出ろよ」


「ん～、でもいま青春で忙しいので」


「なにそれ」


「だって奥さまお聞きになりました？　60％が経験済みらしいですわよ？　私好きな男の子もまだいないんですわよ？」


「って結局気にすんのかよ」


　と言うと、泉はまたあははと笑う。


　それに大兎も苦く笑しようして、


「ま、泉は頭いいから授業でなくてもいいけどさー」


　なんて言いながら、生徒会室を出る。


　さきに出た月光たちの姿はない。


　もう授業は始まっているようで、廊ろう下かに他ほかの生徒たちの姿はなかった。


　その、静まり返った廊下を見つめ、


「……ヒメア、なんであんな悲しそうな顔してたんだろ」


　とちょっと気にしながらも、彼は自分の教室へと歩きだした。


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　その、夜。


　学校が終わり、家に帰り、家族とテキトーに団だん欒らんしたあと、日付が変わり、そろそろ寝ねようかな、と思い始めたぐらいの時刻。


　部屋のベッドで大兎が横になっていると突とつ然ぜん──


　トントン。


　という音が、部屋の窓から響ひびいた。


　それに大兎は、


「んぁ？」


　と、顔を上げる。それから窓のほうを見る。しかしカーテンがかかっているので、外の様子は見えない。


　なので起き上がり、カーテンを開く。


　だが、窓の外には誰だれもいない。


　しかし、窓まど枠わくに小さな箱が一つ、置かれているのに気づく。箱にはピンク色のリボンがかけられており、さらにそのリボンにはさまるように一枚のメッセージカードがある。


　それに大兎は、


「なんだろ」


　と呟つぶやいて、窓を開け、その箱を取る。そしてメッセージカードを抜ぬいて、開く。


　するとそのカードには、こんなことが書かれている。





『遅おくれちゃって、ごめん……でも頑がん張ばって作りました。ヒメア』





「遅れちゃって……？　って、なにに遅れたの？」


　と呟きながら、大兎は箱を開ける。するとそこには、いまいち形が歪いびつな、手作りらしいチョコが入っていて。


「……チョコ？　へ？　いや、これどういうこと？　まさかバレンタイン？　でも、遅れちゃってって、どゆこと……いま九月だから、前のバレンタインからだと、七か月遅れよ？」


　なんて呟いたところでふと、気づいた。


　家の、門に隠かくれるようにして、薄桃ラベンダー色の髪かみの毛がふわふわ揺ゆれているのに。


　それを大兎は見て、


「あ、ヒメ……」


　が、言いかけたところでヒメアがこちらを見上げる。顔を真っ赤にする。


「きゃー」


　と小さく叫さけんで、逃にげだす。


「って、はぁ？　ちょ……」


　しかし大兎が追いかけようとする前に、ヒメアは魔ま法ほうで姿を消してしまって。


「……いったい、なんなのよ？」


　と、彼は呟く。


　しかしもう、ヒメアはいなくなってしまっていて。


「……うーん？」


　とうめきながら、彼はもう一度、チョコが入っている箱を見る。あきらかに一生懸けん命めい作ったとわかる、いまいち形がふぞろいな、ちょっと見た目はまずそうなチョコを見て──思う。


　それは今日見た雑誌のこと。


　それから泉が言った言葉のこと。


『こんなの人それぞれでいーじゃんねー』


　そんなのを思い出して、


「まあねぇ。俺もそう思うよ。そんな慌あわてて大人にならなくても、チョコ貰もらっただけで嬉うれしいしね～って、九月にバレンタインの意味はわからんけど」


　なんて言いながら、大兎はその、ヒメア手作りのチョコをつまんで、口に入れる。


　そして口の中でころころ転がす。


　それから、


「なんでチョコなのに、塩味なんだろ」


　と、彼は嬉しそうに笑った。




ケース４：終了





[image: ]


　また少し時間は戻もどる。





「起きたぁあああああああああ！」


　ベッドからがばっと起きあがって、美み雷らいは叫んだ。


　場所は月げつ光こうと同どう棲せい中の一戸建ての中に与あたえられている自分の部屋。部屋の中にはぬいぐるみや、脱ぬぎかけの服や、遊びかけのパズルや、読み掛かけの漫まん画がが散乱している。


　その掃そう除じがまるでなされていない部屋で美雷は、


「起きたよゲッコー！」


　と、ベッドを降りて叫ぶ。


　しかし返事はない。


「あれぇ」


　と首をかしげながら部屋を出る。


　寝ぐせのついた長い髪に、怪かい獣じゆう着ぐるみパジャマ。強気そうなのにたれ目な瞳ひとみ。小こ柄がらな体。


「ふんふふーん、ふふふーん」


　と、なにがそんなに楽しいのか鼻はな唄うた交じりにリビングへと入り、


「ゲッコーおはよー！」


　と言う。


　だがやはり、そこにも月光はいない。


「ほえ？」


　美雷はきょろきょろと目を動かす。台所を見るが、台所にも月光はいない。


「ゲッコー！」


　と二階に声をかけるが、二階からも返事はない。それから「ふむぅ？」と首を傾かしげて時計を見ると、時刻は九時半を過ぎていて、そこで始めて、彼女は気づく。


「ね、寝ぼうしたぁあああああああ!?」


　もう、完全に遅ち刻こくの時間だった。


　ＨＲが終わり、一時限目も半分終わってしまっているような時間だ。


　その、もう、大寝ね坊ぼうをしてしまった、という衝しよう撃げきの事実に気づいてしまい、美雷は言った。


「ま、いっかー♪」


　いやそもそも、人間の世界の授業とかいうのは、難しすぎてなにがなんだかわからないのだ。だからなるべく先生が難しいことを言ってるときは教室にいないようにしているし、みんなが楽しそうにわいわいしてるときには教室で遊ぶようにしている。


　だから、昼休みとかにいけば全然間に合うはずだった。


　でも、そんなことよりも、


「ゲッコーってば、あたしおいてくなんてひどいよねー」


　と、そこに彼女は頰ほおをぷくーと膨ふくらませて怒おこった。そのぷくーな頰のまま、彼女は台所に向かう。


「お腹なかも減ったしさー」


　ぶつぶつ言いながらなにかないか、物色する。しかし今日はバナナも、みかんも、ドクターペッパーも切れていて。


　冷蔵庫の中には、月光がよく飲んでいるノンカロリーコーラだけがあった。それを美雷は取り出して、


「あ、これ、お腹全然膨れないほうのコーラだ」


　なんて言いながらコーラを開ける。


　飲む。


　美お味いしい。


　美味しいけど全然お腹の減りがなくならない。


「むー、どしよ。あたしご飯買うお金持ってないし……とりあえず、ガッコいって、ゲッコーからお小こ遣づかいもらわなきゃ」


　と、コーラ片手に台所を出る。洗面所にいく。歯を磨みがこうと右手で歯ブラシを取る。それを口に入れようとしてから、ふと気づく。左手にコーラを持っていることに。


　右手に歯ブラシ、左手にコーラと、ちょっと相反するものを持ってしまっていて、


「えと、えと」


　彼女は一いつ瞬しゆん、悩なやむ。悩んだあげく、とりあえず歯ブラシを置いて、コーラを飲んだ。


　美味しい。


　そのまま洗面所で一生懸命コーラを飲む、なにせこれを飲み終わらなければ、歯磨きできないのだ。だから、


「よーし、頑がん張ばるぞ！」


　と、一生懸命コーラを飲む。


　美味しい。


　飲む。


　美味しい。


「よし、飲み終わったー！　ゲッコー褒ほめて褒めて！」


　と振ふり返ってみるが、しかし、やはり月光はいない。それに彼女は、月光が自分をおいて学校へいってしまったことを思いだして、


「あ、ゲッコーってひどいよねー！　あたし怒ってるんだもんねー！」


　また頰を膨らませた。


　それから水で口をすすぐ。歯を磨く。パシャパシャと顔を洗う。鏡を見る。寝ねぐせ放題だが、とりあえずシュシュで髪かみの毛をポニーテールにまとめ、それからダッシュで部屋にあるセーラー服を取りに戻ろうとして、しかしその途と中ちゆうの廊ろう下かに昨日脱ぎすてたセーラー服が落ちていたのでそれを拾う。着がえる。セーラー服が落ちていた場所に怪獣着ぐるみパジャマをおく。


「よし！」


　とうなずく。


　そのころにはなんか、ちょっとだけ、さっきのコーラでお腹が張ってきていて。


「あれぇ、お腹膨れないほうのコーラだったのになー」


　なんて呟つぶやく。


　部屋に戻る。


　部屋は相変わらず汚きたない。


　ぬいぐるみ。作りかけのパズル。読み掛けの漫画。


　それらを美雷はじーっと見つめる。


「じ─────」


　と、声に出してしばらく見つめる。


　するとその汚い部屋の上で、


「またおまえはこんなに部屋を汚よごしてるのか！　いいから早く片付けろ！」


　と、月光が言っている映像が頭にほわわわーんと浮うかんできてしまって、


「んと、えと、片付けたらゲッコー、褒めてくれるかな？」


　なんて呟く。


「帰ってきて部屋綺き麗れいだったら、ゲッコー、『おお美雷、おまえは偉えらい子だったんだな！』って、お小遣いくれるかなぁああああ」


　なんて言いながら、とりあえず、床ゆかにあったぬいぐるみを四個、拾う。そしてベッドの枕まくらの横に戻してみる。それでちょっとだけ部屋が片付く。それに美雷は口を押さえて、


「ぷぷぷ、これ、褒められちゃうなー」


　なんて言う。


　そのままさらにパズルを壊こわして箱に入れて、机の横に押しこむ。


「ふふふのふ」


　机もペンや、ラクガキだらけのノートで散乱しているので、それも片付ける。そして口を押さえる。


「あたし偉い子だもんねー」


　いざ、片付け始めてみると意外と楽しくて、どんどん部屋が綺麗になっていく。


　みるみる綺麗になっていく。


　しかし漫画を片付けようとしたところで、突とつ然ぜん、彼女を邪じや魔まする敵が現れてしまう。


「あ、これまだ読み掛けだったー！」


　美雷は床に座る。漫画を開く。漫画を読み始める。読み掛けだと思ったが、実はこないだ読んだばかりの漫画だった。しかし漫画は何度読んでもおもしろいので、


「あははー」


　と笑う。


　ちなみにその漫画のタイトルは『正義の味方・アメリカマン』という、世界を守るスーパーヒーローの話だった。美雷が開いたページではちょうど、ファストフードのお店で足にコーヒーをこぼされたアメリカマンが、かっこよく決めポーズで、


『支配人を呼べ！　いや社長だ！　いや裁判だ！』


　と叫さけんでいるところだった。


　他ほかにもロシアマンや、ニホンマンなどかっこいいスーパーヒーローが空を飛び回る最高におもしろい作品なので美雷は大好きなのだが、セージテキにどうこうとかいうよくわからない理由で全然アニメになってくれなくて。


「アメリカマンも、パンパンマンみたいにアニメやればいいのになー。って、一巻から読みなおしたくなってきたー！」


　と、美雷は顔をあげる。周りを見回す。床に一、二、三巻が落ちている。それを拾いにいこうとして、しかしそれを拾ってしまったらもう、終わりだということも、わかっていた。前に月光に部屋掃除を命じられたときも、最初のうちは調子良く掃除が進んでいたのだが、漫画の片付けを始めた瞬しゆん間かんに、なにもかもがおかしくなってしまったのだ。そしてはっと気づいたときにはもう、七時間ぐらい経過していて。部屋にあった漫画の大半を読みきっていた。おそらく掃除中に漫画を読みだすと、時間を狂くるわせる魔ま法ほうとかが発動してしまうのだ。


　おまけにあのときよりもいまは、さらに漫画のコレクションは増えている。今度あれと同じ状じよう況きようになれば、きっと十時間たっても読み終わらないだろう。


　だから、


「がまんがまん」


　と、美雷は立ち上がる。床に落ちていた、『アメリカマン』を拾う。ちなみに一巻の表紙には、アメリカマンがかっこいい顔でハンバーガーを頰ばっていて、すごくおもしろそうだった。いや、もうおもしろいのはわかっているのだ。だって読んだことあるし。


　だからそれを美雷は、


「うううううう」


　開くか、開くまいかで葛かつ藤とうする。開けば終わる。開いた瞬間にすべて終わる。だから彼女は我が慢まんして、


「おりゃ──────！」


　と、漫まん画がを本ほん棚だなに、押しこむ！


　その前に！


　一巻だけ！


　一巻だけ読むことにしたぁあああああ！





　そのままあっさり一時間が経過した。





　そして五巻を読んでる途中で突然、携けい帯たいが鳴った。


「ほえ？」


　と、美雷は携帯のほうを見る。それからふと気づく。あれからもう、一時間たってしまっていることに気づく。それに彼女は慌あわてる。慌てながら携帯を取る。開く。出る。


「あ、あ、あのねゲッコー、漫画読むつもりなくてね、んと、すぐ学校いこうと思っててね」


『え、なんの話？　美雷ちゃん？』


　とそこで、電話をかけてきているのが月光ではなく、泉いずみだということに、声で気づく。なので、


「あ、イズミー！　おはよー！」


　と美雷は叫ぶ。


『ほいほいおはよーん。って、もう二時限目始まってる時間だけどねー』


「イズミは授業受けてるの？」


『もっちろん受けてませーん。それどころか学校にもいかず、いま、美雷ちゃん家ちの前にいたりして』


「ええええー！」


　とそこで、突然、ピンポーンという音が家中に響ひびいた。それに美雷は部屋の外のほうを見て、


「わ、わ、誰だれかきた！」


『私でーす』


「イズミきたのー！」


　なぜかすごく楽しい気分になってきて、美雷は跳とびはねる。部屋を飛びだす。


「いま開けるね！」


　玄げん関かんの扉とびらの鍵かぎを外す。ドアを開く。


「イズミー！」


　だが、そこには誰もいなかっ……


「わっ！」


　扉の陰かげに隠かくれていた泉が顔を出す。


　それに美雷は驚おどろいて、


「わわわ！」


「驚いたー？」


「驚いた」


　と美雷がうなずくと、泉は嬉うれしそうににこにこ笑う。それから、


「それじゃ、いこか」


　などと言う。


　美雷は首をかしげて、


「どこいくの？」


「いいとこ」


「どこどこ？」


「いいとこ」


「どこー！」


　という美雷の言葉に泉は踵きびすを返し、すたすた歩き出しながら指を一本立て、


「ヒント１。みんなで裸はだかになります」


　なんて言う。


　それに美雷は、


「裸～？」


　と言いながら泉についていこうとして、しかしそこで泉が振り返る。こちらを指差す。いや、泉の指は美雷ではなく、家のほうを指していて、


「ところで美雷ちゃん」


「なにー？」


「戸と締じまりしたー？」


「あ！　忘れてた！」


「靴くつはいた？」


「あわわ、それも忘れてた！」


「しておいでー」


「はーい」


　美雷は家に戻もどる。部屋に戻る。さっき掃そう除じしたおかげで、部屋は、漫画が散乱しているのをのぞけばそれなりに綺麗で、


「うぷぷ、これ見たら、ゲッコー褒ほめてくれるかなぁ」


　なんて言いながら学校鞄かばんを拾う。靴をはいて玄関から出る。家の戸締まりをしっかりして、


「お待たせー！」


　と泉のほうへと言おうとする。


　しかし、泉がいない。


「あれ？」


　と、さっき泉がいた場所までいくが、やはり泉はいない。


「イズミー！」


　と叫んでみるが、しかしもう、彼女の姿はなくて。そのかわり、地面になにか、紙のようなものが石を載のせられておかれている。


「なにこれ？」


　彼女はしゃがんで、それを見る。


　するとそれは泉からの手紙だった。


　そしてその手紙にはこんなことが書かれていた。





『美雷ちゃんへ。これは宝探しゲームです』


「宝探しゲームっ!?」


『すべてのミッションをこなすと、美雷ちゃんはすごくイイトコにいけます』


「イイトコ!?　どこだろ」


『イイトコのヒント、１。みんな裸になります。２。地面から湧わきだしてます。３。もう答え言っちゃうと温泉です』


「んとんと、みんな裸になって、地面からわいてて、答えは温泉か……えと、だからんと、どこだろ」


『ではでは温泉にいくためにー、美雷ちゃんはいまから、商店街にあるカレー店『マサラおじさん』にいき、無料でカレーを食べまくれる、大食いチャレンジカレーを注文してくださーい。ほいでチャレンジが終わったら、ゲッコーぽんに連れん絡らくするように。それでは美雷隊員！』


「隊員って言われたぁ！」


『温泉にいけるかどうかは、美雷隊員の頑がん張ばりにかかってます！　頑張ってください！』


「あ、あ、いま気づいた！　これ、イイトコって温泉のことだ！」


『泉より』


「えとえと、だからええと、と、とりあえず『マサラおじさん』にいけばいいんだよね。あ、じゃあ朝ごはんカレーにしよーっと！」


　と、彼女は商店街へ向かう。


　カレー屋を発見する。


「頼たのもー！」


　と叫さけびながら、店に入る。


　しかし店員は出てこない。


　ただ、店の奥のほうからこんな会話が聞こえてくる。


「ちょっとあんたら、満腹まで食べといて、いまさら金がないとか言われても困るんだけどねぇ」


　するとそれに、


「ゴーメンナサイ、ワタシ、マダニホン、キタバカリデ、ニホンゴスコシ、ワカラナイ」


　などと男の声が答えている。


　その、男の声に美雷は聞き覚えがあるような、ないような、


「……むー？　セルジュの声に似てるような」


　などと、思う。


　すると店の店員らしき男が、


「噓うそつくんじゃねぇよ！　注文するときおまえ、日本語ぺらぺらだったじゃねぇか！」


「あ、やっぱバレてました？」


「だーから無理だって言ったろ兄貴」


「いやー、日本人は優やさしい人が多いから、乗りきれると思ったんですけどねぇ」


「ほら、やっぱぺらぺらじゃねぇか！　ちょ、もう、警察呼ぶぞ、警察。もしくは学校に連絡する」


「あ、あ、ちょ、それ勘かん弁べんしてくんね？　あの、金は準備するから。ちゃんと準備するから、だから一本だけ電話かけさせてくれ」


「ほんとに用意できるんだろうな」


「できるできる。な？　兄貴。おまえが付き合ってる女どもん中から、金貸してくれる奴やつくらい、いるよな？」


「そりゃ、いますけど……でもさっき僕の携帯は」


「ああっ!?」


「よし、そこまでだ。警察を」


「ちょっと待ったぁあああ！　わかった。友達に電話させてくれ。一本だけ友達に電話させてくれ……」


　なんて会話が聞こえてきて。


　しかしそれは、聞けば聞くほど同じ生徒会委員仲間の、セルジュとハスガの声で。


「ねねねね、奥に……」


　と、声をかけようとしたところで、


「いらっしゃいませー」


　他ほかの、女の店員が出てきた。その女の店員がすまなさそうに、


「ごめんなさいねー。ちょっと奥で立てこんでて。あ、座ってください」


「えとえと」


「はいお水です」


「んとんと」


「御ご注文が決まりましたら、お呼びくださーい」


「はーい」


　と、美雷はうなずく。一人でこんなちゃんとしたお店にくることなんてあまりないので、ちょっとだけドキドキする。机にあったメニューを取る。するとそこにはすごく美お味いしそうなカレーがたくさん並んでいて、


「あ！　あたしこの、旗がついてるお子様カレーが……」


　と言いかけて、はたと思いだす。確か、大食いチャレンジカレーが、無料なのだ。そしてそれを頼まなければ、イイトコにはいけないのだ。


　だから、


「あ、あたしお子様じゃないもんねー」


　と言う。それからまっすぐ手を挙げる。女の店員さんがやってくるので、美雷は言う。


「大食いチャレンジカレーをください」


「え？」


「チャレンジカレーを、いただきます。あたし大人なんで」


「あの、ほんとにいいんですか？」


「はい」


「これ、店長に聞かれるとまずいんですけど、絶対食べ切れませんよ？　一万円罰ばつ金きん取るためようの、詐さ欺ぎみたいなカレーで」


「でもあたし、大人なんで」


「あの、ほんとに？」


　それに美雷は、大きくうなずく。


「ほんとに、大人なんです」


　と答える。


　それに女店員は意味がわからないという顔で首をかしげながら、


「わかりました」


　と厨ちゆう房ぼうのほうへと戻っていった。


　それから十分ほどして、カレーが出てくる。バケツ一いつ杯ぱいに溢あふれるように入ったカレー。


「おおおおお、いっぱい食べれるー！」


　と美雷は叫ぶ。


　お腹なかが減っていたので、すぐにスプーンを掲かかげて、カレーを食べ始める。


「おいっしー☆」


　カレーを食べまくる。


「おいしいなー」


　カレーをいっぱい食べまくる。


「お、おいし……」


　カレーをいっぱい、食べても、食べても、食べても、まるで減らなくて、最後には、


「……ぽ、ぽんぽ痛い……」


　美雷はお腹を押さえた。


　すると店の奥から、さっきの女店員ではなく、エプロンの胸に『マサラおじさん』と書かれた、禿はげ頭あたまのおじさんが出てきて、


「で、あんた、ちゃんと一万円持ってるんだろうな？」


　まるで脅おどすような声こわ音ねで、そんなことを言ってきた。




修行ノート５へ続く──
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　場面は戻もどって、泉いずみと、大たい兎とと、その背中にしがみついているヒメアがいる、生徒会室。


　その馬ば鹿かどもを後ろに、月げつ光こうは《道み程ち》を開いて、商店街へと向かった。


　向かうは、バケツでカレーを食わせる店だ。そこは商店街にある路地を曲がってすぐのところにあった。『マサラおじさん』などというふざけた名前の店だ。


　その店に入る。


　すると入り口そばのテーブルに美み雷らいがいて、彼女はこちらを見るなり立ち上がり、


「あ、ゲッコー、あのねー」


　が、それを遮さえぎって、月光は言う。


「うるさい黙れ」


「あう」


「で、いまどういう状じよう況きようだ。そこのマサラ。説明しろ」


　と、『マサラおじさん』エプロンをつけている禿頭に命じる。


　するとマサラはこちらを向いて、


「マサラって呼び捨てにするな。俺には坂さか上がみ太た郎ろうっていうれっきとした名前が……」


「いいから答えろマサラ野や郎ろうが。いま、どういう状況だ」


　というと、マサラはにやりと笑って、


「その服を見ると、あんた学生さんだろう？　学生にこの問題をどうにかできるとは思えな……」


「カレー粉の分際でやかましいな」


「だから誰だれがカレー粉だ！」


　が、無視で月光は続ける。


「俺はそいつの保護者だ。そいつの問題は俺の問題だ。だからさっさと状況を話せ」


　というと、それになぜか美雷がこちらを嬉うれしそうに見てくるが、やはり無視する。


　その代わりにカレー粉の奴が憎にく々にくしげにこちらを見てきて、


「ま、金さえ払はらってくれるんなら、誰でもいいけどな。とりあえずこの娘こが一万円分のカレーを食っといて、金を払わないんだよ。でもあんたが払うっていうんなら、とりあえずは警察を呼ばないでやってもいいぞ」


　という言葉に、月光は机の上のバケツカレーを見る。そのバケツは、相撲すもうとり数人がかりですら絶対に食べきれないような馬鹿でかさで。


　だからこれはおそらく、詐欺だ。


　初めから一万円罰金を取るために用意された、詐欺。


　無料にするどころかおそらくは、温泉旅行のチケットなども用意していないだろう。


　当然だ。


　こんなものを食べきれる奴など、いないのだから。


　なのに店の奥にも、バケツが二つおかれている。他にも美雷と時を同じくして詐欺に引ひっ掛かかった馬鹿が二人いるということだ。となると、意外とこの詐欺は、儲もうかるのかもしれない、などと月光は思う。


　それからその、奥のバケツのほうを月光は見つめる。するとその、店の奥で二人の人ひと影かげが、慌あわてて柱に隠かくれていくのが、見える。


　月光に見つからないよう、金きん髪ぱつと紺こん髪かみの、目立つハーフエルフ二人組が隠れるのが、見えてしまう。


　セルジュとハスガの、馬鹿二人だ。


　おまけにハスガのほうは、こちらに声が聞こえないように、かけようとしていた携けい帯たいを慌てて切ったようだった。


　だが、その直後。


　ピロロロロと、ハスガの携帯が鳴る。誰かからかかってきたのだ。それにハスガは慌てて携帯に出る。だが、


「…………」


　声は発しない。


　おそらくは、こんな馬鹿な詐欺に引っ掛かったのを、月光に知られたくないのだろう。


　が、


「馬鹿どもが。おまえらが馬鹿なのは最初からバレてる」


　と、彼は呟つぶやきながら、踵きびすを返す。


　店の扉とびらを開く。


　するとマサラが言ってくる。


「ちょっ、おまえ、金払わないで逃にげるつもりか？」


　それに月光は振ふり返って、言う。


「誰が逃げるって？」


「おまえだよおまえ」


「いいからカレー粉男はカレーを作っていろ。大食いチャレンジ十人前だ」


「はぁ？　そりゃ、いったい……」


「いまから俺の部下を一人つれてくる。そいつが一人で十人前分を食べる。食べきれなかったら、罰金１００万払おうじゃないか」


「な、な、な、１００万!?」


「ああ、１００万だ。だがもしも一人で食べ切れたら、この馬鹿女と、それから奥で隠れている二人組の分をチャラにして、さらに十人分の旅行券を貰もらうぞ。いいか？」


　するとそれに奥から、


「バレてんじゃねぇか！」


　などと混血ハーフブリードの声が聞こえてくるが、どうでもいいので無視する。


　それからマサラがこちらをにらみ、言う。


「一人で食べるってのは、ほんとだろうな」


「本当だ」


「１００万だぞ？」


「ああ」


「はっ、馬鹿な奴やつだ。五人でも喰くいきれないバケツカレーを十人前？　おまえ、大損するぞ」


　と、マサラが笑う。


　それに月光も笑って、


「いいから早くカレーを作れ。粉の分際で日本語を喋しやべるんじゃない」


「おまえ、馬鹿にするのもたいがいに……」


「早くしろ。俺は部下を連れてくる」


　と、再び後ろを向いて、店を出る。店員はなにか言っているようだったが、無視する。


《道み程ち》を開いていた路地裏にいき、生徒会室にいる大兎に向かって言う。


「おい大兎」


　するとヒメアを後ろに背負い、携帯を片手に持っている大兎がこちらを見て、言った。


「あれ、月光戻ってきたの？」


「ちょっとこい。おまえの力が必要になった」


「……へ？　俺の力？　って、なにが起きてんの？」


「いいから早くこい。珍めずらしくおまえが必要な事態が起きた」


「うん？」


　そして鉄くろがね大兎が、商店街へとやってきた。




修行ノート６へ続く──





[image: ]


[image: ]


　まさか、商店街の中にこんな地じ獄ごくがあるだなんて、大たい兎とは思っていなかった。


「あの、もうカレー食いたくないんだけど……」


　と言った瞬しゆん間かん、月げつ光こうの腰こしから剣けんが放たれ、大兎の首を切断した。あまりに鮮あざやかに切断されたので、首は体に載のったままだ。


　そして大兎は一度死ぬ。


　生き返る。


　首の傷も治る。


　そして月光は言った。


「どうだ？　また食べられるようになったか？」


　と聞いてくる。


　ちなみにいま、大兎がいるのは、『マサラおじさん』という名のカレー屋だった。目の前には十個のバケツ。


　そのバケツに、インド人も逃げだしそうないきおいでなみなみとカレーが入っている。そのカレーを大兎は、食べさせられ続けていた。腹が一いつ杯ぱいでもう食べられないーと言うと、首を切断される。死ぬ。生き返る。生き返ると胃の中のものもなくなっていて、再びカレーを食べられるようになるのだが。


「あの、言っとくけど、カレー食ったって記き憶おくは残ってるから、もう精神的には苦痛を通りこし……」


「じゃあ死ね」


　言葉の途と中ちゆうで月光の剣が閃ひらめく。首が切断される。その切断面があまりに鮮やかなので以下略。


　月光が言う。


「どうだ？　また食べられるようになったか？」


「だから食べたくないって記憶は残るって言ってんだろうがぁああああああ！」


　と叫さけんでも、その地獄は終わらなかった。


　なぜなら、美み雷らいと、ハスガと、セルジュの命運がかかっているからだ。美雷は楽しげにこちらを見ているが、ハスガとセルジュは妙みようにすまなさそうな顔をしていて。


　ハスガが言う。


「あの、ごめんな大兎」


　セルジュが言う。


「本当に僕らのためにすみません」


「ってかもとはと言えば、兄貴が女に金貢みついだせいなんだぞ！」


「でも不治の病が……」


「そんなに世界中に不治の病が溢あふれてたら困るっつーの！」


　などと騒さわがしい。


　だが、それを聞く余よ裕ゆうも、大兎にはなかった。すでにバケツで五杯、カレーを食べているのだ。一つのバケツを食べきるのには、だいたい六回死ぬ必要があり、その後死ねる回数が回復する十五分を待ってから次のバケツにとりかかるので、すでに、ええと、何分だ？　とにかくもう、数時間、彼はカレーを食べ続けていて。


「……うう、なんか、黒ウサギの力を体に入れられた実験のときより、苦しい気がする」


「じゃあまた死ぬか？」


「いや、まだ入るからやめて」


　とスプーンを動かす。


　その横で、ヒメアがにこにこと、


「こんなにいっぱい食べるなんて、大兎ってカレー好きなんだねー」


　などと言っているが、どこをどう見ればそう見えるのか教えて欲しい。


　その向こうでは泉いずみがマンゴーラッシーを飲みながらテレビで野球中ちゆう継けいを見ている。そして定期的にこっちを見ては、


「温泉まではあと、どれくらいかかりそー？」


　なんて言う。


　それに美雷が、


「おんせーんいきたーい！」


　なんて言う。


　だが温泉までは、さらにあと、五杯バケツカレーを食べなきゃいけなくて、その、道のりのあまりの遠さになんか、


「吐はき気が……」


　というところでまた月光の剣がキラっ。


「だから勝手に殺すんじゃねぇええええ」


「吐こうとするからだ」


「ううううう、辛つらい、死んじゃう、ってか死んで生き返ってもカレーってこれ、どうなってんの？」


　と、もう半泣きで、大兎はカレーを食べ続ける。


　それはまるで修行のようだった。


　胃い袋ぶくろを強化する修行。


　精神を強化する修行。


　そしてカレーを食べていくうちに、大兎の精神はインドのガンジス川経由で宇宙へと繫つながり、最後には悟さとりの境地に、


「達するわけねぇええええだろうがぁああああああああああああああああ！」


「じゃ死ね」


「ぐあ」


「よし、また食べられるな？」


「助けてぇええええええええええええ」





　結局、全部食べ終わるのに、五時間くらいかかった……
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「えと、えと、泉いずみ、この切きつ符ぷをどうするんだっけ？」


「もぉヒメちゃんかわいいなー。それさっき説明したじゃーん」


「えとえと」


「ほーいみんな、駅弁買ってきたぞー」


「あ、大たい兎と[image: ]　見て見て、これ見て」


「んー？」


「ほら！　ほら！　ここに切符通すんだって！　そしたら改札通れるんだって！　私できたよ！」


「……ふむ。えと、知ってるけど、じゃなくて、あー、すごいなヒメア」


「あは[image: ]　褒ほめられた～[image: ]」


「あ！　あ！　いいなー！　ねねねねゲッコー、見てみてゲッコー」


「うるさい。駅で騒ぐな」


「ほら！　あたしも切符通せたー！」


「そうか。すごいな。よかったな」


「褒められたああああああ☆」


「ところで大兎」


「なによ月げつ光こう」


「俺は駅弁は幕の内派だが？」


「知るかよ」


「幕の内がなければおまえを殺す」


「おまえ、誰だれがカレー食ったおかげで旅行いけんのかわかって……」


「殺す」


「いや、幕の内あるけどさー。もうちょい感謝の気持ちってもんがあっても」


「ない」


「ええと」


「ない」


「……そうですか……ま、期待してなかったけど。ってか、ハスガとセルジュは？」


「あそこだ」


「んー？」


「いやぁ～、ちょっとそこの美人さん、いまから僕ら箱根温泉にいくんですけど、ご一いつ緒しよにいかがで……」


「って兄貴ここでもかよ！　ほらもういくぞ！　電車でちゃうから」


「でもハスガ、ここで女の子をゲットしとかないと、温泉旅行的にすごくまずいことが起きると思うんですけど」


「まずいこと？」


「ええ」


「なんだよ？」


「いや、ええと、大兎君には、ヒメアさんがいるでしょ？」


「うん？」


「月光君には美み雷らいちゃん」


「おまえなんの話を……」


「そして僕には泉ちゃん、ということにしたとして、ハスガは？」


「え？」


「ハスガは？」


「……あ～？……ええと、いや、ちょっとたんま。そりゃ確かにまずい気がする」


「でしょう？」


「ってか、だいたいなんで泉がセルジュとなんだよ！」


「え？　じゃあハスガは泉さんのことが好きなんですか？」


「はぁああああ？　いや、そーは言ってな……」


「告白するなら手伝いますよ。いやー、好きな子がいるだなんて、ついに弟が自立した大人になるんですねぇ。じゃ、泉さーん」


「ん？　なにー？」


「ってちょっと待てぇえええええええ！」


「ハスガっちなに叫んでんの？」


「いやー、泉さん、実はうちの弟が」


「おまえは黙だまれ！」


「ぐはっ」


「なになに？　二人でなにしてるの？」


「い、いや、兄貴が相変わらず馬ば鹿かなだけでさ、とりあえず、いこうぜ。そろそろ電車、時間だろ？」


「うん。いやー、温泉楽しみだねー。ところでハスガっち」


「なに？」


「のぞいちゃだめよ？」


「のぞかねーよ！」


「ハスガは子供ですねぇ。僕はのぞきますよ」


「のぞくのかよ！」


「おい馬鹿ども。時間だ。わーわー騒さわぐのをやめて、電車に乗れ」


『はーい』


　と、そこで、生徒会委員を乗せた電車は走り始めた。




そして物語は、温泉ノートへと続く







　　あとがき







　そんなこんなでー。


　やってまいりました『紅くれない月げつ光こうの生徒会室４』


　いろんな話をする前に、まずは今回の本の感想について叫びたい、という方々がいたので、まずはそれを～。


ハスガ「うおおおお、今回やっと！　やっと俺らの出番があります！」


セルジュ「それもこれもみなさんの応おう援えんのおかげです。ありがとうございます。もうこれは、僕のファンの女の子は、僕にメールアドレスとか教えても……」


ハスガ「ここにきてもそれかよ！」


セルジュ「だって次回も出番があるとは限らないでしょう？」


ハスガ「え？　あ、そうか……ってそれにしたってメアドを聞くのは違うような……」


セルジュ「違いませんよ」


ハスガ「いや違うだろやっぱ……じゃなくて、あれだ。おまえ、最後の部分読んだろ？　次回もたぶん、俺ら出番あるぞ」


セルジュ「あれ、ほんとだ。なら、次回を読んだところで女子な方々はメールアドレスを……」


ハスガ「だからやめろって！」


　と、大興奮の二人からのメッセージでした～。なんてことをやったところで、あらためまして。みなさんいかがお過ごしでしょうかー？


　ちなみに僕の近況。


　っていうか、この本が出るのは、あれですね。アニメの放映中ですね。たぶん九月とかで、先月あたりは夏コミとかあったと思うんですが。


　あれです。なんかですね。僕、夏コミでちゃいました！（えー笑）


　それも、新作小説シリーズ、大長編予定！（あほか）とか出してしまって、担当キャサリンに言われました。


キャ「締しめ切きり大丈夫なんでしょうねえええええ！」


僕「だめさぁああああああああ！」


キャ「ちょっとおおおおおおお！」


　なんて会話が、実際に行われました！


　でも、楽しかった。僕はなんと売り子もしたんですが、いろんな人に助けられて、買いにきてくれたみんなに応援してますーって言ってもらって、わーきゃー言いながらのあっという間のコミケでしたー。もし気になった方は、『アシタのカガミ』というサークル名でやっているので、僕のホームページとか見てみてくださーい。ネット上にはその、秘密の新作小説が二章くらいまでは試し読み出来るようにしてたりしてます。


　で、実際に自分で本を作ってみて、生まれて初めて身にしみてわかったことなんですが。あれだね。


　原稿って、絶対に遅れちゃいけないんだね。


　そして、編集さんは神様だったんだね……ということがわかりました。なんてこった、こんなに小説書き上がったあとに工こう程ていがたくさんあったなんて！　と、キャサリンに言ったら、そうだろうそうだろうとドヤ顔全開でうなずいておりました。


キャ「おぬしもそれがわかったのなら一人前よの☆」


　くらいの勢いでうなずいてました。でも、ほんといつもすみませんこれからもよろしくお願いします。


　さて、よろしくを言ったところで、冬コミも応募しよー。


キャ「ってコミケの話ばっかりじゃないですか☆」


僕「えー、だってあとがきスペース多いからさー、原稿漬けで近況が少ない僕には、コミケは大イベントだったんだよー」


キャ「他ほかにもあるでしょう☆」


僕「なに？」


キャ「締切とか☆」


僕「帰ってくださーい」


　というわけで、今日も締切に追われてます（涙）


　たぶん、この本が発売されるころには、アニメも大クライマックス中だと思います。


　さらに漫画も続々発売しているので、よろしくお願いします。爆笑の四コマもそろそろまとまるはずでーとか、そのへんは、アニメ公式ページできっちり紹介されているので、ぜひぜひチェックしてみてくださいー。





　アニメ公式：http://kadokawa-anime.jp/itsu-ten/





　あと、漫画原作、脚本完全書き下ろし、ネームもバ○マンばりにやりとりしてる、『いつか天てん魔まを斬きる魔女ヘクセン』もコンプエース様で好評連載中です！


　ちなみにこれ、なんとドイツが舞台で、《軍》、《教会》に次ぐ第三組織、テンペロン・クローリーで活躍する、魔女リーネちゃんと、その使い魔の悪魔たちの魔女学校の話になってるんですが、これ書くときの話を少し。やっぱねー、死ぬほどいっぱい漫画を読んで、さぐりさぐり頑がん張ばっています。漫画は小説とは勝手が違うので、漫画ってどれくらいのセリフ量なのかなー、どれくらいの説明でわかりやすいかなーと確認したり勉強したりしながら、どきどきな気持ちで書いているのですが、うまくやれてるといいなー。


　読んでくれた方は、メールとかお手紙とか感想聞かせてねー！　アンケートもよろしくです。そのうち、中学時代の月光ぽんとかも出てきちゃうから、お楽しみに！





　あとはー。


　あ！　例のあれをこないだ収録してきました。僕が持っている２シリーズ。


『いつか天魔の黒ウサギ』。


『伝説の勇者の伝説』。


　この二つのキャラがコラボしてバトルしちゃう、大人の事情をぶっ壊して実現してしまった、奇跡のコラボアニメ！


　なんか、二つのアニメの声優さんが、アフレコにそろってたんですが！


　詳くわしい模様はホムペの日記とかに書いたんですが、とにかくとんでもないことになってました。このアニメ、たぶんもう受注は終わってしまったんですが、もし本屋さんで見つけたら即ゲットしてもらえると嬉うれしいです。といってもそれは十二月の話なんだけどね！


『いつか天魔の黒ウサギ９　ＤＶＤ限定版』


　十二月発売予定です。


　もちろん、ＤＶＤがついていない普通の文庫も十二月に出るので、よろしくお願いします！


　しかし、二つの自作のアニメがバトルしちゃうとか、ありえないよね。制作委員会が違うし、会社も違うので、本当に本当に絶対ありえないはずだったのだけど、「鏡さん好きだからいいよ！」の一言で実現してしまって……あの、僕もみなさんのことが大好きです。


　ほんとにコラボしちゃってるので、みんな楽しみにしててね！　いやー、まじでいつ天の世界に、伝勇伝のだんごが出てたよ、すげー（笑）


　と、十二月の話をしながら、九月三十日（金）には『いつ天』のアニメＤＶＤ＆ＢＤ１巻も発売ですね。こっちも、特典原稿をいっぱい書かされそうになって、こんなやりとりがありました。


僕「や───だ───締切やばいからもう無理────」


キャ「とか言って、ほんとは書きたくなるでしょ☆」


僕「む────り────」


キャ「とかとか言って、ほんとは書きたくなるでしょ☆」


僕「か、会話が成立してなぁあああああああい！」


　と言ってるところに、アニメのプロデューサーがきて言いました。


Ｐ「でも鏡さん、特典、ＤＶＤをつけてピクチャードラマにしちゃいますよ？」


僕「え？」


Ｐ「新規描かき下ろしのアニメ絵がたくさんついて、音楽もついて、鏡さんが書いた脚本を、声優さんが演じ倒しますよ！」


僕「うそ、そ、それはちょっとおもしろそうな気が……」


Ｐ「絶対におもしろいですって！」


僕「あ、あ、じゃあじゃあ、ピクチャードラマの脚本書いて、さらにその続きを特典小説にするとかもできますか？」


Ｐ「お、それだ！　じゃあよろしくお願いします！」


僕「は────い」


　と、なんかそういうことになってました（笑）


　でも新しい試みだったから、なんかめちゃくちゃ楽しんで脚本書きまくりました。そしたら声優さんたちが爆笑しながら「先生、絶対頭おかしくなってる！」と言われるようなものができたので、みんな、ぜひ聞いてみてね。もう、声優さんたちの喉のどがかれるくらいテンポ早くして、さらにセリフもとんでもないもの書きまくったので、みんなに楽しんでもらえたら、嬉しいです。よろしくお願いします！


　なんて言ってるところで、ついにスペースがなくなったー！　そんなこんなで、みんないつもありがとうございます。いつ天、伝勇伝、コミケともにマックス盛り上がっていくので、よろしくお願いしま……。


キャ「コミケってどういうことだぁああああああああ！」


　はい、ではまたー。





　　鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/
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　　　書き下ろし





いつか天魔の黒ウサギ


紅くれない月げつ光こうの生せい徒と会かい室しつ４





鏡かがみ　貴たか也や
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